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序

木報告1 ' ~は平成 7年Jtrに実施した叫しL心広場の地下屈l:11(場建設工・'.jf.に伴う緊急発掘濶在の成果をまとめた

ものであ ります。

行政棟・議会棟 ・ 許察棟の姓設がl頓次巡められ、 1993年の特察棟竣Tにより一連の新庁舎建設-i.J~業が終

.(しております。ご承知のように、 行政棟建設に先立って実施 しました緊急発掘晶l査の成果により、新）2f

舎建設予定地はかつての一大窯場であることが判明いたしました。焼物閲係省の間では沖縄の窯業の始ま

りとしてリM付数ヶ所の窯場が知られており、木地城一盟にはその中のひとつ洲田村の{(,在が知られており

ました。 しかしながら、古文献にでてくる洲III古窯の場所の特定までには至らず、行政棟地区の発掘潤布

になったわけであ ります。

その成果についてはすでに報告書が千Jj行され、また、発掘泌l査中にはマスコミ 報追や一般の県民、焼物

1於l係者などへの公開をおこない、センセーショナルな話題として多くの県民の沖目を浴びたものでありま

す。県多しいl,tの瓦、それを焼いたとみられる窯跡の検m、作業場、穴のなかに埋められたプタの頭、また、

作業をした集団の生活の様子をぷすような ,1;,磁 ・白磁・染付などの輸人陶磁器、レンガや瓦を利用した辿

構、瓦と同 じような質の大鉢などの雑器類や網の錐などをはじめ、数ヶ所の井戸などもみつかりま した。

焼物梨1-1'1の生活の場や、作業場が明瞭に発掘され、梢l述いなく本地域一),l(が沙iW古窯跡との位趾付けがな

されたわけです。

以上の成米をも とに、当教'(J委以会は順次進められた議会棟・ 笞察棟の建設に際しても ~1 ,:前の発掘枇!ft

を実施し、その成果を.,:,1行してきたところであります。このような地域の一角を占める県民広場において

も洲ITI山窯 跡と1於l連することが予想され、 1対係当局にその旨を伝えるとともに濶撒を行ったところであり

ます。 その潤整により確認訓介を実施し 、 i勇I士1古窯l~l辿の追物包含／杓が確認されたことから県民広場全体

の発掘撒11".l:にな っ たわけであります。 その結果、 窯跡の li'(~ J忍、多械の瓦や輸人陶磁器、 fill状に此く 掘られ

た跡、石でIHIまれた井戸など、当初の予想を上1,11る成米が得 られ、さらに、数ヶ所で兄つかった石垣は戦

前 ・ 戦後のこの地域の様（•を窺わせているようであると聞いております。

このような多くの成果をまとめた本報告~ I ~が県民の文化財に対する皿解や保護）揺識の蒻楊のために活川

され、さらに、 地城史の研究など学術研究の一助として多)i1(1i に寄 り•するものと確い しております。

最後になりましたが、発掘晶冷および報告11FTI]行に際 して多くの指祁 ・助言をいただきました語先生）i

並びに関係各機r~に/1/.<御礼ljIし I:げるとともに、発枷鼎l杏や沢料腋埋・報~.!.;• ~I団作成に携わ ってこられた

多くの）j々 のこ./1'i労に対し、心から感謝巾し上げる次第であります。

平成11年3J-j 

沖縄県教有委tJ会

教脊艮 安室琳



例 言

1、本報ィ'i)fは、地下駐車場（県民広場）姓謁Ji業に伴い、 1995(平成 7 年J~) 年に＇必施した,11,',I介の発掘成果を

まとめたものである。

2、発掘iU,ljfiは、 県上木建槃部逍路維持課からの依刺を受けて沖縄県教百委員会文化課が実施した。

3、本,!Jで使川 した航空写其は国 I:地則院93OKJNAWA C49-8を複写した。

4、第I1漱で掲載した「那覇市説史地似IJ(明治初年の）11S削）は茄手納宗徳氏の制作によるものである。

5、第n:, 位で使JIIした国土J£本1図は (1/2,500)は建設省同 1-.地理院発行によるものである。

地形,~, (1 /10,000)は那覇市制作の成米沼料である。

6、本dに必示した高度値は、すべて洵抜沿jで方1,i:は磁北である。

7、1111I・. 追物のliiJ定,!f(びに鑑定は下，記の）j々 による。祀して謝邸を申し I:::げます。

限.f.M't ..... 金 —f 名1i11¥ (11'・.flfillJ人浮が古学liJf究屯）

陶磁沿・ ・・・・ ・大栂 I淑 ニ (l'i:tlリ，し教frli'文化課）

石悩 ． ・・・・ ・人・ 城逸闊I(沖縄県教frセンクー）

H・....... 久 保 ,;1、文（沖縄県栽培V.(l業センクー）

占又:.'f・ ・ ・ ・ ・ · IU名真之 • 他 OJI湘11li歴火汽料'13) 、 Jl:,,it, 聡 (JJIIW!fiill祭d°S校）

8、本lIfの紺集は 1:/J;訥'l乃、島袋存災の協））を得て、 閲袋 粋が行った。

執~rt分担はド北の通りである。

/~ 袋 邪第I1;t、第即⑰第 3節、節vr効第 I~4節、筍iVJJ;'t

金 城 透第at;1、第W沼、第JV,・;-t第 1爵i

(111 l1l~ 久 'j、[ 第JV1:-.c第3節、第Vi';t第15、16節

I'. 屈lh'I J~ 第IV1;ttn 2節、 第VI裕筍 5- 1~、 19、31~33節、第 VJ/~

仲典41↓ ゆかり 第v沿第20-22節

晶袋イゃ 又 第Vl;'i筍14、17、18、27-30、34節

11i It! I総 y'(! 第VI沼第23節

藤 蛤 凩.. 第 V •'l第24-26節

金 (-r, りII 第Vl;'-1第35節

9 、迫物の‘り真撮影は1~1+1 剛が行った。

10、発枷潤介で/l'r土 した追物及び本1り作成の記録は、すべて沖縄県教ft委tl会文化課にて保1符している。
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・瓦列 瓦質土器 時期・製作活動を知

・炭溜 まり :1~. 製品 る上で此重な手がか
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・溝状追栴 その他 代を知る上で貸重。

• 石籾み追栴



第 I章 調 癒 に 至 る経緯

第 1節調査に至る経緯

1993年の粁察棟の完成により、行政棟 ・議会棟と進められてきた一連の県庁舎建設は終結をみた。行政棟の北

側 （議会棟の凍側）一戦は那覇笞が移転したあとその建物が収り壊された。そのあとの広場にとが張られ、県立

芸術大学の作品が展示 • 発表の場として、また、 県民の恐いの場となる駄民広島として利用されている。

その県民広場の地下に駐11.r.場建設をfll・ti!Jiしていることが県」：木建築部道路維持課から県文化課にもたらされ

た。県文化課はこれまでの県庁舎建設に先立って実施してきた緊、忽発掘澗在により、 -~,~ は 『球1陽』にみられる

沙j[I窯が営まれた局所であることが判明している旨の説明を行ない、計画予定地内でも湧川窯が出る可能性のあ

ることを 11~ し入れた。 これまでの県庁舎建設に伴う 協艤 • 閲戦の例にならい、早迷、 J・I袖i予定地内の文化財の取

り 扱いについて協議 • 閲服が行なわれ、まず、 Jt両予定地内に洲田古窯跡の時期の追物包含附がどのように広が

っているのか確認することとし、その結果をふまえて再股協議することになった。

そのため、県民広場に13箇所の試掘穴を設けて追物包含｝昴の延びを確認する目的で、県文化課は12月に確認潤

究を実施した。 その結果、 6 箇所でスラグの堆梢J,;jが、また、行政棟側では洲田占窯の時期の追物包含/•:1 も確認

されるなど、計画予定地内のほぼ全域にi勇田占惣の時期の追物包含}~の広がっていることが判明した。県逍路維

持課にその報告を行い、 再協議した結果、 地下駐車場1廿辿i予定地の約3000吋の緊急発掘間布を見文化課が実施し、

それに係るn1n1は県迎路維持課が捻出することでまとまった。

県逍路維持課が発掘閲杏に係る費用を県文化課に分任し、 県文化誅はそれを受け1995年4月から地 1斗往車場建

設に係る緊急発掘閻布をスタ ートさせることになった。

第 2節 調 査 体制

発掘関杏（平成6年度）から賓料照理および報告書の}I]行（平成10年度）まで、下記の体制で実施した。

鯛査主体…・・・沖縄県教育委貝会

教竹湛と・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1;4[ILi 正 幸 （平成 5年度～平成6年）父）

” ................
.............. 仲 里此 利I(平成7年度～平成8年度）

” 
.............................. 安屯 難（平成9年）父～平成10年）父）

文化課課此・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..西 平 ‘、'f JI券 （平成6年度～平成7年1且'.)

” ...............
............... 人: J成）I弁 保 （平成8年度～平成10年収）

文化課課長補佐・・・・・・・・・・・・・・・・・決II 念 リJ(平成 5年｝父～平成6年腹）

” 
.............................. 新 J莉オく子（平成6年度～平成7年｝且＇）

“ 
.............................. 1-1 越 同昭 （平成 7年度～平成9年｝且＇）

” ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・稲 嶺 蛸 子 （平成8年度～平成10年腹）

” 
.............................. 1竹慎枷l ・（平成10年股）

鯛査事務

文化課竹理係係及……………比｝視根正治（平成6年度～平成8年度）

” 
.............................. 大派 節（平成9年腹～平成10年殷）

t~ ● 一ff.・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"新 t,i ,t:n 子 （平成 5年度～平成7年9父）

” ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・村 山 佐 代 （平成8年度～平成10年度）

” 
............................. 砂 ） II fll f (平成9年股～平成10年腹）

/111] t究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..宮 城 肛 子 （平成 5年度～平成6年邸）

” 
． ． ．． ． ．．．．．． ．．． ． ． ． ． ． ． ．． ． ． ．．． ． ． •新 崎文了. (平成6年度～平成7年邸）

II ．．．．． ． ． ． ． ．．．．．．．． ． ． ． ． ．．．． ．． ． ．•新垣敏+(平成 7 年腹一平成 9 年腹）

-r 任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..伊 波 盛 治 （平成5年度～平成6年I!£)

” ...••.. .•••...•
.. ....• .•... ••. ~ 常 間保 f.51(平成7年度一平成8年股）

-1-



l・： 任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..島 袋 1E MIi (平成9年度～平成10年1且＇）

主 事・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..上 1Jは 直 樹 （平成8年度～平成9年邸）
,, .............................. 7竹真泊美（平成10年度）

調査総括

埋蔵文化財係1~ - ・ ・ ・・ ・・・ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・・ ・ 人 城

I/ .............................. 晶袋

主任し'I-門員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.., 牡 木

主 任・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..金 城

ル ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....最 撤

.'H"J貝・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・金 城
,, .............................. 仲 座

l屈託且・・・・・・・・・・・・..................I・. 原

,, .............................. 仲典根

愁（平成5年度～平成9年Ji!'.)

rr (平成10年度）

義彦（平成6年度～平成10年度）

透（平成8年度～平成9年腹）

均（平成6年度～平成9年／父）

透（平成6年腹～平成7年度）

久官（平成8年度～平成10年度）

泊乃（平成7年度～平成10年腹）

ゆかり（平成7年度～平成9年／父）

発掘作業員

新城 、1ム、 田中ゆきの、兵我フジ了・、新坦災約＇子、 中田邦子、秘数キミエ、 堀切敬子、 柚木崎末子、松木倫子

語兄＇：n幸子、島袋文子、稲糾フミ f、玉城f,U・、fill里ハル子、 田場剌樹、共屋盛：：：：．、共屈 救、宮同恵子、与

那嶺勢津了・、 中塚末子、新垣ヒデ、与1111城好f、w波古美津江、大城節子、 ！！糾t名武子、平安名哲子、安次窪

マサ(-、奥沼悦f、神谷長範、 神谷ハツ、 洲鎌武雄、ぶれ舎場盛安、安次嶺政舟

資料整理作業員

大城直美、大城美和子、長田 剛、友利映子、茄数加代-f・、比泊．ばなおみ、安,fl]千代チ、遠山正-f,金城さおり

瑞脱四尚美、池原直美、土城恵美利、城1111序','子、 折Ill衣代、石垣奈美、外間 行、渡邊尚子、蒻宮とり、窃良

三T代、 {b'Tl桂子、上原美穂-J久崎）原芙約f、大島栄子、 中村呂子、饒平名安(・、比嘉妙子、島党）ム美、炭ふ

じ子、 I・. 原和枝、大城美智子、真境名 l予合f、,'JllJI、ヨ了、 大村山美子、金城汗子、牧、~JJn代(-、国吉春美、

我）J II覇悠（・、津覇古艮子、崎浜脱子、金城敬—f、林麓脱、照展直美、大城りな、 I・. 原悦子、大城成-f・、玉寄智

恵f、金城 薫、 仲村良枝、 中村約If-、諮盛智秋、 備漸枝美子、石栂刈If-、ii!;枷I秀 f、手嶋永子、 嘉数和子、

閲袋朴災、占）刹聡洋、藤崎京
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第Il章 位溜と環境

第 1節位置

沖縄本島南部に位骰する））暉!iiiは、東西約11km、南北約 8kmの総1(1i柏37.81knfを占め、北に補添市、束に西原

町、米怜iに南風似町、南には既見城村の各di町村に隣接している。かつての）m覇は、西に束シナ洵をのぞむ大小

の島々からなり、酋里王｝付時代には貿易港として発達 ・繁栄した港町であった。 現在は、国の出先機1対や沖縄県

庁とその関述施設、冊物館 ・ 図11 t館など多数の'I 、（公~や施設が梨中 した沖縄の政治 ・経済の中心地であり、人口

約30万人（平成11年3月視任）を越え る県下第一の都市である。その那覇市のほぼ中央にあたる那覇市泉崎 1~

2「日及び壺川の部を、古くは湧川村と呼称 していたようである。

辿跡の所在する洲田村は、城岳台地から北凸部にかけて緩やかに傾斜する斤陵緑端部に形成され、私!¥麻約 Sm

の低地に立地 しており、那覇港へ流人する国場川下流の漫湖の入り江に近く、城岳台地と周辺には湿地帯が広が

っていたとされている。（第 2図）

この洲田村は、琉球における陶業の始まりの地といわれており、 17世紀後'I"-に各地に点在していた窯場を現在

の切品111rに統合するまでの約60年間、最大かつ中心的な窯行地として栄えた場所であった。古窯地は広範囲にわ

たると甘われているが、その中心は現県庁敷地内の南側付近が中心であったようである。さらに洲田村では 1-.焼

や荒焼、それに瓦類を焼いたとされる窯が地域に分散 していたと伝えられていたが、これまでの県庁舎建設に伴

う濶牡などから各窯の築かれた地域がほぼ判明 してきている。

今回の潤杏は、1勇田古窯村跡の ・1りである県庁敷地内の議会4東北側（泉崎2Tl=I付近） において、地 I'・駐車場

辿1位に伴い発掘閥査が行われた。

第 2節自然環境

那覇市の地形は、首甲周辺の琉球石炭台地と束シナ悔に面した?JIS4間の低地部とに大別される。二方を天久、首

里 ・識名 ・小緑の琉球石灰岩に囲まれ、 両側に緩やかに1項斜していく 椋麻2~lOmの洵片低地を形成している。

その中を西側の低地へ向かって北に安謝川、中ほどに安屯川、南に国場川が東シナ汁りに注いでいる。

地質は、新第三糸泥店 o:.:i尻｝呂群）を枯盤とし、 内陸部では琉球石灰岩、 さらに風化土である）は尻マージが堆

禎している。洵岸低地は残梢粘」；や洵浜堆禎七で籾われているが、南西に1,,:骰する小保には新第三系泥岩のほか

同系の砂店（ニービ）が分布している。

沙iH~村は、 ））闊陣のほぼ中央の低地部に1't浙•'1'. し、 周辺には楚辺や城岳ー・/i}の琉球石灰岩の丘陵地があり、その

西側には湿地僻が広がっていた島所で、久戊地川と国場川の両川を利用できる位骰にあり、洵 I・.交通の吸·~r-の地

ともなっていたと杓えられる。

第 3節歴史環境

湧川村とは、 T:.I府時代の通称地名であり、 地名の由来に,~1 しては「琉球l 1ilfl 1来記」にワククガー (r勇1 1IJ I')と

呼ばれた井戸名にちなんでいることが兄られる。ワクタガーは、 中国からJ流球へ赴いたlilt封使一行の飲料水供給

の地として使川 されている。1865年（尚泰18)には）杓 iの管：理節が記されたIi庫文が姓立されるなど、王府月lから

重＇玉＇さ れてきた井戸であった。そのワクタガーはfill!文とともに先の大戦にて破壊されてしまい、今Hにその痕跡

を残していない。

沖縄における製陶業の始まりは、 ,,,,祖としてi権限に赴いた佐敷 Ef-朝門 （後の尚灯しE)が連れ柚ったとされる

朝鮮人陶 r.の・パ（張献功） . . 官 ・＝．官によって1616年（万｝仔44)に伝えられたとされ、その朝鮮人陶 rらが

窯場をIJf.lいた場所が初田村であるといわれている。その後、i勇ITI村は酋出王府のお抱えの琉球i立大かつ巾心的な

窯業地として大いに栄えていたが、 1682年（尚貞14)に戒屋に窯場が統合されることで徐々に衰退していったと

考えられる。

この地からは、竹里城Tl]役の竜頭北の製作で知られる平Lil典辿 (1641~ 1722)や Elr:fの命令で八直山に陶業を

広めた仲村渠致元 (1696~]754)などの名陶工を餅出している。

171ft紀後半には、行政区域が整われたことで洲田村は泉崎村 (III泉崎）に糾み込まれ、rwITT村の地名はy)り滅し

てしまった。 そして大正期には、 一•/tyに沖縄県庁や怪H!I館等が建ち並び、 沖縄県の政治・経済の中心地として緊

栄した。

昭和20年、那覇市の街は先の大戦においてIi乱虚と化したが、その後の1以典により一;M}には琉球政/Ffの行政府ビ

ルなどが姓設され、 再び政治・経済の中心地として視在に至っている。
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第 1図 沖縄本島及び那覇市の位置 と湧田古窯跡 （「湧田古窯跡 (a)』1995より）
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第 3図 湧田古窯跡の範囲とその周辺 （「浙田古窯跡 (II)」1995より）
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第m章 調 査 経過

今回の発掘閣布は駄民広場の地下駐11£場建設に伴う緊急発掘服由で、約3000m2の計画予定地が発掘濶行の対象

範囲となり、約7ヶ月という長いilllil布期間を兄込んでの濶任であった。濶査地区のほとんどが姓物の碁礎工事の

際に掘削されて客土となっており、 地山面の前 ,,_まで現代追物が油ざっている状況であったが、澗在区南西側の

II地区において検出された瓦の集中部や窯跡辿梱などはひとつの成果であった。

潤杏の途中、何度かの台風接近や天候不順などにより晶l牡スケジュールが心配されたものの、当初の予定通り

の制企期間で無~n:終 （することができた。以下、今1111の発掘濶査経過の概要について略述する。

発fili ,~\j究は12月 に実施した確認調査の成果をもとに、現地表而から約 2mの肛さを布す脆地 ・ 造成」：をバック

ホーにより剥ぎ収ることから開始した。必土剥ぎがほぼ終了した時点でグリット設定を行なった。調査地の東隅

に設けた基湘点を通る南北方向の直線を枯準ラインとした。

その）＆部ラインと直交する東西のラインを設け、 ，;W,J布区全体に 4mX4mを単位とする方眼枠を組み、南から

北へ32・31・30・・・と鉢用数字、東から西ヘア ・イ・ ウ…と五十音を付した。グリットの呼称は悴洒隅の杭を示準

し、カー31・キー30・クー29とした。（第 5庖I)。

約3,000m2の調在範囲を有しているため、駄民広場として利用 されている現状のアスフ ァル ト敷きT字路を利用

して、批l査対段地域を3地区に分けた（第 5図）。 I地区は濶究範囲の南東側で行政棟に近く、以前の発掘聞杏

により確認された追物包合）罰などの期待が持たれた地区である。Il地区は南西側のやや小謀くなった場所で、前

述したように行政棟の濶杏で確認されたような窯跡追構や瓦())染中部などが検出されている。m地区は北側一幣

の平J且な場所で、試掘によりスラグの堆柏肘が確認された枇も広い地区である。

作業具を投入しての手掘りによる包含,~イの発掘は I 地区から IJf.l始 した。 まず、堆禎,~. の確認を行なうために、

本地区を十字に切るように29ラインの北側、 キーライン西側に約80cm幅の トレンチを設けた。その トレンチで堆

積1Mの確認を行い、各附ごとの発掘を全体に広げていった。その結果、本地区の堆禎形は南側から北側へ傾斜し

て堆禎しており、南側 （行政棟側）は地山而まで批r;Lを受けており、北側の方に包含Mが残っていることが判っ

た。本地区と 1]地区を分けるように検出された近代の伍坦 (I地区の南側へ弧状に延ぴる）の前1面部にあたる本

地区の南側を削り、北側へ客土として追成したようである 。 視乱を免れた北側では洲田古窯の時期の追物包含）~1

や地山1(1iに掘り込まれた溝状追構やピットなどが検出された。

I 地区の状況がある程邸つかめた頑に 1I 地区のi11~4杏も平行しておこなった 。 I 地区より一段研くなった地区で

あり、 II]来の地山而を残していた。木地区もかなり悦舌Lを受けているが、そのところどころに行政棟地区で検出

された辿構と辿のものとみられる瓦の梨巾部や凡列、 窯跡追構などが検出された。範皿的には狭いものの、検

11-'i追構の‘与真撮影や実測作業などかなりの時間を費やした。

I・Il地区の状況が判明 してきたところで旧地区の祁l布に移っていった。他の地区と同様、本地区の場合も

シーライン、 20ラインに トレ ンチを設け、堆禎）杓の確認を行なってから全体の発掘に人っていった。 しかし、本

地区はかなり水はけが悪く、雨のnの後は池のように水謀があがり、発掘どころではなくなるような状態となっ

た。 そのため制代区の淵 りに 1甜水対策川の深い溝を廻らせて、 l~~:f'tを進めていっ た。 必上の造成),;1 を除去すると

21ライン以北にスラグの府がほぽ全面に露II'.した。そのド方は枯本的には I地区とl1iJじような状況の堆梢州がみ

られた。南側に石J-11や地山面を掘り込んだ溝状追構、南側で琉球石灰岩を丸く積み重ねた井戸などが検mされた。

各地区とも検ll'i追構や堆梢附などの写真．や実測、また、発掘状況の写兵撮影などを行ないながら濶介を進めてい

った。最後に濶布地域全1本の完掘写真を撮り、今回の発掘聞杏を完了した。
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第IV章層序と遺構

今IHIの発掘澗究地区は、これまでに行われた行政棟・議会棟の濶究地区と隣接している こと、さらに試掘澗在

結果のもとに便宜上、「凋杏地を 3地区にわけ郡l布を実施した。

I 地区••調査地の南側にあたり｀約1,500m1と最も広い調査地区である 。 調査区の北側は地山面が200~300cm

ほど落ち込み、傾斜に沿って近世の辿物包含J1'1が堆梢していた。逍物の出土批が最も多かった地区で、

溝状逍描な どが地山面で検出できた。

0地区…濶査地の南西部にある約300nfと今回の濶査地で最も小さい調査地区である。窓跡や瓦列など行政棟

と関述する追構が検出された。

旧地区・彿l査地の北側半分にあたる約1,200而の地区で、以前は那覇牲察署の建物が建っていた地区である。そ

の為、調査前まではかなりの破壊を受けていると予想されたが、建物碁礎跡以外は保存状況が艮く、

近代期の井戸などが検出された。

皿地区では作業の方法 ・進行 I・.、A・B・C (第 5図）とさらに細分にわけ、掘り下げを進めていった。

全地区とも地表面から約200~300cmが旧庁舎に伴う撒地陪で礫混ざりであり、その下に幾つかの追物包含附が

確認された。

第 1節 I地区

a. 層序

I地区では部分的な堆秘附が確認されたが、基本的な堆禎状況は第6図のとおりである。

1 層：全面を設う造成l~•'iからなる 。 1礫況じりの i,:J;;,jで北側に緩やかに傾斜しており、,~,1ヽ/Y:は1以いところで約

200cmを測る。 I地区屎側に使直 I・.、貨J:山と仮称した匝さ 100~130cm程度の橙褐色よの造成 I:が見られ

2層 ：全而的に広がる暗褐色土界iである。 1料と同様の造成附であり、附）y. が約20cm前後で鉄釘やガラスなどの

現代追物を多凪に含んでいる。

3層 ：／火褐色土層の視乱l呂である。2形で一部切断されているため、 その部分の上1杓を 3b lf1として使'.a上分け

ている 。 北側へ緩く傾斜しており 、北側の皿地区までのびる土,~である。鉄釘やガラスなどの現代追物

を多訊に含んでいる。

4 層： 黄灰色土の近,,~の包含形である。府厚20~100cmを布する。本地区の主体をなす上）rかである。

5層：明茶褐色土の近世の包合形である。陪IY.30~60cmを布する。本地区の主体をなす土陪で瓦や郎が染中して

出土している。

6 層：黄灰色粘土の近世の包含/•;1である。 1洲屈20~40cmを有する 。 本地区の主体をなす上},;かで皿地区の4層に相

当し、土陪中には一部レンズ状に堆梢した少し白味を僻びた土10が兄られる。

7 層： 此灰色粘土・クチャ（地山）からなり、無追物Jr,~である。

b. 遺 構

本地区では、石禎迫構 ・石列と溝状追構、ピットが検出された。

1. 溝状遺構（第 9 図• 第10図）

近代に組まれた石禎み (II地区）の北側と本地区中央で4本の滞状追構が検出された。その内の洞状追構Dで
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は溝内にピッ トの確認できた。

・溝状遺構A• B (第9Iii) 

シ～セー28~30で検出 された追構で地山而に掘り込まれてい

る。平行 した 2本の溝で、 ,;J瓜を描くよう に走っている。溝Aは

111M約30~40cm、深い所で約:-lOc面を溝Bは幅約30~40cmを測る。

両汁'Iとも東側は行政棟側の斜而部分へと続いており確認するこ

とは出米なかった。 西側は石垣同様にIl=i:JJfS覇砦察署の建造物に

より破壊されたと考えられ確認でき なかった。

・溝状遺構C (第10図）

中央グリッ ト （ケ～サー28)で検出、 4・ 5附面に掘り込

まれている。直線的に走り、幅約40cm、深さ は10cm弱を測る。

辿描の深さが極端に浅いこと、と両端の検出状況からして後

世の破壊を受けたと推m11される。

・溝状遺構D (第10区I)

本地区の全域を南北に切るよ うに走る追構で西端で緩やか

に南側へ走る。溝中にはピットが検出。ピッ ト中に木杭の打

ち込まれたものもある。,,,晶約30-40cm、深い所で約30cmを測

る。

2. 石列 （第 7図）

前述 した溝状迫構A・Bの東隅

（スー31)の 1J,;j面 ,,_で検出 され

た石列である。琉球石灰岩か ら

なる石列で、此さは2mを測る。

南側流れ込み I・.の 1陪 L面に乗

る。

3. ピッ ト群

ケ～サー30・31の地山面で5

箇所のピッ トが検出 されたが、

プランの検出までは至らなかっ

た。 。

'?' 

／
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第 7図 I地区スー31 石列
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／
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-11-



ィ

。
12tn 

黄土山

ウ

工

オ

. ......_, 
ヵ

キ

ク

ヶ

溝状遺構D 溝状遺構c コ

サ

シ

ス
溝状遺構A・ B

セ

ソ

ク

24 30 31 32 33 34 

第8図 1地区 グリッド設定と遺構

-12-



西
I

-30 ケー30

地ILi

セー30 il り

クー30 クー31 南

1'
 

ー

地山

゜I I 1- 1― -I I 
m
 

4
1
・



， 南壁①I
叫
I

-30 クー30 ケー30

地山

／ 南壁②I

-30 スー30 セー30

ン西壁 I

クー29 クー30



£L.,3.9m I ＇ 

A' A A'ート1n _A 

¥ 
＋ ［ 平―28 ＋ 

゜ ＼ ELa3,9m 

B'_ t/ B 臼
B'-.,,,, 

ケー2井 ti # 平―28 ＋ 
EL-3.9m fl 11 

EL=4.0m 

C' 
C 

C・_:』-c a『a 111・a ・ I 

¥- EL=4.0m 

b b' 
b b' ．、

c U II c' 
EL• 4.0m 
c. ___  C 

l¥ l¥ fl 11 十 ＋ ＋ I I 

溝状遺構c

EL• 3.9m 

D 'D  D1 

--
セー2す

溝状遺構D

第10図 I地区溝状遺構C・D

D
 

1モー28

。
2111 

-15-



第2節 I] 地区

IT 地区は 、 1995年）且批ltt対須地域の南西側にあって11悶行而梢が300m~と狭い範圃である。行政棟、議会棟に隣

核 し、 枯船jは約5.5111と他の濶代区に比べ 2~ 3 mi閲く、行政棟の;v;11杏区域であった11:陵の一部分といえる。追

構は瓦窯、 瓦列などの沙m砧 窯 跡に1対するものが検ll'iされたが、近代以降の辿築」:.!.j¥'. によって本地lメ．．の二分の・

は失われ、残されていた包含J,;1も柏樹などにより、部分的に投丙Lを受けていたため、迫跡の保存状況は艮好では

なかった。

以下、本地区で確認された陪序と検／止された追構の概略を出す。

テ ッ チ 夕 ソ セ ス

27 

／
 

29 

30 

31 

32 

第11図 □地区 グ リッド骰定と遺構

28 

a. 層序

本地区では、地1L11面を併せ、7Mが確認されたが、チーラインから西側には2~ 5/~ りは堆禎しておらず、必上

の下にすぐ 6lr-1が紺Ii'.するような状態であった。

表 I・.は旧庁舎に伴 う客上の造成ff,1で、重機による剥ぎ取り を行った。 2/~·1 か ら 4f-1は小破片の追物がほとんど

で、 スンカイマカ イ などの近代磁器やガラスのf~Ji./ ヤなどが汎ざる近代以降の堆禎上である 。 5 卜けは赤色七と瓦類

のmで、ター31・32グリットにのみ部分的にみられた。 61杓は粘質が強い黄｝火色土で、瓦や咄などの追物が多M

に出 1こし、 櫛描き述弁文の百磁碗や、 兄込み 1→'祝も文の染付小11nなど16~17世紀の追物がrlilざる追物包含,,けであ

る。瓦列は本）名から確認された。また、窯を境に:-llラインの西側に6Mの堆栢はみられなかった。 7陪は地山形

で胄I火色粘土（クチャ）である。窯や瓦列などの追朴りは地山1(1iに築かれていた。
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b. 遺 構

II地区で検II',された追4・1111/は、

瓦列、窯、炭湘まりなど瓦窯に

関係するものが上体である。追 東

構のほとんどは地111而に築かれ、

31・32ラインに集中 しており、

行政棟の延此線にあると考え ら

れる。以下、各辿構ごとに概略

を述べる。 I地区に面した 1I地

区 ・北側斜rfiiの石梢み （第12・

19図）は、明治以降の近代辿樅

で、 r<JJITI占窯が廃業になった後

に建てられた建築物の一部と考

えられる。

セー31 ソ―-31
I EL• 7.0m 

西

-~-

≫’,．, 
ーh
 

6
 

東
f=L,.7.0m_ 

西

0 Jrn 

I I I 

1. 窯 体 （第18似I)
ヽ｀一言―~· .

〈凡例〉

：言I三言~ > //• h 旦；iゴ:~.,
の平窯である。残念ながら、焼 第12図 □地区上：トレンチ層序 下 ：石積み断面

成屯の部分は削り取られてい

るためりも全な形ではないが、焼成室、燃焼屯、焚きIIと検ti'iすることができた。窯は地山のクチャを削って築か

れており、 E軸はN-30°-Eをぷし、焚き 1-1から窯｝）しまでの艮さは約3.3mである。

焚き口の輻は約40cm、レンガと石灰料を利tみ ヒげ、焚きII前庭部に向かってハの字状にl)f.lいている。焚き 口1)1j

庭部は地I1111'(I: のレンガとlrilレペルで炭淵まりが確認された。肛さ10cm前後で、窯糞や赤いレンガのくず状のも

のが、黒い炭の粒とrillざって堆柏しており、範IJりは約Gm2で、焚き口全而・南西側J紗ljのドにも延びている（第

16柊I.第18図参ll(!)。おそらく、窯の使用後に燃焼宅から灰を掻き出す際に秋も ったのではないかと考えられる。

地111而に直径約40cm前後のピッ ト(No41・39)が2つ検mできたがピッ トの『[I: は炭洲まりのlr'iが途切れており、

窯が機愧しなくなってからできた迫構と考えられる。

燃焼屯は漆喰で；111: I: げされ、焼成室とほぼ同じi',はさになっている。掘り）j而からillilると、漆喰はI双いところで

30cm程段で、燃焼屯の中心部分にピット状の掘 り込みが3ヶ所確認でき、北側の掘り込みはド場が2つの穴に分

かれている。掘り込みの深さは40cm前後、}此上は6,~,j で 3 ~ 5cm人・のIi色瓦の破片をJ.:.f本に赤瓦、黒い釉の掛か

った小立色の瓦片が少批検出された。焚き17側、漆喰の L部（約8cm)は赤色化しており、火然によって変色し

たものと推測できる。燃焼宅の最大幅はl.lmで、 傾斜は10~16゚で焼成屯へ立ち上がり、焼J必社との境にはレン

ガが並んでいる。東側‘杞分でしか確認できないが、焼成屯と燃焼室の窯墜は耐火レンガが禎まれていたと考えら

れる。燃焼屯は地ILi面を掘り込んで漆喰を)l/く冷り 1直lめ、 it(J斜を大きくしている。赤色化 した地UI面に漆喰とク

チャでかさヒげを して、漆喰を瓜ねている。

焼成屯には、窯収がくずれた際に生じたと考えられる赤色 I:、‘凝固した赤色 I・.の塊、瓦や郎の吸片、 20cm大の

,{_j灰沿などが乱雑に10~15cmの）ばさで柏も っていた。それらを1収り上げると長さは不揃いだが、 I双さと,,間は8X

13cmでほぼ均ーな 1f1i寸火レ ンガが焼成室の煕咽に沿っ て 1 り を ~Wi くように二市に並んでいるのが検出された。一重に

並ぶ耐火レンガの1/Uに1111,¥約10cm、原さ 8cmで黒い窯汎が湘まっていた。その下には赤色化した上が堆柏し、 さら

にその下、 地1111面に輻30cm前後で深さ約10cmの溝が走っていた。焼成室の床面はほぼ水平で、 Jill大1111,iは残存部分

から推測しても約2m程度である。完伽後、燃焼屯から焼成屯にかけて地山l面は赤色化し、焼成室と燃焼室の境

になる漆喰が途切れる部分はクチャが非常に凝固し、 叩くと金属音がした。池lrf.の結米を 杓慮すると少なくとも

2回以上の窯の作り杵えが行なわれていたと考えられる。
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2 • 瓦列遺構

（第13図• 第14図）

ゞ3木の瓦列が確
...-'"'<Ir― 

認できたが、 1本

（第13図）は 1段

だけの山なりで、

他の2木（第14図）

は折り市なるよう

に崩れかけた状態
32ライン

で検出された。 南 北 I 

前者（第13区I)
EL-:5.0rn 

は窯の南西側にあ

り、焚き口の前面

に堆積した炭溜ま

りの上に並べられ
（） l1n 

立 面

ている。並んでい

る瓦はどれも破捐 第13図 II地区 チー32瓦列遺構（平面 ・立面図）

しており、完成品

を並べていたもの

とは考えにく い。

後者（第14図）

／ は窯の怜j束1fll)で、

行政棟との坑にな

っている上此際に _ ... 

あり、 地山の傾斜

に沿って秘み市ね

ているが、前述の

ように崩れた状態

であった為、北側

の瓦列を外せぱ、

上壁際の瓦列も一•

緒に｝仇れるような

状況で、柏まれた

瓦の保イf状慇も悪

かった。北側の比
東' 西

eL=l.Om 

列は 4段に柏み上

げ、南側は瓦列の

幽側 ・端の地山直

上に焼けた七と息

われる赤色 I::の塊

を数個、無造作に

固めたものと石灰

心 を支えにして、 I 111 ヽ

3段に栢み上げて 立而

いるのが確認でき 第14図 n地区 ター32瓦列遺構（平祗i.立面図）
た。

-18-
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第15図 □地区炭溜ま り断面

3. 炭溜ま り （第15凶、第16図）

焚き17の前lfiiチー32グリッ トと焚き口

から南に 3~~m雌れたテー32グ リ ット

の2ケ所で検/JIされ、いずれも地山直 I::

に堆梢していた。

前者は窯の項I」で詳細を述べたのでこ

こでは削愛する。後者は西に向かって下

がる傾斜而に沿って、くず状の瓦や耶を

合んだ窯糞の）~1、凩い炭の翔、瓦や郎の

破片を含んだ茶褐色 I・.が交互に爪なって

堆柏しており、 ）'lさ10cm前後で、約 5ffil 

の範li.t」で）叫形を描くように広がってい

る。西側は悦乱により断ち切られている。

4. ビット群・土壌

I・. 堀は窯体 ・焚き17の南東側に約lm 

の大きさで地111を掘り込むように造られ

ており、 15cm人の'V・J心の破片が数枚直な

って検il'iされた。Jlj[I: は6J~ りでピッ トも

同様である。

窯の怜洒 と北束でピットが集中して検

il'iされた。大1本が無追物で、人きさが直

径 5~10cm前後、深さは20cm未満のピッ

トが多く、ピット群の並びには規則性が

みられないため、建物や柵列などの柱痕

とは考えにくく、その為、瓦生J1砂の作業

過程に手がかりを求めた1所、 地面に直接

）念し込んで使用する北のlul転台の1li1h棒の

痕ではないかとどえられた。参考までに

那覇1li-<r位 ）"i~ 焼物1軋物館の）災示汽料111を

閥べると、 dl・nlilf直は直径3.5cm前後とわ

かった。これからすると窯の南凸軋ljで検

出した『［径5~ 7 cm大のピッ トは瓦の,,,,

転台 ・刺l枠痕の 11J能性もあると息われ

る。

第 1表 n地区ピッ ト計測ー黄

罰 得 甘 if 
分 遺物及ぴ補足
類

I 12 14 25 A 

2 12 13 15_ A 

3 13 14 15 B 
4 6 7 1ー5・ 13 瓦のIITJIIは台の11J1/t<T'E。
5 ， II 10 A 

6 ， 10 14 A 

7 11 13 ， B 
可― 12 一2

15 A ， 9 

一
I!! A 

芦II 字
IJ 27 A 

13 20 A 

12 1-6 - 14 

＾ 
13 5 6 5 A JLの11111転台の11「f能性。
14 22 32 13 

＾ 
段状になっている。

15 8 ， 7 A 
16 り~ り ， A 

17 9 10 13 A 
IR 13 14 12 B 
19 6 7 8 A 

版1屹、しので氾t1121藍転つ介に市がの不輝11(れ能平1る哨亡。・― -20 ---- 7 ii 12 A 

21 42 63 40 B 
22 IQ 10 10 B 
i:i §_ 7 ， I¥ JCのI涌可沿11J漉缶．
24 り 14 II I¥ 
25 ， 13 12 B 
26 -13 - 14 12 B 
27 19. II 25 B 
28 12 15 18 A 

畔収ふになっ衣いるる，9. 29 13 15 14 A -て-ーい ・
30 ．． 17 18 5 

＾ 
3-1 - 14 15 20 A 
32 8 12 14 A 

33 ,-3 13 15 B 
34 4 5 12 A 1しu11『,fjji万斥砂11i1/財f['.o_

” 
， 12 16 A 

}3-6 7 -
， 10 15 B 
8 り 12 A 

38 R II 21 A 
.3.9 . 34 37 15 A 阿ピ下ッ。戌・赤J1(召11が昧J面皮斤l1，1r11q5節且旦む位の傾さ。
40 33 33 20 A 
41 35 40 43 A 

42 22 42 30 A 

444 3 21 63 17 A 

18 41 16 A 

~ 46 
II 15 5 A 

13 13 10 B 
47 16 17 18 A 

48 11 14 14 A 

49 15 16 26 B 
50 11 14 15 A 

51 8 II 14 A 
52 15 15 13 B 
53 19 20 10 B 

凡例 A: 地lit而に対して直角のピット
B: 地Ill而に対して斜めのビット
「番り』」は第16凶に一致

胆,'L:cm 
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la: 石組み検出状況 I
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第20図 0地区 石組み遺構 （平而・断而l文I)
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5. 石積み・石組み遺構

第19図は近代に築かれた石f'.l°!みである。‘り初、 Ill県庁舎時代の建追物と推測 したが、況地に建てられた1此も内

い県庁舎は、 鉄筋コンクリ ー ト造りで）1.iJ lltlはプロッ クJ)汁で皿われていたため、それ以前の仕物に伴うものと考え

られる。可能性として明治末に建てられた南叫館の石垣ではないかと思われるが、残念ながら近即離から撮彩し

た万:真やその当時の汽料を探し出すことができずfi'(I訃いがない。 しかしながら I地区セー28 7 Mから‘‘共進¥'I" 

の字が1いかれた、急須（第4412{1102)や））闘愉j業高等学校の校沼が人った青銅製のポタン（第611;><118)などの、南

11Mttfrdtz に緑のある追物が紺られている 。 石柏みの方法は~-II方禎みで、大きさは50cm人·のもの、 10~20cm大のもの

とまぱらである。石材はほとんどがサンゴ石で、部分(1りに琉球石灰岩が使用 されている。 I地区の地山から II地

区の北側を断ち切るように築かれ、 二重禎みになっている。一段目の石梢みは科さ160~170cm、二段Hの石校み

は I::端が破壊されていたので、50cm程度しか残っていなかった。石梢みを取り除くと、 2枯の石組み遺構 （第20

図）が確認された。遺構No.1は20~30cm人の琉球石灰岩の集伍があり、 その下の地山rf.「iには段々に掘り込みがみ

られ、 その中に直径20X23cmのピッ トが検／廿できた。深さは約50cmをrJ!IIる。遺構No.2は地山1(りを約110X60cmの

此）］形に約30cm~/1J1 り込んで20~30cm大の琉球石灰岩の梨石が確，認された。 集イ」を除去すると北側に大きさ 34X

40cm深さ約70cmの叫角い掘り込みが検i'Hされた。同様の地111面の掘り込みが他に3枯確認できたが（第11図）、

そこにはピッ トや集石といった迫構はみられなかった。

第 3節 111地区

本地区は今同のW~lff.区の北側一幣を占める。先述したように、 県民広場として利用 される以前は那，¥り1:,察署

があった場所である。かなり拉乱を受けているものと衿えられたが、発掘閣布の結果、建物の抽礎以外は比較

的良~(な状態であ っ た。 束西方向に検出 さ れた溝状迫樅や石垣、迫物溜まりや琉球石灰岩を積んでつくった井

戸の検11¥など、予想もしなかったような成果が柑られている。特に、本地区のほぼ全面に広がるスラグの附は

汁: ~I されよう 。 以下、木地区で確，認された附／名および辿h界について稲i,1,むする。

a. 層序

本地区で確認された堆禎J,;1は表 1 :U話LI料 と 地山の ~,·)火色粘上（クチャ） J,;(; を除けば3枚である。3枚とも猜

本的には I地区からの延此で捉え られる IJ;,jであるが、 様相の媒なる部分も兄受けられた。以下、今1111の批l布

で確認できたJ,~111-について略述する 。

1層：地必1(1iが平坦に戦地された辿成／刊。場所によ ってリしなるものの、枯本的にはコーラルや廿灰色粘土

（クチャ）とその 1:部の客土から構成されており、 110~150cmの）弘さを打している。赤色 ・灰色のJしや陶磁器

類、ピン、ハンガー、鉄釘などが得 ら れてい る 。 21 ラ イ ン以北では追成,~りの I'脳 にはほぼ全面にスラグ（製

鉄 ・鍛冶作業の際にでる不純物）府の広がりがみられた。ほぼ水平にJi[;禎 してお り、/'l-いところで約20cmを測

る。追物はほとんど含まれないが、下｝けとの1i1述でみると先の大戦前後の煩にできた附かとみられる。

2層：緑褐色 J:/f1。本地区のほぼ全l面にJi,;.がっていたものとみられる。 IJ也区の 3bMとIiiJじMである。つ

まり、 I·Ill地I~に広がっている形のようであり、本地区の,tiイllil、20・21ライン付近から以北へはほぼ水平に

堆禎し、40cm前（後の形さをyf!I]る。本）惰までは部分的にコ ンクリ ー トを流し込んだ建物の），騒礎がみられる。鉄釘

やガラス、 沖縄,ra 11訓沿、本土j).'(i_~fitl磁器などがiiは：：しており 、 後 li tの堆禎 u,;りと考え られる。

3層 ：淡黄褐色 l:M。J,文も Ji/~ < J1紐'!しているJ,;,1で、本地区のt休をなす。中火付近で特に/1/.く堆柏しており、

80cin前後の肛みをイ iす。 枯木的には T 地区の ~J,;,_1 と同様であるが、場所によっては状況に必異が兄受けられ、

細分も uJ能である。つまり 、ジャ リが多く油入する部分、追物の集中する部分、 堆禎土の色介いが店干異なる

部分などである。 しかしながら、これらの状況の変化する場所は第25岡にぷした溝状追構の検mされた場所で

あ り、 本来的には木,~,1 か ら 切り離されるべきものかと考えられる 。 /I·',土追物は18~19世紀頃のものとみられる

中国産の染付や肥前糸磁沿、 沖縄）1i'l)地釉・無釉陶悩、瓦類、 J'll・J/,',¥、ジーファ ーなど多種多様な追物が糾 られて

いる。また、 I地区か ら延びる1リ］赤褐色 l:M (4 b/r,1)が23ライン南側までみられる。以北にはおよばない。

4 層： 灰色土焙。 I 地区の 6 1~1 に相 ‘りするもので、 1HiJlil (I地区側）で40cm前後の厚さをイiし、 北側へ屈さ

を減じる。本Jr;1は令而に広がるものではなく、 i靱くみられる箇所や確認できない場所なども兄受けられ、そう

いうと ころでは3J,;,1ドは直接地山の青灰色粘土灼になる。出土追物は11糾磁沿類やntr/:,¥などが糾られている。

5層：行）火色粘土）杓。本地域一・Ii}の枯盤をなす：1::/tr/で、いわゆる地山。無辿物},;1で、上而には汁't状追栴が検

出 （第25図）されたり、木附まで~h1! り I"げた井戸 （第231><1)などが確認されている。
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10は鍔 I:面に鍔端の稜花に沿うように 1本の線刻文、その内1Jlllに3本 l糾の線刻文を配す。内休1fliには信花文を

配すようである 。 また、本賢料は鍔部の外而を階段状に~~JI多している 。 11は低い翡台の）i:~ 部賢料で、 1底径は約

l ~cm。 代付けは平坦。 rr付けまでを施釉し、外底而は鉗/lf, o I閲台脇と1人」底1fl1に L本の閲線を俎らすが、内1屈面の

ものは不明瞭。内底而と外底而には溶ぶt艇が認められる。5点とも I地区か ら糾られており、 7はクチャrMじり、

8は4肪、 9・10は6/fj、11は5荊からm土している。

瓶： 口縁部 2点、）lftl陪112点、胚部 3点を第27似112~l8に示した。12・13の「l絲部は2点とも外反するが、 12は

上端部が折れl廿lがるように強い外反をぷす。また、顎部に文様の一部が認められる。推符II径は12が約6.8cm、

13が約4.4cmを汎ljる。12はIl地区2J杓、 13はI地区から出 1こ。14・15は胴 1..:.rn1の資料で、 14は 2本の圏線の上 ,,・

に、 15は2本の圏線の下方に文様を配す。14は1JヽJ而が露）I合であるが、 15は必而と同じような釉が博くかかる。2

点とも I地区から得られ、 14は6),;1、15は2附から州土。16は安定感のある底部資料で、底径は約 7cmを測る。

屈台は低く、料付けは平坦。併付けの外側を斜めに面収りする。釉は揺台内側までみられ、外底面は無釉である。

外｝底面には溶芥t物の痕が残る 。 屈台際に片切り彫りの短い述弁文を廻らす。 その際の弁尻の一部が,~:;台外而にお

よんでいる。内底面も施釉されているが、 Jl111l部では釉が途切れる箇所があり 、内面全体に施釉 されたわけではな

いよ うである。 17 も瓶の底部汽料で、底径の大きさや全1本的な器形、揺台部の形状などは16と似通っている 。 j\~j

台牲付け音IIおよびその外而を釉地ljぎして腺形しており、その他は全釉となっている。内底而が中央部の方へくぼ

み、外底面も下方へ膨らむ感じである。JJlul部の）jへ器唸が博く、腰部に 2本の沈線を廻らし、それと,..-6台の間に

輻の狭い蓮弁文を配す。18は外底面があげ底状になる瓶の1氏部である。底面からの ＇ヽ［．ち上がり部にはヘラ削りの

部分もみられる。推節底径が約5cmを測る。外l面は1底而から約2cmO)箇所までが施釉の対政のようで、そこから外

/J笈面にかけては露胎となっている。内底面は露胎であるが釉派れがみられる。3点とも I地区から得られている。

19は花瓶のLI緑音11汽料である。頼部から口縁部へ外反するように向かい、 1ヽ．端部の約 1cmを直）j向にゞ tててお

り、その外rfriは111I 1f1iをなす。顕部から前方向への折れ曲がり部は丸みを僻びる。内外面とも施釉されるが、内面

の方が苅い。推狩II径は約12cmをiJlllる。

香 炉： I I紺部 1点、底部 1点、足部 1点を第27図20~22にぷした。20・21は筒形のようである。20は窃口口

緑で、推鉢LI径が約10cmを測る。II/pf下約 2cmの箇所に 2本の細沈線を廻らす。内外面ともほぼIii」じ）弘さで施釉

されている。21は外底1(1iが平坦になるとみられる底部賓料で、 Hfi雛1氏径は約 /4cm。外｝底面の方へ杓 I"・すぽまるよ

うに低 くつくられている。jj災折れ部にT-、[、↓足を配すものであるが、矮小化して装飾的なものになっている。版折

れ部の推符径が約 8cmを測る。22はJI災折れ部の下）iに付された段状の足で、 I・. 段の111乱は約2.5cm、 ド段の輻は約

1.3cm。'I平1形状につくられ、証さは約1.5cm。 3点とも I地区から得られており、 20は5),;1、21は210、22は7

Mからの出 l・.o

第 2表青磁出土一覧 llif立：CM 

図 配｝器種 部f1): I I 1吊 r, /r "・II ,.U ,. 騒径 II¥ I・. J也 似Ill'iり器I.fl部位 111吊 沿贔 /J°~if ll'r Iヽ． 地

1 11 
トー

I 'J 28 5M 下部 3 11 11.6 lク 28 5/o;? 

2 15.7 Ill B 9-20 3/vi迅物稲／まり
トー

l2... 底 5.8 I 5M 

4 1111 12.6 ［ スー27 6~ イ
5 底 5 I カー27 4陪

4 11 14 l コー28 5/名
し— I 

6 虹 底 2.4 ［セー28 7~1 
第 5 12.2 I クー28 6陪
26 口＇ fi 4.2 ［ シー26 4府b
I火l7 I 1/b'~ 13.8 7.8 5.1 II 1、-316M追物梱まり

見8 碗 11 11 Iケー28 5/rl ド部
I 

U!.... 5.2 1 キー29 5M 
7 

＇ 10 5.4 1 キー284M 北側

7 r クチ-1・ilJじり

筍
I 

8 1:1 1 コー2G 4附b
27 ＇ ， 盤 1 キー2!1 GM 
図 一

10 l ケー28 6~-i 

闊
I I 

11 I.Lt 13 ［ ケー28SM十コー274lvl 

8 12 11 fi.8 u : ノー30 21':1 

ll 4.4 lカー27 4M 

― 

一12 底 5 lカー28 赤上
， 13 3.8 l コー27 4~'1 

L3 4.4 l キー2? 
， 

14 
llluJ 

I 11-29 6焙
15 JUl I スー21 2m1 

14 4.8 ［キー28 4R1 (北側）
I I 

.16 ~ 7 J ソ ・クー19 II桟

15 6 1 シー26 6h,;,; 17 底 6.8 I クー28 5~·1 
16 小随 11 7.4 ［オー30 2M 

I 

18 底 ・_ 6.1 I コー28 4層

17 小拌 11 9.6 l カー29 19 11: 瓶 11 
I 

12 l コー27 4M 

翌 l Ull 11 9.4 1 カー29 2~'1 
似l2 12 lセー2s mi 

20 11 10 Iブ)-30 5k1 
I 

:i 21 庇 3.7 l 2/M 
22 I セー29 7k•'I 
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第V章出土辿 物

第 1節青磁

中国廂陶磁器類の中では最も多く出土している。ほとんどが I地区からの出七であり、 I]・皿地区からはそれ

ほど多くはなかった。 糾られたt筍料は時期的な而や柚類などからすると、 行政棟地区いや議会棟地区iti から --%l ~与

されているものと人差はない。しかし、第261以116に示し た小碗やI哺l図17の小鉢、第27図19の花瓶などは注目され

る。また、全形の短える碗（第26図7)はII地区チー31 6/•/i追物梱まりからの 出土。 今回得られた資料の中か

ら目に付いたものを第26図およぴ第27図に示した。

以下、図示したものについて器種別にその概略を述べる。

碗：、出文術、辿弁文が確認できる。 1は箆描きの、 2はスクンプの宵文帯を配し、 2点ともその下方にも文：松

を配す。2は推符口径が15.7cmを測る。 3は田文惜の底部とみられ、悦付けは平坦にし、その外側を斜めに面填

りする。外底而を蛇のH状に釉剥ぎする。底径は5.8cm。 滋台）協に文様の一部がみられる。 1・::3はI地区 5序1、

2は旧地区:lJt1から出土。

4-8は灸11先述弁文の賓料で、 4~6は姐IMがやや広く、 7・8はやや密になる。4・5のII糸翠部は直線（内に外

側へIJりくが、 7・8はLI緑部 L端が直方向に向う 。 7は惟尊II径13.8cm、莉 さ7.8an、)屈径5.1cmをjl(IJる。全形の瑚

える唯一の白料で、このタイプの典型的なものである。内）戊面に1砂文を配す。.j(問符,-,径は 4が14cm、5が12.2cm、

8が11cmを測り 、6は推符底径が4.2cmである。 4は迎弁文が短く、釉も外而JJj,i)ト部で途切れる。6は鉗：付けま

で施釉し、 7は外底面を蛇の1:l状に釉求11ぎする。 7は外底而にII合土Hが溶1咋している。 4・8は I地区 5J,;-;_~; 、

5・6はI地区6層.4)~? 、 7 は II 地区 6 1;;1の出土。

9 ~14は1」倍部の賓料である。いずれも外1(iiに文様はみられないが、内底而に文様を配す。10は似の字で他はイも

文。 6 点とも代付けは斜めに幣形。 9 は，~ii台内側の全部と外IJ...~而の中央部にも施釉するが、他は似；台内側の途rj1

までの施釉で、そこから外底而にかけては磁胎である 。 14は邸台外而までの施釉で、内l.t'.~1面も釉剥ぎしている 。

庇径は4.8cm1前後。12・13は邸台が行干翡くつくられている。L3は他の狩料に比べ、博いつくりである。いずれ

もI地区から得られており、 9は5粕、 12は赤 1ご、 他は 4J,; りか ら 州」•.o

15は大振の碗の底部賓料である。推符）底径は約6cm。 麻台はしっかりしたつくりで、 悦付けを平坦にiI: ヒげ、

その外側を斜めに面取りしている。位付けおよび外底而は無釉。淡緑色の失透釉で、内外而に貫人が密にみられ

る。 I地区6/Mからの/I',I:。

16は口緑部上端が外反する小碗の賢料である。外1面のJJH部中央付近に 1本の沈線を廻らし、その I・・ドに3本 l

糾の縦位沈線を配す。 この縦位沈線は区画文のよ うである 。 内体而には線彫りの述弁文を施している。 Ill~緑色の

釉を割と）l/く施釉している。17はJllul部"'火付近が膨らみ、 口緑部がやや1)、1簡する小鉢のi刊料かとみられる。全釉

のようであるが、 1」将部とその両側の釉を）111]き取る。II秤部は平J-リに整形。もっとも膨らんでいる）llnl11!1中央付近

に沈線を側らし、 断rfliが3の字状になるようにアクセントをつけている。暗緑色の釉をT,,1に施釉している。外

面がやや）'I<J池釉される。推符「l径は約9.6cm。

皿： 口紺部4点、底部 l瓜を第27図 1~5にぷした。II緑部資料は即 I(l)、外反 (2・3)、稜花 (4)で、

2だけが無文である。 1は内而だけに1川線による述弁火を配し、 4も口緑滞内面に 3本 l組の弧状の沈線を描＜

だけである。3は内外面に），1料［文を枯'iく。3・4はII災部の稜が比較的明瞭である。いずれも推狩II径が邪,'I',でき、

1は9.4cm、2~4は12cm前後を測る。5の邸部沢料は.j'(f(t,l'.j必径が約5cmを測る。邸台は低く、仕付けの外側を

大きく斜めに11諏 りしており、 内側の（僧かな部分が平J-11.Jf[jとな っている。外底而は無釉、内底1fliも中央部を人き

く1'l形状に釉求11ぎしている。5点とも I地区から糾られており、 1は2M、2は71•?1 、 3 は 5 Jf1、4は6倍、 5 

は4IMからH',:l.:.している。

小 杯： 1点だけ第27図 6にぷした。碁惰底の賓料で、 推狩底径は約2.4cmを測る。施釉はJI災部ド端までで、

そこからn付け、外）氏而にかけては無釉である。I地区7Jf1からの出土。

盤 ：口緑部4点、底部 1点を第27似17~11に示した。17紺部は直「I(7)、」：端；・111が佃かに外反 (8)、鍔緑

(9・10)のものである。7は内外而の口緑渾に 1本の圏線を廻らし、 8は内r面の口緑部に l本の浴1線その下方

に櫛描きの述弁文を描いている。9は鍔上而の中央部が凹線状になり、内体1(11にl幅広の控により述弁文を廻らす。
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第1節 青磁

——~-

判~;1,哨陶磁沿類の中では最も多く rB」こしている。ほとんどが I地区からの出土であり、 fl. III地区からはそれ

ほど多くはなかった。得られた汽料は時期(Iりな而や種類などからすると、行政棟地区いや膳会棟地区11:-1から報や・

されているものと人力各はない。しか し、 第26阪116に示した小碗や同毯117の小鈴、第27図19の化）枇などは汁：日され

る。また、全形の短える碗（第26憶I7)はTI地区チー31 6)紛辿物沼（まりからの出土。今1111糾られた汽料の中か

ら「I に付いたものを第26図および第27~1に示した。

以ド、 1火1ぶしたものについて器種別にその概略を述べる。

碗： 田文僻、述弁文が確認できる。1は箆描きの、 2はスクンプのHf文僻を祀し、 2点ともそのド方にも文様

を配す。2は推符,-,径が15.7cmを測る。3は'J_改；,:;~ の}!~部とみられ、 n付けは平坦にし、その外側を斜めに面収

りする 。 外1氏面を蛇の日状に釉剥ぎする 。 底径は5.8cm。 店台脇に文様の•部がみられる 。 l · 3 は I 地区 5 焙、

2はm地区3,~1から 11'. I:. 。

4~8 は剣先蓮弁文の賓料で、 ~ -6 は弁l幅がやや広 く、 7 · 8 はやや密になる 。 /4·5 の I I緑部は直線的に外

側へIJMくが、 7・8は口紘部上端が直）j向に向う。7は推符II径13.8cm、1はさ7.8cm、底径5.lcmを測る。全形の康

えるum, の汽料で、このクイプの典邸的なものである。内底rmに1も文を配す。椎卯II径は4が14cm、5が12.2cm、

8が11cmを測り 、6はrn噂底径が4.2cmである。4は述弁文が知く、 釉も外価胴下部で途切れる。6は1'I:付けま

で施釉 し、 7 は外底面を蛇の H状に釉剥 ぎする 。 7 は外｝氏面に胎土目が溶がi• している 。 ~ . 8はI地区SNり、

5・6はI地区6附 .4)罰、7はIl地区6肪の/HJ:。
9 ~14は必部の賓料である。いずれも外而に文様はみられないが、 内底面に文様を配す。10は拙0)字で他は化

文。6点とも代付けは斜めに整形。9は翡台内側の令部と外J氏而の中央部にも施釉するが、 他は蒻台内側の途中

までの施釉で、そこから外/J甜而にかけては露胎である。14は蒻台外而までの施釉で、 内豚1(11も釉剥ぎしている。

底径は4.8cm前後。12・13は麻台が杓 f麻くつくられている。13は他の賓料に比べ、蒋いつくりである。いずれ

もI地区から柑られており、 9はSM、12は赤土、 他は4陪から出土。

15は人振の碗の底部臼料である。H籾店底径は約6cm。蒻台はしっかりしたつくりで、性付けを平坦に1I: I: げ、
その外側を斜めに而収りしている。n付けおよび外l涵面は無釉。淡緑色の失透釉で、 内外面に貫人が密にみられ

る。I地区GMからの出 I:。
16は1-1緑部 し端が外｝又する小碗の汽料である。外而の）11111部中央付近に 1本の沈線を幽らし、その L下に 3本 l

組の縦位沈線を配す。この縦位沈線は区画文のようである。内体而には線彫りの迎弁文を施している。暗緑色の

釉を割と形く施釉している。17はJlliil部中火付近が膨らみ、口緑部がやや内濡する小鉢の資料かとみられる。全釉

のようであるが、口秤部とその両側の釉を地I]ぎ収る。口怪部は平坦に整形。もっとも膨らんでいるJllii]部中央付近

に沈線を廻らし、 断l面が 3の字状になるようにアク セントをつけている。II音緑色の釉をn釈に施釉している。外

面がややlり：＜施釉される。推符口径は約9.6cm。
皿 ：n紘部4点、底部l点を第27凶1-5に示した。LI縁部只料は直口 (1)、外反 (2・3)、稜花 (4)で、

2だけが無文である。1は内面だけに凹線による述弁文を配し、 4も口縁部内面に 3本 1組の弧状の沈線を描く

だけである。3は内外面に｝如'i'[文を描く 。3・4は)j要部の稜が比較的明瞭である。いずれも推符口径が符出でき、

1は9.4cm、2-4. は12cm前後を測る。5の底部賓料は推符邸径が約 5cmを測る。,1:s台は低く、 fl:付けの外側を

大きく斜めに面取りしており、内恨I]の佃かな部分が平坦而となっている。外底而は無釉、内底面も 中央部を大き

＜円形状に釉成I]ぎしている。 5点とも I地区から得られており、 1は2荊、 2は7,~ ふ 3 は 5 M、 4 は 61~1 、 5

は4/惰から111,::I:している。

小 杯： l 瓜だけ第271~1 6 に示した 。 碁笥底の資料で、推節脳径は約2.4cm を測る 。 ）旭釉は｝炭部下端までで、

そこからがt付け、外底面にかけては無釉である。I地区1mからの出上。

盤： I I倉球部4点、底部 1点を第27図7~11にぷした。II絃部は前1―I(7)、上端部が僅かに外反 (8)、鍔緑

(9・10)のものである。7は内外面のII緑部に 1本の隠I線を廻らし、 8は内而のII緑部に 1本の圏線その下方

に櫛描きの述弁文を描いている。9は勾 I涌．面の中央部が1川線状になり、 内体面に111r.i1t.の箆により述弁文を廻らす。
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10はクり杓面に鍔端の稜化に沿うように ］本の線刻文、その内側に3本 1糾の線刻文を配す。内体而には草花文を

配すようである。また、本賢料は勾部の外而を階段状に照）杉 している。11は低い翡台の底部資料で、底径は約

13cm。1'/:付けは平坦。悦付けまでを施釉し、外底,mは縁胎。蒻台）協と内底l(Jjに 1本の1沿I線を廻らすが、内）氏而の

ものは不明瞭。内底而と外底1(.1jには溶符痕が認められる。5点とも I地区か ら紺 られており 、7はクチャrlilじり 、
8は4J,;,j、9・10は61,;1、11は 5Mから1Jは土してしヽる。

瓶： I I縁部 2 点、）削部 2 点、}~部 3 点を第271~1 12~18にポした。 12· 13の I I緑部は2i、'、しとも外反するが、 12は

上端部が折れ1111がるように強い外反を示す。また、顎部に文様の一部が，認め られる。推符口径は12が約6.8cm、

13が約4.4cmを測る。12はIl地区 2Jr-1、13はI地区か ら111,,.._。14・15はJlliilI・. 部の臼料で、 14は 2本の圏線の上 ,,

に、 15は2木の梱線のド方に又様を配す。14は1人」1f1iが露胎であるが、 15は必lfriとliiJじような釉が博くかかる。 2

点とも T地区から得られ、 14は6),;1、15は2Mから出 L。16は安定感のある底部資料で、底径は約 7cmをiJlllる。

邸台は低く、仕付けは平川。仕付けの外側を斜めに面収りする。釉は麻台内側までみられ、外底面は無釉である。

外底而には溶抒物の痕が残る。邸台際に片切り彫りの短い迎弁文を廻 らす。その際の弁/)しの一部が閻台外而にお

よんでいる。内底面も施釉されているが、Jll,ij部では釉が途切れる箇所があり、 内而全体に施釉されたわけではな

いようである。17も瓶の底部汽料で、 l底径の大きさや全体的な器形、閻台部の形状などは16と似通っている。謀

台竹付け部およびその外而を釉剥ぎして整形しており、その他は全釉となっている。内底而が中央部の）jへくぼ

み、外｝底1il1も下ガヘ膨らむ感じである。胴部の）jへ沿壁が博＜、）l災部に2本の沈線を廻 らし、それと絲台のIi'りに
輻の狭い迎弁文を配す。18は外底而があげ庇状になる瓶の底部である。1必1(1iからのヽ 'r..ちI・.がり部にはヘラ削りの

部分もみられる。推符底径が約5cmを測る。外而は底面から約2cmの箇所までが施釉の対埃のようで、そこから外

脳而にかけては露胎となっている。1AJJ汲I面は露胎であるが釉唾れがみられる。3点とも I地区から得られている。

19は1雌瓶の口紺部賓料である。頸部から「l緑部へ外反するように向かい、 1戎贔1部の約 1cmを直}j向に立ててお

り、その外而は凹面をなす。顎部から前方向への折れ曲がり部は丸みを4沢｝びる。内外面と も施釉されるが、 内面

の方が膊い。-tf籾符II径は約12cmを測る。

香 炉： I I縁部 1点、 1底部 l点、足部 1点を第27図20~22に示した。20・21は簡形のよ うである。20は寄LILI

絃で、推符口径が約10cmを測る。n怪下約2cmの箇所に 2本の細沈線を廻らす。内外而ともほぼlfiJじ/Lかさで施釉

されている 。 21は外底1(1iが平州になるとみられる底部賓料で、 ~-,灼符底径は約4cm。外底l面のガヘオ'iFすぼまるよ

うに低くつくられている。!l要折れ部に千秘足を配すものであるが、矮小化 して装飾的なものになっている。腰折

れ部の椎符径が約 8cmを測る。22は腰折れ部の下方に付 された段状の足で、 I: 段のIll/tiは約2.5cm、 ド段のljl/;¥は約

l.3cin。'I中」形状につくられ、邸さは約1.5cm。 3点とも I地区から得られており、 20は 5肘、 21は2/M、22は7

形からのm:.:L。

第2表 青磁出土一黄
単位： cm 

凶 循~}糾,n名IIfi'[, 11径 器 ~-6 Jぷ1怜 II', J.: 地 図 愉',J僻種 msf立 I I 1登 器i'Ji 邸 1苓 /l¥ I・. J也
］ 「l I ケー285陪 l •t.11 
2 15.7 Il!-B 9-20 3~ 氾物洞まり

3 底 5.8 r 5附

3 11 11.!i I クー28 5~1 ..... 
4 1111 12.6 Iスー27 6~1 
内― 底 5 Iカー27 1層

4 「l 14 I コー285崩 6 小杯 麻 2.4 Iセー28 7/竹
第 5 ]2.2 I クー28 6~i 7 Iクチ吋ltじり
26 6 底 4.2 I シー264R:lb 
図 7 r 1/l底 13.8 7.8 5.1 nチー:11 610遺物淵まり

凰8 碗 1-1 11 1 ケー28 51昴 I噌II

7 
， 5.2 1 キー29 5/0 
10 5.4 l キー284M 、ltOlll
11 1.1 l カー27 4M 

第 ＇ 8 口 I コー264陪b
27 ， ， 

盤 Iキー2!) 6府
図 I 

10 l ケー28 6/0 

旦
I 

lケー2ssm+コー274M 11 邸 13 
12 「l 6.8 II ソー30 21w 8 I 

13 4.4 1 キー2? 
12 底 5 1 カー28 赤 t
13 3.8 I コー27 4/惰

I 

I カー29 GM 14 
胴I 

15 瓶 l スー27 2M 
14 4.8 I キー284妍（北f]lll) 16 底 7 I ソ ・クー19畦
15 6 1 シー26 6M 17 底 6.8 l クー28 SM 
16 1両小絨 17 7.4 Iオー30 2陪
17 LI 9.6 l カー29

18 底 、一 G.l l コー284h'1 
19 ｛鵠 11 12 l コー274附

” 上 Jill 11 口 I ti-29 2M 27 

'"'' 
2 12 l セー28 7M 

20 11 10 I :/1-30 SM 
I汀 ,~ I 屁． 3,7 I 2M 
I I 

22 Iセー29n'1 
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1. 井戸遺構

第23図に示す U,¥だけで、ツー18で

検/1-¥された。琉球石灰心 をj.lj形に禎み

トげたもので内面だけを丁班に整形し

ている。内側の径が約120cmを測 り、

深さは350cmである。下部は水が湧き

だし、 確 認することができなかった。

井戸の周りにス ラグのI砂がみられない

こと から 、スラグのI名が形成される煩

には既に利川 されており、その周りは

井戸を利用する際の広場にな っていた

かと考えられる 。 しかしなが ら 、 2 1~1

而から石梢みがみられ、 また、井戸の

中から琉球石灰岩や白砂、鉄パイプ、

板ガラス、プラスチック、 I'. 府などが

、出 1孔．しており 、それほどの古さは感じ

られない。

2. 集石遺構

II]地区Bチ ・ツー18・ 19グリ ッド 3

附下部から検出された追構である 。

ツーラ インに沿って長さ約 6m、,1,1絲約
lmの範囲で拳人t ほどの石灰岩が梨中

してみられ、その中にl椛服焼をはじめ

とした陶磁器などがまとま って出土 し

てる。なかでも炭化した柑塙や鋳型と

考え られる石製品 ・金属製品の吊土

は、追構1人」から柱穴状の炭溜まりが 3

ケ所にみられることからも、本追稲が

何 らかの施設もしくはその廃棄場であ

った可能性を示唆している。 しかし、

追梢西側は調査前に排水溝として重機

で掘削したため破壊されており 、追構

の全形を窺う ことはできない。

3. 溝状遺構E

本地区では、大小多数の溝状辿構が

検出されているが、ここでは特徴的な

ものとして溝状追梢Eにしぼって述べ

る。Ill地区のA・Bにまたがり、北束

から南両方向に「闘在地を分断するよう

な形で検出された本追栴は、 3・4附

および地山面を掘削 してつくられ、 幅

2m前後、深さ80cm前後を測 り一定方

向にのびる。断面は概ね鍋底状で、北

東か ら南西にかけてわずかに1頃斜して

いる。溝の内部には-1:.に黄褐色土が堆

禎してお り、その中から瓦や咄をはじ

めと した辿物が集中 して 出土してい
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第21図 ＂地 区集石遺構
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る。この点で I地区で検出された溝状追糀A~Cとは性格を異にしたものとなっている。木辿構が水と|対わりの

あるものであれば、 加l布地の近隣に久伐地川をはじめとした河川が流れていることから、 周辺の水場との1,1係
を考える必要があると思われるが、全休の状況が杷握できないため本米の用途は不明。

4. 石積み遺構

旧地区c,幸i端 （ソ ・ター27)、I・II地区とのJ鈷界付近に位附している。追構は東両方向にのびており、最大

凶約80cm、最大幅約80cm、長さ約 8m50cmを測るが、 西側部分は璧而に人 り込んでいるため全長は不明。 ド段

は粗）Ull Lのり］石を配し、上部は野1(1iの石を雑に禎む。」-.而は後に破壊されたのか乱雑な状態で検出 され、災込

めには細かい石灰紺礫が詰められている。石禎みは 1I地区からの 1-.圧により 部分的に北側に傾斜していること

から、 II地区から流出する上砂の l.:11::めとしての機能が芳えられる。
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第22図 旧地区石積み遺構 （平而・ -:r.面図） 第23図 m地 区 井 戸
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5. 石積み・石組み遺構

第19図は近代に築かれた石積みである。‘り初、旧県庁舎時代の姓造物と1・(暉ljしたが、 現地に仙てられた最も古

い県庁舎は、鉄筋コ ンクリー ト造りでJfdl!l:Iはプロ ック」）汁で圃われていたため、それ以前の建物に伴うものと考え

られる。可能性として明治末に建てられたFもii楊館の石垣ではないかと息われるが、残念ながら近即離から撮彩し

た冗具やその当時の賓料を探し出すことができず確証がない。 しかしながら I地区セー28 7陪から“共進介＂

の字が杏かれた急須（第441匁1102)や））闊賠i菜麻等学校の校序が人ったけ銅製のボタン（第61図18)などの、南

I湯籍＇炉に縁のある追物が得られている 。 石柏みの方法は~I IJJ梢みで、大きさは50cm大のもの、 10~20cm大のもの

とまぱらである。石材はほとんどがサンゴィ」で、部分的に琉球石灰岩が使川されている。 I地区の地山から II地

区の北側を断ち切るように築かれ、 二瓜積みになっている。一段目の石禎みは甜さ160-170cm、二段Hの石積み

は上端が破壊されていたので、 50cm程股しか残っていなかった。石梢みを収り除くと、 2晶の石組み遺構（第20

図）が確認された。遺構No.1は20~30cm大の琉球石灰岩の集いがあり、その下の地山而には段々に掘り込みがみ

られ、その中に直径20X23cmのピッ トが検mできた。深さは約50cmを測lる。遺構No.2は地山面を約110X60cmの

長方形に約30c叫訓り込んで20~30cm大の琉球石灰店の梨石が確品された。染石を除去すると北側に人きさ34X

40cm深さ約70cmの1柑角い掘り込みが検mされた。同様の地111面の掘り込みが他に 3).. ~ 確認できたが（第11図）、

そこにはピッ トや集石といった追構はみられなかった。

第 3節 m地区

本地区は今回の』,¥I布区の北側・,:;Jを占める。先述したように、県民広場として利）tJされる以前は那覇替察署

があった場所である。かなり抄話Lを受けているものと抒えられたが、発枷隅1-M.の結果、建物の）劇礎以外は比較

的良好な状隙であった。釆西方向に検出された溝状追朴'Iや石垣、追物溜まりやJ流球石灰約を禎んでつく ったii'

） iの検出など、予想もしなかったような成果が得られている。特に、木地区のほぼ令面に広がるス ラグの形は

注Hされよう 。以ド、本地区で確認された彫}J;および追構について節記する。

a. 層序

本地区で確認されたJiU:i.~/名は必闊｀括LMと地山の 111·灰色粘上（クチャ） Mを除けば3枚である。 3枚とも枯

本的には I地区か らの延此で捉え られる 1こ）界であるが、様相の共なる部分も兄受けられた。以下、今1111の贔11ft

で確認できたM序について略述する。

1層：地表面が'V・坦に照j也 された造成）竹。 場所によ って異なるものの、枯本的にはコ ーラ）レや ,•;灰色粘 I:

（クチ ャ）とその I.:.部の客土から ~1"1成されており、 110~150cmのN さをイi している 。 赤色・灰色のJヽしや陶磁器

類、ビン、ハンガー、鉄釘などが得られている。21ライン以北では辿成Mのド）けにはほぼ令ILIIにス ラグ （製

鉄・鍛治作業の際にでる.,f,純物））iりの広がりがみられた。ほぼ水平に堆禎しており、 /Llいと ころで約20cmを測

る。追物はほとんど含まれないが、 ド},;り とのI~述でみると先の大戦前後の頃にできた）杓かとみられる。

2層： 緑褐色 1-.M。本地区のほぼ全J(iiに広がっていたものとみられる。 T地区の 3bMとli11じ灼である。つ

まり、 I・III地区に1ムがっている）¥'1のようであり、本地区の南側、 20・21ライン付近から以北へはほぼ水半に

堆秘し、 40cm1lif後のl'lさを測る。本）ャiまでは部分的にコンクリートを流し込んだ建物の晶礎がみられる。鉄ir I 
やガラス、 沖縄1粧陶器、木土並陶磁器などが出 I・.しており、後世の堆村吐;Jf,1と考えられる。

3層： 淡妓褐色 1・.M。11いもiy:<Jifi禎している層で、本地区の1-:f本をなす。中央付近で特に厚<J1f; 禎しており、

80cm前後の原みをイTす。砧本的には 1地区の 4陪と1i,J様であるが、場所によ っては状況に必異が兄受けられ、

細分も可能である。つまり、ジャリが多く況入する部分、追物の集中する部分、堆梢七の色介いがオャr'1認なる

部分などである。 しかしながら、これらの状況の変化する場所は第251:l<Iに示した溝状追構の検出された場所で

あり、本来的には本）,;,1から切り離されるぺきものかと考‘えられる。ll¥1湛．迫物は18~19flt紀頑のものとみられる

叫叫)!ffの染付やJI訓i糸磁沿、沖縄脱施釉・無釉陶器、北類、川鷹 ジーファーなど多利多様な追物が得られて

いる。また、 I地悦から延びる明赤褐色 IJ:1(4 bl消）が23ライン南側までみられる。以北にはおよぱない。

4層： 灰色 1:M。 I地区の 6lf-1にfll'りするもので、怜ifJIIJ(I地区側）で40011前後のI豆さをイTし、北側へ形さ

を滅じる。本附は全面に広がるものではなく、博くみられる箇所や確認できない場所なども兄受けられ、そう

いうところでは3/~•1 ドは直接地山のけ灰色粘 1こ）けになる。 ll'i上追物は陶賊器類やJ:ltJ-/,',\などが糾られている 。

5 層：青灰色粘 U1。 木地域―-n~の柚盤をなす」:/惰で、いわゆる地山。無追物r0で、 日面には沖~J状追構が検

/J'i (第25図）されたり、本,~,;までth1iり下げた井戸（第231汝I)などが確認されている。
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第 2節白磁

凩的にはそれほど多くなしヽが、堺種的にはバラエティ ーに収んでいる。碗 ・llll・小鉢 ・小杯・瓶 ・水注 ・灯明

llll・ 灯nn具 ・＃足などで、時期的にはl4世紀~19111:紀頃までと輻広い。 特徴的なものを第28図に/(~ した。1汝l示した

もののほとんどが 1地区の 4~7Mから/l'i1-. している。以卜＼図ぷした汽料について器稲別に簡出する。

碗 ：l ~ 3に示したもので、 1はII緑淵i、2・3は底部の賓料である。 ］は胴部から,-1絃部の}jへ直線的に開

きながら至るもので、 推鉢口径は約19cmを測る。「l綽部 1渾．端に浅く幅広の1川線様のものを廻らしており、口緑部

が行干肥厚する感じにみえる。17世紀瑣の所産かとみられ、 I地区ケー25茶褐色ヒIMの出土。2・3は底部の汽

料で、 両者とも麻台際から外底面およびl村）~:~而は露）I合である。いずれも内底I面に文様がみられ、 2は卍文が、 3

ばi廿文に囲まれた中に態の字が認められる。2は悩台径が 6cmで、 外底l(fjの削りが浅く、 3は閻台径が 5cmで、

蒻台の削りは胄磁的である。また、 3は外柏iに櫛描き文も認められる。いずれも、 14111:紀後半~15世紀半煩のも

のとみられ、 2はI地区5附、 3はI地区 4I杓から出土している。

皿 ：11 ~9に1叉lぷ したものである。 4はII地区椒乱罰から、 6・8はI地区 5Mから、他の 3点は I地区第 4

｝罰か らの出土である。4は切り麻台の小1111.の汽料で、 椎狩II径が約10cm、推符料台径が約4.5cm、,,::jさが 2cmを

測る。全釉の賓料で、本クイプの特徴の一つとされる山ね焼きの際の求ljがれが内1戊而に残る。また、蒻台接舒部

には溶抒痕が認められる。 5は前n口絃の小llllの百料で、推符II径が約10cm、 推狩贔台径が約 ~ cm 、 麻さが 2cm 

を測る。非常にWf.く施釉されており、 泊j台から外底而および1AJl底,mは露胎。15~16世紀項。6は外反口緑皿の臼

料である 。 全釉のあと 贔台代付け部の釉を掻き取っている 。 推狩n径は約11cm 、 ~-,籾諒団台径は約6.4cm、屈さが

2.5cmを測る。 16世紀煩のものかとみられる。

7は碁笥豚の白料で、 川［線的に外側へIJHきながらJllnl部へ移行する。屈径は約4cmをillllる。外而のm,11r111ド端から

外底rfriおよび1)、J底1(11は無釉となっている。16-17世紀頑。8は稜化形の口緑をなすもののようで、窯は糾建省あ

たりかとみられる。推狩口径は約J2cm、Wi符麻台径は約 5cm、贔さは約3.5cmを測る。全釉のあと、 11,'6台竹付け

部の釉を掻き取り、内底面を蛇のH状に釉求ljぎする。麻台際や蒻台内面および外底r面に砂粒の溶祈が竹しい。17

世紀頃。9は直ULI緑の臼料で、型）戊形とみられる。いわゆるII禿げの臼料で、 似j台仕付け部の釉 も掻きl収る。

推狩II径が約 9cm、推符店台径が約6.5cm、iばさが2.3cmを測る。18世紀頃。

小鉢 ：10にぷす談折れの買料で、そこからLI縁部へ直線(Iく）にヽ ,:ちKがる。やや17怪部寄りの）1Mf111に凸僻様のも

のが 1条廻る。JI災部からII緑部の方へ漸次博くなる。推符口径は約9cm、Hfi符翡台径は約 5cm、贔さは約 5cmを

測る。16世紀煩の屈徳鎖窯のものとみられる。 I地区から糾られている。

小杯 ：11に示すもので、 推符LI径が約4cm、推符甜台径が約2cm、1園さが約2cm。全釉の白料で、 翡台代付け

付近にもみがらの溶許がみられる。邸成）I多の可能性もある。17~18世紀頑。 1地区4Jr1からのm.::1::。

瓶 ：12に示すg<jJ部賓料で、明代のぶ｛徳鉛窯のものとみられる。内外1(iiとも施釉 される。I地区s1rrn•, 上。

水注： 13・14に示すもので、 13は注II、MはII緑 卜部に把rの付く1虹口口緑の賓料である。 2点ともl・リj代の最

徳鉛窯のものとみられる。13は L下端とも破机 しており、 況イf艮は約6cm。14はJllnj部から口緑部の方へすぼまる

ように向かし 、ヽ推符II径が約3cmを測る。13は出 l:.J也不明。14はI地区7J,;1からの1.H1-.• 

蓋： 15に示すもので、 甲部の中央に撮みをイ［する汽料のようである。破柑のため撮みの状況はぷ明。その周囲

に2本の沈線を配す。甲部だけに施釉している。推符径は約7cm。IT1地区 3}けからの出土。

灯明皿 ：16~18に示すもので、ほぼ似たような形状、人きさのようである。16・17は内而が施釉の対政のよう

で、 内而の口緑部上端から口唇部および外1面は露胎としている。口怪部の周辺には煤の付行がみられる0 17は全

形が冠えペタ底である 。 18は Jllnl部ド端から外）~,:friだけが無釉である 。 口t1部や外1面も施釉されているところが

16・ 17と躾なる。18は釉の状況などから骨磁の可能性もある。17は推符II径が約9cm、推符底径が約5cm、悩さ

が約 2cmを測る。18はそれより一回り大きめである。 3点とも I地区から得られ、 16は褐色 1・.M、17は5彫、 18

は6/,;1からの/111Iご。いずれも1肘代。19・20はヒョウソクの受IUlと芯部の汽料で、 J7~19・11i:紀頃のものかとみられ

る。19はI地区4.111、20は I地区7kりのll'i上である。

21はクイ1並0)胃磁で、 IJllか鉢の胚部の肝料かとみられる。IAJrfriにだけ胃緑色の釉が施され、 外而は無釉。内庇

而は中央部の方が1111み、 1本の圏線が廻る。火然を受けているようで、店台部および外底r,りに赤昧を僻びる部分

がみられるほか、内面の釉もアバク状の箇所がみられる。14~15但紀頃。 ［地区4/0から吊土。
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第 3節 染 付

比較的多くの狡料が糾られている 。 ほとんど吸片であるが、第291~1 l・16~19にボす碗や第301::<124・25・27

に示す皿、29・31の小杯などは令形が窮える。糾られた汽料の全体的な様相は行政棟地区It:,、議会棟地IXい か

ら報代・されているものと大差ないようである。特徴的なものを第29固および第301:.<Iにぷした。

図ぶ した百料を時期的な1fliからみると15Ill: 紀後‘や~191Y:紀頑と1!1/,¥/1,;.く、岱種的には碗が圧倒的で、llll・ 小杯

の他、鉢 ．瓶 ・小瓶 ・・，：':;:など比較的バラエティ ーがみられる。以下、 1叉l示した賓料についてIii各述する。法批や

/J',-1・. 地などは第 3必に示した。

第2915<1にぶしたのは 8が小碗で、 他は碗．鉢の胄料である。 1~3・ 5-7・9は15~161せ紀頑の所廂かとみ

られる。 lは外面に蕉薬文、 LJ縁部に波沿文、 内底面にな具を配し、 2は外而にアラ ベスク文と 1別線、内底面

に圏線と十字花文、 3は外而の文様は判然としないが、 内底l針に圏線と花店草文を配すもので、いずれも類例

狡料の多い『1.17タイプのI碗である。9は外反口緑の買料で、 外rfriのLJ緑部に((!,叩繋ぎ文、内面の口緑部に 1本

の圏線を廻らしている。8は外面に圏線と梵字文を配す小碗の狩料で、 16~17世紀頃のものかとみられる。

15は外1面に赤収賦という詩と反対側に船の絵を枯'iくもののようで、17世紀前半頃のものか。蛇のH麻台でJi;,く

つくり、 n付けから外）J甜而は紺胎。内底而には成化年製の文字を目dし、その周りに花文術を廻らす。16・ )7は

外面に丸文を配し、 18・19は外面に草花文とその下）jに述弁文、邸台外面に圏線を施している。20は内底面に

ダミ技法を川いて化文をあしらい、外底面に人面をWiいている。いずれも18世紀頃のもの。

第30 1~122~28はJillの賓料である 。 25は IAJ底 1f1i が露）I合のようであるが、他は内底而に施釉し、文様を配す。

22・23は碁笥底のI応部で、 他は閻台をイ」す。26・27はLI径・底径が大きくなり、低く造る。22・23は16世紀頃、

24・ 25は16~17111:紀碩、 26・27は18世紀頃のもののよ うである。29~34は小杯の賓料である。29・31は全形が

窺え、 29は外反II緑、 31は直LJLJ縁の汽料である。30は碁笥底。32は明治煩の瀬戸 ・必浪Jl°fiもののようである。

35~38は瓶の賢料で、 35·36は明代の、 37 · 38は硝代のものか。 38は筒型のもので、外而に化）~f •'i'(文を描く 。

39は叩彫＇店の資料で、 外面には山水文を描き、 17銹を施す。181廿紀頃の所産とみられる。40は行政棟iP地区

の報f惰りの中で小瓶 (18~19・[1t紀頃） としているものに似ている。41・42は内）氏1(11を蛇のII釉成ljぎする外の底

部肉料で、42は類例賓料が行政棟＂地区の報告の中にみえる。

第 3表染付出土一覧
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第 4節 褐 釉陶器

第311以lに特徴的なものを示した。囮示したもので汀えぱ中国産、クイ廂、 中国南部か1ぶIY.iアジアl祖のものが得

られている 。 1l1l1i1,1~、タイ /)ffのものは15~16世紀煩のもので、 後者のものは18~19llt紀頃のものが含まれるよう

である。器種的には壷が主体である。第31図10のクイ廂のi-51.耳瓶や13のたたき 1-1 の残る '•I府 な どは注 i-1 されよう 。

以下、中国Jl?~ 、タイ荘、 中 Iii南部か束南ア ジア脂に分けて略述する 。
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a. 中国産

第311又11~ 7・9にぷすもので、,,位形の買料である。 l~SはII緑部、 6は）l111lftll、7・9は底部の腎料である。

l・ 2は Ii緑状のII緑部で、推符LJ径は 1が約12cm、2が約8.8cmを測る。 lは直tする顕部をイTすが、 2は無顎

の狡料である。 1は薄子のもので、 2はわりとlり．．くつくられている。2は破片のド部に外J.fの痕跡がみられるほ

か、 U抒部に屯ね焼きのあとの最,,がれ部が認められる。

3~5はII緑部断而がJi形状を足すものであるが、 5は1111,i広く平J日に仕 LげられたII抒部が外傾するため、「l

抒部が水平な 3・4と異なる形状をつくる。3Jはとも顕部は内伯し、,[.5は阿溝外而に稜が側る。推節u径は

1 . ~ が約17cm、5が28.3cmを測る。3・4は令釉のようであるが、釉の成I]落が啓しい。5はII料部が熊釉のよ

うで、 内外而の釉は風化のためか濁っている。3・4は禅手のもので、 5はJltみのある賓料である。6・7に示し

たものは、 3・4のような「l緑部汽料の!liull'111および脳部になるとみられる。6は液打つ感じの'""'りをイー了す）II叶下部

のi打料で、 7は上げ脳の底部である。外／底面を除いて全釉であるが、 6・7とも1Jヽllfliの釉はほとんど剥がれ沿ち

ている。7は外底面に押し泊された感じの胎土,-,の付オ'}がみられ、推符底径は約15cmをHIilる。

8は頸部が内柄気味に若干膨らみ、「l絃部は逆L字状に外反する拙り鉢のLI緑部賢料である。II特部は内側か

ら中央付近まで半川にし、そこから外端部へは斜めに削っている。n悟部外端は比較的明瞭な稜がみられ、内側

には浅い1罰線が 1本廻る。内面の櫛目は口絃部上端付近までみられ、約 lcmの間隔で近桜する縦位の 2木の平行

沈線と J本の沈線が認められる。況白料では内外面および口村部とも録）I合。推符LI径は約18cm。比較的細かな索

地であるが、 白色鉱物の砂粒や大きめの砕片などが散兄される。

9は1函(ijから直線的に外側へ開きながら胴部へ向う平）氏の白料で、推節底径は約23cmを測る。7とは異なる沿

形の＂｛心とみられる 。底而に近い部分では不1リl瞭な削り』lil撒が認められる。底而からの立ち上がり部付近は20暉前

後と厚いものの、）底th.i部は約10mmと絣く つくられる。外底rrりはアバタ状を基す部分や l~ 2cmの桁円形状の最ljが

れ部などがみられる。本賓料では外面は無釉、内而は施釉であるが、内而の釉はほとんど剥げ沿ちている。

b. タイ産

第311、:x110・11にぷすものである。10は推狩II径約 3cmの小）せのヌ火U瓶で、あまり例をみない汽料である。キャ

リパー状に膨らむ「l緑部から顎部が締まり、 Ii/部がほとんど）膨らまずに下方へ向かう。視白料のド端部の推符径

が約 5cmを}Ill]る。頸部にはプリッジ状の縦耳が付される。外面は全釉のようであるが、内而は）""'打IIFY以ドは無

釉0)ようである。索地は｝火白色の細かなもので、黒色粒が散兄される。11はLI緑部が大きな上籍状の並で、推狩

17径は約21cmをHIiiる。口ti部はほぽ平坦にするが、 中央部付近に浅い凹線様のものを廻らす。II好外端部は,.藉滅

して平滑1(1jをなす。外面の頸部中央付近から以下に施釉しており、外1(1iのLI緑部から内I面は猟釉のようである。

c. 中国南部か東南アジア産

第311:;(112~15にぷすもので、 12・13ば叔、 14は盆、 15は1111,の汽料である。いずれも県内ではあまり類例の報代

をll'rlかないものである。12はほぼま っすぐの罰1部をイiすもので、 II糸球部は肥肘部外1(りを平坦に撒形し、断而が台

形状を情す。Ilki/'111は外傾し、オ'il'・l"lrfriをなすため、 内側が尖る。薄rのつくりで、 他の賢料とは趣を異にし、

l」t料IIおよび外,,,,、 1柏(1jのU縁部以ドに施釉している。13は）ii部の張りが強い',:'~JI多の臼料で、 I I緑/'111I: 端が両側

ヘ張り出す。Il¾i部はJj;, く、旧Ir面をなし、外端部はわりと雑な撒形である。頸部の中火付近に浅い1111線様のもの

を俎らす。Ji/部には格 f-11状のたたき痕が明瞭に残るが、‘りて具の痕跡は認められない。特徴的な撒形技法で、

索地に砂粒を密に合む。無釉の内料のようであるが、 施釉の痕跡かと息われる部分も兄受けられる。

14は益のダ1部の貸料で、椎符径は約21.4cm、かえし部の推符径が約18cmを測る。ク;1部は弧状になり、端部が"

がり氣昧になる 。 かえし部はほぼま っすぐにつくられ、 /J'.~面部は平Jlj。鍔端の約 Jcmは一段泊jく平Jリに仕 1こげ、

端部外面は平JI]に11を形している。 段低くなった箇所にはflI形の中に 2本の短線を配した文様が1湯刻され、それ

が述統的に廻る。必1(1iにだけ施釉され、鍔部内I而やかえし部は露JI合となっている。15は!Illの麻部汽料で、 推符翡

台径は約15cmを測る 。 ,•,':j台は細く 1'1:付けの}jへすぼまるようにつくり、 rt:付けは'ilJIlに II~ 上げる。i',面1台内側をほ

ぼま っすぐに削る。外面邸台脇まで施釉し、{/j台および外）知(iiは無釉のようである。

第 4表褐釉陶器観察一覧 111位： Clll 

図 番け 滞柿 1111位 I I径 (i'"11I1,, O ,・ 底径 11', I・．地 図 番,,;- 湘種 部位 I I径 :-t:-1,1'6 JJ'~1冷 ll'i I鼻:J也
1 12 m-Aソ-19 3/Nl/3 

第 2 8.8 III-A・ ノ-19 3~;,·; 1/:~ 31 
図 3 、•II,,.•. 1:1 16.8 ] t<U色 I:

， ・,M /i"S; 23 lコ-28 5J,;•1 
第 10 小）tli I I 3 J 2M (グリッ トイ,JIJ)31 
図 11 21.2 Iケ-28 5J;;・1 下部

4 16.6 ill-A'. ノー19 3/¥011/3 

閲 5 28.3 戸 s5k・1 i-rns 
12 6・7 肘， Ii~ 14.6 Iケ-28 5k・1 

8拙り鉾 11 17.8 111-B 集/i追構

12 戒 に1旦 UI-A ソ-19 3h'11/3 

闊 13 17.4 IIJ.Bツ-18 US爪追構

沿 Iセ-28 7形)2 ... 14 I I 21.4 
15 JUL 底 15 1コ・28 4K'i 
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第 5節 中 国色絵

16世紀か ら19・11.1:紀にかけての碗、小碗、 llUなどが得られている。第321図l-6が碗で、 1は屈徳鉛系で16IJJ:紀

の汽料である。兄込みには糾字と見られる文様が染付で描かれ、外而の文様は赤絵で描かれる。｝氏径6.4cm、[I

地区テー32灰色土）1•'1 。 2-6 は18世紀の福辿省のもので、 2-4 は青を土体とする色絵のタイプである 。 2 は 17

径15.8cm、 I地区コー27、4J,;jからの出」：：である。 3はLI径14.8cm、I地区セー30、7附から出上。 4は底径

6.6cm、Il地区北側斜1fri石積み下からの出土。 5・6は五彩タイプで、 5は外而に丸文が描かれ、黄色と赤色の配

色が認められ、口径は13.2cmをnlilるu I地区グリット不明の 1倅im土である。6は外而に1立花文で、赤色と緑色

の配色である。 7-9は小碗で、 7は娯徳鎖系の17世紀か18世紀の色絵である。絵付けは剥げ怜ちているが、草

花文が柚かれているようである。 I地区クー30、3I名出土である。8は拙建省徳化窯のLI禿げの小碗で、小破片

であるが外而には緑色の薬が描かれているのがわかる。19世紀前半の資料で、 lJ1地区Aサー19、3/蜀上而・迫物

梨中部からの出土である。 9は絵付けが剥がれ、石灰分の付省もみられるが、 19世紀中頃の小fl宛である。n径

8.4cm、 I地区黄土山からの出土である。10は小絆と考えられる汽料で、 16世紀か17世紀のものと考えられる。

外面に染付と赤絵で絵付けされているが、図柄は不明瞭である。 I地区グリット不明21名。11-17はlfllで、 11は

賊徳釦系のonで外而は1匂亙'i'[文、 配色は赤色を基澗に黄色と緑色を取り入れている。16世紀のもので、底径は

8.1cm、I地区コー28、5陪下部からの出土である。12はllllではない可能性も考えられる汽料であるが、見込み

は絵付けが剥がれ、妓草文が~Wiかれていると推察される 。 17'1:lt紀のもので、 I地区オー30、3思。13と14は福建

省の18・世紀のrmで、兄込みは五彩で絵が描かれている。13はI地区グリット不明 21罰からの出土である。14は底

径7.3cm、m地区Bソー20、3府上而（溝状追構内追物溜まり）出十．。15-17は徳化窯の19世紀前半のJillである。

15はJIJl以外の可能性もある汽料で、 口禿げで外面に絵付けしている。色は薄れているが緑色を配色している。n
径9.6cm、 I地区キー27/f'i序不明である。16は型作りの1111.で、兄込みに内Wも文らしい区l柄が描かれ、配色は黄色

と緑色が認められる。17は型作りで、焼成不良の生地に絵付けをしており、兄込みに赤色で丸文が描かれる。底

径7.4cm、I地区キー28、2/~ 利」', -1~.である。
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第 6節タイ鉄絵

6 J, し（のタイ鉄絵を図化 した。llllが1点、 他は合子や袋物で、年代は15・161せ紀のものが中心である。人・方の賢

料は生地が灰白色で黒色の粒子が多く況人して い る 。 第33 1~1 1 は兄込み／廿信文の 11llで、「l径は18.8cm 、 I地区

コー28、sM下部からの出十．である。2~'1は合fの益で、 2は1沿I線の下に縦線と斜め格f文が描かれる。口径

3.2cm、器邸2.85cmで、 I地区コー28、SMll'i土である。3は2や4よりも径が大きくなると推測できる I地区

サー29、21Rからのll'i上。4は撮み部分が残り、今回mi-.したタイ鉄絵の中では牛地が白っぼいのが特徴である。

1地区シー27、5I惰出土の賓料。5は瓶類の胴部で、 ［地区ヵ-29、 1/約H土の賢料である。6は袋物の庇部で

高台に窯逍具の溶許痕が残っている。I地区クー28、510からのm-1::.である。

第 7節青磁染付．銹釉染付

第33区17~14は中国を光地とする百磁染付と銹釉染付である。同図 7~10・13が胃磁染付で7と8は碗である。

7は産地が最徳鎖で年代は17世紀のもので、 I地区キー28、2J,;,1 ili・I只．である。8は器必lffiのj'j-磁が浪オリ ープ色

で兄込みに1も文が人る。殷徳釦のもので年代は18世紀である。底径が4.6cmで、 ［地区セ-30、6附からの出土．

である。9・10・13は小碗で、 9・ 10は内側面に八卦文で兄込みに太極図を描くクイプの破片で、この図柄は明

代の染付からよくみられ、これまでの洲田古窯跡の刺介でも数点出土している。9は皿地区Aサー19迫物梨中上

陪からの出土で、 10は底径3.8cm、Il地区セー27石秘み固辺11',J:。13は行磁の掛け分けであるが、小破片である

ため器種は断定はできない。口にLI銹釉が塗られた痕が博く残っている。屈徳鉛糸で19世紀前'I"頃のものである。

l地区コ-28、21利からのI+',土である。lnl図11・12・ 14は銹釉染付で、 lriJ枢Illはllllの口縁部と考えられる資料で、

屈徳鎖糸の17世紀後半~18・1且紀油半のものである。I地区クー25、41新・1からの/1',上。12・14は小杯で、12は見込

みに山水文が描かれ、年代は17世紀後半~18世紀,)ii半で批徳鉛のものである。底径は4.0cmを汎11り、 m地区Bチー

20、31杓出土。 14は銹釉掛け分けで兄込みには透明釉が掛かる。）せ作りによる技法で作られ、底部には粘土の縮

れが兄られ、 i'.":i台が台形を用している。徳化窯系で18lll紀~19世紀J)(f半頃のもので、底径3.8cm、I地区ソー29、

3 /~jからの出土である。
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第8節瑠璃釉

瑠瑚釉のt~料を 5点図化した。種類は碗、小碗、小杯が褐られており、すべて掛け分けで器及而にのみ瑠瑣釉

を掛ける 。 第341~1 lは碗と考えられるが、翡台径8.4cmと碗としては大きめである。釉が他の狩料と比べて鮮や

かな発色で、 4牙付けには砂Hが残る。 I地区キー29、6Jo:1からの出 I::である。同図 2~11は小碗で、 2は蛇の目

麻台の賓料で批徳鎖系、 時代は17世紀という年代が得られている。甜台径は4.1cmを測る。 3は型作りで閥台内

に粘tの縮れが兄られる。釉が器表面全体に施され、f/:付けは釉剥ぎされている。泊j台径は4.8cmである。 4は

叫 手が外反する小碗で、口径8.1cmを測る。 T地区セー28、71汎れ土の汽料である。 5は小杯で剃作り、釉は器

全体に施す。口径3.6cm、器砧2.3cm、蒻台径2.2cmである。I地区 1J,:1より出」；。

第9節翡翠釉

第34図の 7・8が甜翠釉磁器の皿で、今船9プグスクIt9で類例が得られており、時代は17世紀という年代が柑ら

れている。7は外反する口縁賓料で見込みは釉が球ljげ沿ちている。 I地区クー28、2If? 出土である。8はJ1Jlの底

部で贔台径は6.4cm、7と同様に兄込みの釉は最ljげている。 I地区キー29、6陪か らm土している。同図 6は瓶

の底部であるが、 釉がほとんど剥げ落ちて生地が露11-'iし、線）：J仇りの文様に｛惰かに釉が残る。16世紀頃であろうと

いう年代が得られている。I地区スー27、4陪よりm1::している。
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第10節三彩

a. 磁器

第341-<l9は緑釉磁滞の碗で、 16~17世紀頑の:l;t・徳鎖のものである。「l径は13cmを測り、 II緑が輪化で、器表而

に線彫りの文様が描かれる。「l糸点に溶杵痕がついており ー．次焼成を受けたものと考えられる。I地区ケー28、5 

W1下部からll'r上している。

b. 陶器

第34図10~18はすべて中国・明代の狩料で、 瓶や袋物の種類が多く、他には鉢、 [i",'.物の小rn支片が糾られている。

人方のものが生地の I・.に白化粧を施し、緑釉が掛けられる。第34図10は緑釉の盤と芍えられ、 n径は推鉱24cmで

ある。I地区シー27、6/0より出上している。同憫11~13は）抵類の1波片で、 11は緑釉と黄褐色釉が使われ、I地

区セー27、7/¥・1から/1',土している。12と13は岱表面に線彫りの文様を施した緑釉陶器と杓え られ、 12は牛地が浪

い橙褐色である。 1地区、 1mの出上である。13は生地が白色で僅かに闊色の微粒子が含まれる。lfil図14・15は

袋物のr~Ji. J', ·で、 14は三彩であるが釉がほとんど求11げ沿ち白化粧が露出している。生地は）IJL色を?.する。I地区

ケー28、4附より,'I',土。15は袋物の底部で、生地が灰色で白化粧をして緑釉を施す。1J1地区Bソー20、3/¥11出土

の賓料である。 16·17は袋物や水注などの,~支片汽料である。16は注ぎ口部分の1波片と芳えられ、 I地区、 5卜沿か

らのll'r上である。17は把手部分の破片で表採によ って糾られた白料である。18は二彩でt,"'1'.物の1波片と考えられ、

がの此い動物の側のように兄える 。 生地は/1)し色で 1勺化粧は掛か らない。 I 地区、 2/•;jからの出 Lである 。

第11節 その他の中国産陶器

a. 銅緑釉陶器

梢朝時代の銅緑釉が掛かった陶沿で、 鉾類や益などが得られている。生地は乳白色で茶色と黒色の枇人物が含

まれる。第351文11は船で収作りの成IIクである。径は14.2cm、沿閥は1.9cmである。I地区溝状迫構Dから出 I・.。2

は上J(iiに穴があく沿形で、火人れなどがどえられる賓料である。日径は11.8cm、IJ也IXクー30、3/(,'i か らの II—i土。

3~7は鉾類で、 3・4がLI縁部、 5~7は底部賓料である。3は他の賓料に比ぺlこ1つぼい発色をしているoI 

地区グリ ットイ"リl2 ,~,; からの出土である。4はII径が26.2cmを測り、 I地区黄 l::1L1からの/-1',上である。6は平/J笈

で屈径16.1cmを測る。I地区ケー28、2陪/l'i」：：。 5は兄込みに輻0.2cin、深さ0.1cmの/,',I紅りが 1木人っている。胚

径は17cm、T地区キー31、2 /o;rjからの出 I・.である。7は底径が23.2cm、I地区クー27、3卜沿出 l・.o

b. 無釉陶器（宜興窯）

,, 祁lri:/h屈省‘且：興窯の茶具類が得られている。17llt紀~19111:紀煩の砂泥のI淘沿で、仕怜,mは府かれている。 1ヽ・記に

特徴を述べるが、 i!hJlllf直・出 I・・地については第 4表にまとめて1記載する。第351文18~ 13が朱ii~で、 8・9は盆、

10~12は爺具、 13は把手の臼料である。14~18は紫泥で、14・ 15が投、 16・17が茶具、 18は枕ぎIIの狩料である。

9はI'JI,位装飾が施されており、あまり兄かけないタイ プである。16も同じく盛 Lであるが、こちらは生地と同色

で絵付けが施される。19・20は宜興窯のものであるが19は生地が賠茶褐色を星した益、 20は荼具の底部と与えら

れ、文字が刻まれている。生地は赤昧のある紫泥である。

21は宜興窯と考えられる賢料で、年代は泊代と思われる。

?.: 設と推測され生地は赤昧のある紫泌である。22はJiff地不明、

年代不明の急組で、 II'.」：：10からは18111:紀1)if後の沼料が多く、

その時期のものと考えられる。生地は砂泥（朱泥）で沿而

は府かれているが艶がない。型作りで、張り介わせた部分

に注ぎIIを付けている。宜典窯の賢料と比較すると粗雑な

作りである。l立後に、 r9ilfl占窯跡 (IT)の第10節で常泊焼

と兄られた賓料は'i'i'.興窯の無釉陶器である可能性があるこ

とをrl乱じしておく q
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第5表無釉陶器（宜興窯）出土一覧
11lfヽ'r.:cm 

図悩種 n1各底’呈料内i t'i'1 I: 地
8 益 9.1 - - T クー282k1 
9 t.:t 4 . 2 - - T 5/i:1グリ 2 卜不明

10茶具, 5.8 (i_.2 5.15 IIIJl!.llx:B 
11 fl~ ト. 6.2 - - IIIJl!.IIXJ~ クー193Ml/3 
12茶具 ― - - I 2附（グリ ットイ"リI)
13把J'・ - -=.. ニ イ週1
11J:i - - - r キー312M 

，且卓—ニーニニ__l政I・.山
16条具 ― - -・-=--=--=-• l ク ・ケー2741(•1 
17茶具 lカー292/,;•1 
逗注ぎ口--— 及採
19設 8.8.: -:.. -［ スー26-2附
20茶具 ― - - I クー308/N 
2L ;a - - - I スー264k1b 
22 芯組 9.6 - - Ill地IKBシー203M I: 而
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第12節本土産磁器

a. 染付

第36灰11~12は肥前染付で、 17111:紀~19世紀の狩料が得られている。 l ~~ は碗で、 1は外面はlmltぶ文で見込

みに流磯文が描かれる。過L-の浙1±1古窯跡閣杏からも出上しており、 17世紀後半の汽料である。口径14.2cm、I氏
径4.9cm、器蒻7.2cmを測る。 I地区カー29、5M出上である。 2は外面に梵字文が描かれている。肥前糸と考え

られる碗で、 1780年~J9世紀始めまで兄られる文様である。1底径3.4cm、Il地区必土而泊抽中にI.LI,-.。 3は器の

内外面ともに菊化散らし文と氷裂文で、年代は18世紀、1底径が 4cmを測る。m地区Bソー19橙褐色土追物湘まり

出tである 。 4 は外面に草花文、兄込みは蛇の日釉剥ぎで、 18世紀後半のr~料である。脳径は4.3cm、 I地区

ク ・ケー27、4粕からの出土である。 5~7はIIILで、 5は兄込みにJ廿祁文を施したもので1640年~1650年の製作

で、脳径4cmを測る。 I地区オー29、2/{'? 出土。6は器内而位草文、兄込みは蛇の目釉剥ぎが施されている。18
世紀頑のもので、 1と同様に前回の濶壺でも街られている汽料である。m地区Aサ-19、3J,;j出土。 7は兄込み

に山水文を描いた焼成不艮の1ll1で、 19世紀～絲末の頃のものである。1氏径は5.5cm、 I地区シー30、 7附から出

土している。 8は鉢で、 兄込みは杖り花文で年代が1630年~1640年の汽料である。！底径が6.3cm、I地区ケー28、
5府下部から出土。 9は硲付の小鈴で、器外而に筏り［文が朴1iかれる、18-IH紀後半のものである。口径は9.6cm、
器邸5.3cm、騒径は6.6cmを測る。m地区集石追構rn-1こ。10は筒型碗か猪口になると見られる賓料で、18世紀後半

の汽料である。口径8.8cm、IIl地区Bチ-18、3MIL'i上。11は袋物の硲で、外面に銀杏文を描 く18世紀のものであ

る。器，閲2.3cm、LJ径7.8cm、上部径 9cm。 I地区茶褐色土 5炉iから出 I_.:。12は平脳の盗物で、外面に1り方繋ぎ文

が描かれる。年代は18世紀。底径は 5cmで、 I地区クー31、21り1から出土している。13は瓶であるがl7llt紀後'I',
の汽料で、火熱している。Il地区クー30、悦乱部分から得られている。

b. その他の磁器

第361~114~16は染付以外の本十'.~磁器である。すべて肥前の磁器で17世紀と18世紀のものである。14は,'I-磁掛

け分け碗で18世紀のものである。LJ径は8.0cm、 I地区シー27、畦から1廿上。15は鉄釉掛け分け碗で1630年～

1640年頃の賓料である。底径4.8cm、I地区カー29、6陪出土。16は黄釉mlで年代は17iJt紀後'I"-、I地区ク ー26、
4層から出 I:。
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第13節本土産陶器

a. 薩摩焼

17世紀頃~19111:紀煩の瓜物で、鉢、 1北．瓶、甕、 1倍などが囮られている。生地別にみると第37図の3と8は、生

地が黒褐色で、況入物には粒の細かい砂粒などが確認できる。1甜図の 1は赤褐色、 2・4 ~ 7の生地は桃褐色で

あるが、漏人物は砂粒や赤色の鉱物、黒色の鉱物、石英などが確認できる。釉は灰釉が掛けられる。9・10は生

地と況入物が5と同じで、 釉は灰釉でも黒色の発色が強い。大方の汽料に共通 して兄られる領向として、 釉は附

内外而に掛かるが、 LI唇部は釉剥ぎされている。第37固1は鉢で17世紀後半~18世紀のものである。この汽料は

見込みには釉が掛かっていない。U径は19cm、I地区ソー19西側畦から出土。2は拙り鉢で17世紀~18世紀の年

代を得ている。釉は器の外而と口怪部を除いた兄込みに掛かる。皿地区グリ ットイ＜明3mからm土。3は土瓶の

益で18世紀~19llt紀のものである。口径は6.8cm、縁径は8.8cm、器？』は2cmを測る。皿地区Aグリ ット不明2附

吊土。4は土瓶類で年代は18世紀~19世紀で、口縁部と涵部臼料を固上復元したものである。LI径は15cm、I底径

は7cm、皿地区Aサー19、3陪からの出土。5~7は甕で17世紀~18世紀頃のもので、 5は口径が30.2cmを測る。

m地区Bター20、3M出土。6は17世紀の賓料で、口径は35.8cm、II地区北側斜面石枚みの下からの出土である。

7 は口怪部に貝目が残る 17世紀の汽料である 。 口径が34.2cm 、皿 地区Aシー20凍西畦 3/~からの出土である。

8・9は壺類で、 8は口径10cm、底径7.2cm、器届11.5cmの小壺である。皿地区Bチー19、3層からの出 Lである。

9・10は、同一個体の可能性がある炭料で、両方とも IIl地区梨石迫構からの出」：：である。9の口径が16.2cm、10

の底径は19cmを測る。
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b. その他の陶器

肥前と1対幽系の陶器が得られている。器種は碗 .Jill . 鉢類 ・段頂・ミ ニチュア陶沿などで、 17世紀~19'IJI:紀頃

の資料が得られている。第38区11・2は碗で、 1は色絵であるが、絵付けは残っていない。1対西系で18世紀のも

ので、口径は12.8cm.ll1地区タ ー19,3 J,;jからの出 t。2は器外面に銅緑釉を掛ける肥前・ 内野山窯の碗である。

年代は17世紀~18・世紀で、／底径は4.4cm、 I地区キー28、5J杓からの出土である。 3は1剥西系の色絵の小碗であ

るが絵付けは残っていない。18世紀のもので、口径は7.2cm、 I地区クー27、4同出土である。4~ 9はJmで、
1・5・9は肥前のものである 0 4は見込みに鉄絵で文様が描かれ、制作年代は1590年~1610年である。底径は

6.2cmを測る。 I地区オー29南北トレンチ II杓からの出上である。 5は兄込みに日栢みの痕が残る。1590年～

1610年のJill.である。底径は3.8cm、 I地区クー28、5附出土。9は内野山窯のIIUで器外面に銅緑釉が施 される。

17~18世紀のもので、）底径は4.6cmである。 I地区ケー28、5,杓出土である。6は17世紀か18世紀の1対西系か山

口と考えられる汽料で、全体に暗茶褐色の釉を掛け、見込み半分に黄色釉を掛け分けている。生地はきめの細か

い灰色である。聡径は5.6cm、 I地区クー27畦からの出上である。7は関西系の色絵で18世紀のもので、見込み

に赤で花 （菊？）が描かれる。屈径は4.2cmで、 I地区グリ ッ ト不明6}名出土の臼料である。 8は1剥匝系か萩焼

きと考えられる鉄釉lillで、型作りの張り付け凶台である。18世紀~19世紀頃のもので、 I地区ケー31、3翔から

の出土である。10は鉢で、産地、年代、生地と釉の特徴は6と同様である。口径は21cmを測り、 I地区コー28、

6/dの出土である。11は片口鉢の注ぎ口で、関西系の18・1仕紀~19世紀の汽料である。 I地区クー29、2Mからの

出土。12は色絵の段市で、外而に梅の花が描かれ、花芯は罰で、花びらとtffは臼、枝は茶色で彩られる。18世紀

の閲酉系の汽料である。13は器種不明、旅地、年代ともに不明の野料である。天地逆転して器台になる可能性も

考えられるが、見込みの器面拙l整がn席であったので、 図のように示 した。生地は灰白色で、「l径 7cm、器；協

1.7cm、底径6.6cm、I地区クー27、4附からの出土である。14はミニチュアの低火度釉陶器で、 釉の発色は黄褐

色、生地は肌色である。1対西系の18世紀~19世紀のもので、外而に“京…"の押文が施される。口径5cm、器揺

4.3cm、底径2.2cmを測る。 I地区ケー30、2M出 I・.の笠料である。
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第14節沖縄産施釉陶器 （第39~47l:XI)

本1品は碗、小碗、ill1、鉢、急須、盗、鍋、酒器、小瓶、瓶、火取、香炉、火炉、火［明具、その他の器種が確i忍
できた。釉の掛け具合と器稲に!:Yd連性が邸いと思われ、施釉の方法で 1類ー白化粧の施していないもの（灰釉、

鉄釉、黒釉） II類一掛け分け、皿類ー白化粧を施したもの（共頒や線彫りなどの装飾を含む）、 IV類ーその他の

手法に分ける。必嬰に応じて僻種の中で分類した。

碗： I類ー）仮釉で兄込みがフィガキーになるもので、 TT'r口 (1、2)で兄込みに鉄釉で丸文 (3)、n綽有段

(11)などがある。II類一掛け分けで口緑は屯緑で兄込みが蛇の目 (6)、内而に圏線の文様 (5)があり、底部

にアルミナが兄られる。m類ー外反し、見込みが蛇のl=I(9)になるもので、外面に文様を施すものがあり、呉

須でl宵も文 (12、13)、丸文 (15)、格子文 (14)、鉄釉で花文(21)、二彩の丸文 (16)、線彫りの丸文(19)、圏線

(17、18)、さらに上から鉄釉(22)をかけたもの。IV類ー総釉で丸碗、鉄釉 (8)、灰釉で外IUIに文様 (10、11)が

あり他に筒碗で二彩(23)が出土した。

小碗： I類一灰釉、フィガキー、前nn紺 (26、27)で内底に丸文(28)、外面に鉄釉で文様(29)を施すもの。

また、総釉 (31)になるものもある。II類一掛け分け (30)で内而は白化粧、兄込みは蛇の日、皿類一見込みに

蛇の目 (35)、而取り (36)で外面に只須を施釉するもの (33、34)、内外面に呉組で文様を施すもの(38)がある。

IV類一透明釉に白粘 ,-_で「共」(38)、「進」(39)の銘があり、総釉である。これは後述する急須(102)とセ ットで

あろう 。簡型の小碗(40)は灰釉に博＜呉須で文様を施す。

小杯： I類ー無文 (43)、ベタ脳(41)、II類ー若干大きい (42)、m類一干緑に以甜i(44)が出上。

皿： I類ー鉄釉で蛇の目でペク底 (45)、証台(46)、フィガキー(47、48)と灰釉(49)、内而に文様(50、51、52、

54)を施すもの、鉄釉で花弁状の17緑(64)があり、特に47の1底部は同台外底に「中城御殿御用聞方五拾之内」 の

銘があり、以重な只料』110である。51は大きいクイ プである。II類一1AJ而に文様 (55)。[Il類ー内面に呉須で邦花

文 (56、57)、線彫りに二彩で (58、60、61)、波状口縁 (62)。1V類ー大振りのnnで、総釉 (63)になり、別の

叩也の11mg性も考えられる。

小鉢 ：Il類 (66)、IIl類(65)があり、いずれも而収りされ、前者は内側に一彩、後者は外而にー彩で雄の文様

が施されている。

鉢： I類は内洲 (68、69)、肥Jy:(71、72)、角 (80)「L」字の薄J::.(77)、）l/手 (79)、）↓§部では三島手 (81)。

Il類は内洲 (70)、外反 (73)、波状(74)、u'i:n(75)、「T,」字 (78)、底部は (82、83、84)がある。1Il類は直

I I に縄 1 1 11 1 1 ,m文(76)!~}1刷状に外反線彫りで呉須を施すもの(67) が出土した。

鍋：白化粧を施さないで外面は鉄釉か飴釉をII緑から胴下部、内面の/llnl上部からJig;部に掛けて斑に施釉するも

のである。恭形は大きく、 口脊成を外に「く」字に洲1IIJし、胴部が張るものを Aタイプとnt政は直L1で）11111部に鍔を

付けるものをBタイプ (95、96)、前Ilで耳を持つものをCクイ プ (97)に大きく分けられる。Aクイプは史に小

振り (88、89)、大振りで）liulの張りが弱いもの (85、87、90、91)、口紺が内に段を布 し、 )11,ijの張りの強いもの

(86、93、94)がある。これらはn絃断l面の形により、さらに細かく分類がnJ@だと思うが今1111は記述にとどめて

おく 。杖的にはAタイ プが全体の8;'flJである。Aタイ プは議会棟lfllの I類。Bタイプは Il類に相当する。

急須： I類は-=.1;;,手 (99、100)、旧類は線彫りに よ彩 (101)、lV類は白粘土で 「共逃介 」と絵付け (102)が出土。

把手 ：I類のみで鉄釉 (103、105)、1火釉 (104)が出上。

蓋：撮みをイiし、 胴が平らになるものを Aタイ プ、さらに撮みが丸 (a)、鉄釉 (107)、1111!平 (l,)で側孔を

布する 。 I 類は線彫り (113) 、 —ね J· (110) 、 1ll類は (108) 、線彫りで ，りで}jt彩 (114、 111) 、 -.彩 (112)、中央

にイL(106)、また、撮みの中央が凹もの(109)がある。身が膨らむものをBタイプ、i沿台になるものをCクイ プ

は I類 (120、121)、百で施文 (122)され、筒碗の益と考えられる。さらに脚が付くもの (123)はアンダガーミ

の沿である。撮みの無いものはDタイプ (119) がある。

酒器：いわゆる「カラカラ」で）!1111部が）L (A)のものは I類の銹釉 (126)、三閲手(125)、m類は一彩 (127)、

胴部が角になるもの (B)は1Il類 (128、129)、）11o11t111が台形状のもの (C)はI類 (130)、）11,,]部が筒型 (D)にな

るものは I類の銹釉 (131)、II1類で共頒を施す (132)、いわゆる「抱瓶」(E)で、 I氏而が二RH状になるもの

で県釉 (140)である。

瓶：此顎 (A)は黒釉 (144、146)、脚台 (B)は灰釉に鉄釉で文様を施すもの (148)、黒釉 (150、151)、双耳

(C)は糾を「S」(142)、耳が獣而 (143、145)でいずれも Ill類である。無顎 (D)は破片で玉緑状 (152)に

なる。油壼 (E)はI類の黒釉 (154)、嘉瓶 (F)はI類で口縁 (153) と小振りの (149) がある。
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火取 ：I類ーロ将が内側に突出し、灰釉 (156、157)、黒釉 (160)、n類ーやや直口で＝品手の文様を施す

(158、159、165)。Ill類ー鉄釉で凹文を (161)、N類ー白化粧 (163)、呉頒 (164)、さらに線彫り (162) を施し

たものがある。

香炉 ：167のみで口稼は「L」字に外反し、瓜釉を施す。

火炉： Aタイ プは口縁部が内罰し、さらに人きく袂るもの (175、176、178)、Bタイプは前者と同じように内

砲するが、内1Jlllに三焦状の突起を持つもので口緑断而が舌状タイ プ (177、179) と口縁断面がlill角クイ プ (173、

170、171) さらに文様を施すもの (172)。Cタイ プは肛に1で有段で孔が四角になるもの (181)、Dタイ プは「く」

に湾曲し、複数のイLを持つもの (180)である。その他に胴部、底部では 「く」に曲がるもの (174)、筒状 (169)

になるものがある。また、 182は限面の外耳で火炉に付くものである。

壺 ：Aタイ プは有頸で白粘土で斑点様の文様を施す (184) Bクイ プはいわゆるアンダガーミでII叩l耳、黒釉

(183)、Cタイ プは莉り手の壺で褐釉に類似 (185、186)、のほか大振りの壺の底部と思われる(187)もある。

灯明具 ：Aタイ プは黒釉 (188)、透明釉 (189、190)。Bタイ プは底部が二段 (191、192)、Cタイ プは燭台

(193)がある。

その他 ：サカナの型物 (197)、1じの張り付け (196)、隙面の外耳 (194)、脚 (195)が出十．した。

第 6表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (1) lll{l'i. : cm 

l:1<1 番乃 器柚 部位 「l径 器il'/j底径 似 察 /JI ::l: Jlk 
I I I/底 13.2 6.5 7.2 I : 灰釉• U'i:I」、}底部はス1、レート、フィガキー。沿}'/.・2.8mm Illチー19集石追構

ーと2 .. 
「I//ふ 14.2 6.5 6.8 I : I火釉。 U'f.1」、底部若 1こ張る、フ ィガキー。 "台—1:: : 白地． mチー18集石辿構
ロ／）必 n6 4.8 6.8 I : /.iiflli 。 直17 、 1応部は緩やかに立ち上がる、フィ jf キ ー。 J"AJ/f~-19'釉で）L文． 沿/ll-2.9叩 m uw追構

土1 
l」／底 13 5.7 6.6 T : 飴釉。直口で打段、 9屈部,/''i干張る、プイガキー。 Illスー18・19畦
I I/底 12.6 5.7 6 a : 外,u一伏籍、 Iり面一屈＂・玉I$,蛇Q)IJ,Ml!U~倍籍、7ルミナの軋，文,i:伏f11で~ilj とH枯1濃1怜， 蓋lり38:o Illグリット不明

一
口／底 12.2 6.2 5.9 〇：外If.Iiー鉄釉、内血i-1火釉。 I~ 松。蛇のbl、r.'6ft!協ー熊釉。{W'/2.9nm1 1IIス・セーJ9Pll!

第

土18 ， 0 

「l Ill: 外而一扶須、 内而一l勺化粧。外l又．沿厚3.9mm IIソー30"'杓
30 

U/1取 12.4 6.6 6 IV: 1.¥1府h.10:n、邸部張る。総釉、翡台脇～無釉。HflJ.:.:赤褐色。器Jftit.L訓II w: ノー19橙iり色氾物淵
17/底 12 5.7 5.2 rn: I天釉． 外反、底部•Ill る 。 蛇IJ)IJ 、祁台IA!施釉、 mtけ削り、アルミナmu。Jlfit : (-1地。 mチー20:i /i9 

図 r1 11.6 IV: I仮釉.1i'l:I I 。 文様：薄い胄で迎弁様文• lf:-i/1/3.5mm m 2 l¥・1 1tifllll 

l図
_j_L W.!. /~ 11.4 5.8 4.6 IV: 灰釉．虹「l、)1.~m1丸み。 総別l 、 i\'G台l1'l-1llrnil。 文様：鉄釉で縦に施文． 器/113.0nill Ill'US石追構

土 し 12.6 旧： 外反。文様：共須でVillii「1」ro」の文1)111み介わせ、n籍に属文、外雁iー全1/iiに!!!JIも文。器lり4.7閾 lシー307 lri 
版 碗 「l13.8 Ill: 外）ふ文様：共紺、外、内1fr1一園線と船文の糾み介わせ.(, 怜/'/..5.2mm ~77附

14 ｝必 5.3 川：総釉、絲台1J、)／旭釉、n付け削る。文様 ；ハ須で斜めに格(・文。 Iスー27・28追物湘
16 

15 
旦' ｝1ぷ-1 

L3.2 5.75 6 m: 外EZ,勤11.硲納闘， iU柑1:アル ミ ナ• 1£1J: 随で「奴J3bl~l:l'tt.lり面にl\f\\文 IJq)あ I: イ（． 碑5.Sca Iセー29

UL  13.8 m: 外反u 文様： 巾央に鉄釉で）L文、その同りに11(の斑点でfII状にIll!む。器/7,4.9mm lケー313附
17 11 12.3 皿：外／又。蛇のId。文様： IJl11i部に ••本の圏線その1 1\J に飴釉． 沿/'t3.8mm Illコーl9J h'10/20 

EI[ 脳 5.8 w: 蛇のII、麻台IAJ施釉、 fl:付け無釉。文様： ）""'f部に4糾1/.!i条の沈線文． I 2M (グリ ットイく1m

ll必必→ 一• 5.4 Ill: 必部一丸I~。 総釉、 1各5.4 の llliふ閥台低い、麻台内施別l 、 n付けにアル ミ ナ． lクー313焙

字
G m : 蛇のII、,n冶 内Ii甜1h.n付けアルミナ。又様：蛇のIIの跡に黒利1. UJサー19、3k'i0/20

11 11.9 lll: 1i'i:I I, 文様：鉄釉の税Jはで丸文にしてさらに省IIみ介わせ。沿）'t4.:3n加 l褐色 I:
I I/ J必 13.6 6 6.6 lll : 外｝又。 蛇のI] 、麻fll~槌柑、 l'!l,tltアルミナ(/)/fl,文様：級彫りでl,t/£文、そのI・，に飴釉。・憐J'/.3.4nmI七ー307 M 

一
己 11 9.4 IV : J'I化粧。箭碗。Iii「l。「Hi一無釉n 又＇様：鉄釉で）L文、他l;J:,'fを狭る． ID 2 M 康fJlll

UL  l」 11 IV : 黒釉。外反、 IIH「く」に炉1,11,。llflI: : I'I地。r,1Y/1/.S.Sn11n LU集ィi逍41'1/
25 底 4.8 IV : 内底ー総釉、帆槌痕lリ！瞭。同台／協無釉．夭I」に類似。目('り真のみ） Tシー275 /~1 

UL I I/邸 9 3.8 4.2 l : /尻釉、フ ィガキー。 『1:1I、底{';II:杵「張る。llfU・.:l'I地。1t:m::i.::imn1 mチー17'.i M東-11111 

LlL. 1-1/庇 ， 4 3.8 I : 鉄釉、フ ィガキ ー。 1壮11 、 ,~f'ill~\'干•JI~る。悩｝釈3.1mm イく1リJ

UL 旦旱 9.f) 3.8 5.8 r : 鉄釉、フィガキー。 やや外反、 1J.~m1nr•mる 。 文様 ：兄込みに丸文。 悩lf/.3.2n1111 I政」；tit 

主
17 8 - 1 : 灰釉、総釉か。u'(II. 文様 ：外lfiiに鉄釉で船文. ~:f/1/.4.:-1mn1 Illツー18梨石辿構

第
n; Jふ 9.2 1.1 ,i n : 外1/ii: 鉄釉、 J/~1fli : 白化粧。外反。蛇のII、アルミナ、『5台1村施釉0-器Jl/,3.5mm mソー201tJOIII半分

l~I 8.4 I : 灰釉、総釉。tt'i:1I。 Iクー193 k? 3/5 
~o 32 小呪 底 3.6 r : 灰釉。総釉、 1',沿台内無釉。)1{1L:: 乳白色地。 Iクー193 m a1s 

33 }(I; 3.7 皿：総釉、if&台内施釉、 アルミナ-・-、文様：具須で兄込みに化冬とl叫1船、外而に/,Ifれ文 Jスー307 M 
図 34 「I/J必 8.5 4.4. 3.6 川：外反強い。 総釉、 11'/j台低い、 研台内施釉。 外 I葡：，','i:,/6文と 1沿1船~- II石J1i糾I葡

1i1 35 I I/邸 8.5 4.1 :,i,9 Ill: 1u:17。蛇のn、1閲台内施釉、アルミナ、 ft付け）'fifり。 I 2 i;1 (グリットボIりl)

版
36 l」／底 8.4 4.4 3 fi rn : 1m収り。やや外反。蛇のII、,＼沿台1)、J/li!iflh、fl:付け削り． lセー272屈クチャ湛分

_l1_ 「l ill: I葡収り。」i松．外1(1iは全1(1iに以クJ{. l褐色」；（仮 5/M) 
l7 ::!8 「l 8 - N: 釦 l。l'lで外tiりに 「共」の文字。器Ji/3.4nun Iケー'.H'.H'1

39 M 37 IV: 総釉｀アルミナ。文様：外面ii::「巡」の館、 見込みにr/,',¥谷文。器fJ/4.3mm I 5層十Iシー30、21{//
40 筒碗 l」／豚 7.8 5、2 4 IV : 灰釉。 佃碗。 IIH蕉釉。 統釉、 外面はl鄭IIまで施釉。 i\~手。兵須で絵付け．岱)'/.3.1111111 Illチー18逍物湘

』 上一小碗 口／底 4.8 2.5 2.5 I : /天府b.TI'[U 、 ペク応厄 総釉。 悩）•t::!.O。llll 1コー273h,j Iヽ
42 ,-, 7.4 [!: 外uii鉄:011、1□16籍釉、内tri1(J化粧．外反強い、胴部は 「く」の'fに切1111,?.:tl't-4.lmm mグリット,(-1りI:1M 

_Q_ 小杯 口/J必 2.7 l.5 1.6 1 : かなり小さし‘・肛「l。総釉.1¥沿合1村無釉．堺/f72.4111D Iカー312 }f,l 
44 l」I/底 4.6 2.4 2.2 m: 外反．絃釉、 ,:沿台内無釉。文様：外1fii一共須で問線、酎下部に飴釉で!l[点。悩/fl.l.611111 Iコー28ZM 

注「観黙」一施輸 (l: 白化粧無し.I]: かけわけ、Ill:白化粧1/り） 、形態、文様.h~ 釉範IHI、1恰I:ヽ悶If/.の削で観察．「/lll'.l息」ーI0~20cm→1/2、接介 「＋」と必記
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第 6表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (2)
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第 6表 沖縄産施釉陶器観察一覧 (3)
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第39図沖縄産施釉陶器 (1)碗
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第15節沖縄産無釉陶器

釉柴を施さない沖縄脱の陶器で rアラヤチ」と称されているものである。碗 ・lffl・t-t>・t鍋・，,:'i::・甕 ・Xl明

具・人形など様々な器種が/J'i土しているが、多くは壷などの大振りの製品で占められている。以 F各器種ごとの

概嬰を;1じし、個別の詳釧は観察表（第 7表）に譲る。

1-'1に示すのは碗である。 I・ 2はJi7-f. に成形されたベタ底の碗で、 口悴には苫状に尖り、）II叶・ 底滞までTT'[

に落ちる。 3・4は天1-1爺碗をコピーした製1品で、 3のII縁滞には黄灰色釉、4の底部汽料の外底にはII音）火色釉

がかかる。IUL(5 ~ 9・12)は小物の中では多く /-1',,-. しており、 9以外はペタ底になっている。翡さは各々異な

るが全体的にJTl.手でII唇は丸く、わずかに内洲する傾向にある。llll13は匝手直に1でベタ底の製品。10は小碗のI氏

部で焼きがよく T啄な作り。

小瓶 (11)と息われる賓料は、河＜／氏径が2.4cmと小型で証台が丁睾に造られている。沿 (14・ 15・15-A)

はドーム状で周綽部は鍔状に横位に開き、頂部には窄珠様のつまみがつくもの (14・15)と厚さが均ーな円盤状

で、 中央に粘土ひも貼付してつまみとしているもの (15-A)がみられる。16は瓶の袋形で1も弁状に開いた「l紺

が端に付けられ、上而観は円形で皿状にくぽめられる。その中央には「l緑の逆方向に博い粘上ひもが貼り付いて

いたようだが、破損しているため用途ばj!IJ然としない。 ド部は口緑とつながり液体がたまるような空間があった

と思われるが形状は不明。17は抱瓶（ダチビン）の二HH邸をした）llnlの内側部分と考えられる白料で、板状に加

工した粘土を貼り合わせ、）I災に当てる1(iiは内側に憫曲している。

急組は「l緑に.:<:i受けが「く」の字状に付 くもの (l8・ 19・ 21・ 22)と壺のように外反するもの (25)があり、

頻部両端につり手を結ぶ粘」：ひもを貼 り付ける例 (18・21・ 22)と、）11111に筒状の収手を付すもの (24)、断而長

}j形の粘土ひもをつり手としたもの (26)がある。沖II部は完全な狩料はないが、 23・25に一部みることができ

る。 ,~. 鍋 (20)は少し外反する口緑の1110端に、 粘土ひもを貼り付け、把手としている。

27は燭台で ,~.部は欠失しているが簡状のロウソクを立てる部分と、溶けたロウをためるllllが饒輯引 きにより成

形される。底にはr「1錐形の脚が 3ヶ所に付く 。火炉は大きさ・形娘のバリエーションが豊乳1で、 111[1I気味の円筒

形 (28~32)と）11111上部で内側に「く」の字状に折れるもの (33)に大別できる。前者には円錐状の脚が 3ヶ所に

つけられたもの (29~31)がある。後者は）l111I部両端にイf.fL把手が付けられるもの (35)や、 /11111I・. 部に窓状の孔が

あけられた例 (34)がある。33-Aは火炉などの内部に据える灰落として思われる賓料である。円盤状で紺辺の

1りは収られ巾火に人きめの孔が2つ、その周辺に小イしがイ涛規JIilにあけられている。

揺り9本は口緑下部に疑似凸幣を付けて稜を成すもの (36・38)とLI沿家が鍔状に横にのびるもの (37)が中心に

出I・.しており、ほかに備前系拙り鉢を校したと息われるタイプ (40)の注u部分や、櫛11が密で色閣・ 索地など

から37タイプの脚部と思われる汽料 (39)がみられる。42~44に1図示した水鉢は浅く ）1111! I: 部が張り、 II緑は内笥

して「ltiが外側に折れる。口緑部には5から 7条沈線の波状文と、その 1・・下に沈線を施すものがある。鉢には悩

形が水鉾に似るがI1ftが折れていないもの (41・46)、:>.:1形がWr1f1i逆 Iハ」の字状か1111IでIl~iが逆「L」状に

折れるタイプ (45・49・50)がある。また、 48のように「l緑が内側に折れる鉢も確認されている。50は顕部に二

市1りの1:11化を二段の等I/Iii漏に列する。

47は大型の沿で断而は「ハ」の字状でu象点は外に折れる。）11111とII倍外側に液状凸幣を施し、その1111に11枚花弁

のl~ll./も文が11',ll~\4を骰いて刻されている 。 51は大）f~ の香炉と思われる製枯で、板状の粘上を糾み介わせて方形に成

形される 。 脚は1りに /11111からつながるように付 く 。 付け根部分は太く緩やかにカ ー プしながら~~端部は細くなる。

I I絃部には一．段に円弧の'2rlイとを密に列を成し、 /11111部は梅の枝化が線刻される。

52-58は人振りの壺で、無釉陶器111多</I!, I・. しているもののひとつである。II緑は K絃状で頻部はすぼまり、

h Iへと丸味を僻びて移行する。）11111ド半部は斜めに以っ直ぐに沿ちる。1底部の緑辺は而収りがされている。59-64

は小型の3厄で、 口緑部は断而方形で外に折れる。り煩部は直に落ち、稜を成して『1部へと移る。）IHは底部まで）L味

を保持する。hf部にイi-(しの縦耳が 4ヶ所に付くもの (60)のほか、沈線や文字らしき線彫りがされたもの (62)

もみられる。65は 「チュワカサー」と呼ぱれる ・JI・徳利の ド半部で、）以手に成形。66~69は瓶で1凶台を打し、 顆

部のIr.れに縦耳を付1(i.する例 (66)がある。70の拿本はII緑に二条、）II叶ド部に一条の波状凸叫、 その間に信花文を

11彫刻する。71~76の鉾は「l縁に沈線文や波状文 ・張り付け文があるもの (71・72) と無文でII冷成が鍔状のもの

(73)やこぶ状の突起が付 くもの (76)のほか、「l脊点が内約して内側に干．緑を成すもの (74・75)がある。大甕

は口脊点を断而ガ形に肥/l!させ直口気昧にする78と、 78に比べu縁の浅い77が11'.1・.している 。 いずれも/J..~部につな

がる賓料は紺られていない。
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79は疵などの胴下部と考えられるが、全体の成形は粗雑で索地に気泡を多く含んでいることからも失敗吊と考

えられる。80は断面宝珠状で中空になっており、形状から菟のつまみと思われる。81は股顕型の製品で、質的に

はfl訓質土盛に近いが漆喰が付許していることと形態から壺などの源として使っていた可能性がある。82は大きめ

のスプーンを述想させるが、両端が欠浴しているので不明。83は断面が丸の枠状の製品で片端が平坦に成形され

ている。

84は南ア ジア周辺の人物を校したと思われる頭部汽料で、彫りの深い刷に眉間の l~I硝らしき突起が目立つ。 85

は牛の頭部で86は人のつま先を精巧に表現している。87は鱗を線刻した魚の尾部で内部は中空。88は用途は不明

だが、ほぞ状の形状から他の何かと組み合わせる部品のひとつと考えられる。

第7表 沖縄産無釉陶器観察一覧 単位： cm 

-
6
-
7
-8

＿，
 

l:J<I「

図
i

M l盆

15 

1.9 I 6.6 

+ - l0.1 

2!J 

30 火が

31 

32 

38 1・1 Id 

,-A その 1-l I 

34 

商

9.ll 

笥
49 

12.5 

図• I 38 I I I 11 20.1 I ― 
図
版 I 庇,_25 I 39 I 

-64-



第 7表 沖縄産無釉陶器観察一覧
- -単位： cm

l火l番：¥¥ 松種 部117 I 11冷 沿tr,底径 Ill I・ J h 観 察 ,,~ J¥'i 
40 ばり外 I I - 2刷 岱色： iii,~, 淡紫IU色．ぷ地：,/,lltl色fH介む．淡，A,1u色．沿・溝：'""'・樟,u、J¥・11闇分は捐で1}、If成＂

41 鉢 I Vb~ ， 5.!l 52 I ケー285Mド祁
外側は広げたF.'illこ:i111nがみられる I憚世Jlfil＊地む：_5llil -+. クシを1叫りをあ1バ籍す．文I!:l'tt 1rll, 
芯色：外1f1i淡旧色・淡灰色、内1rti淡灰色． 以色のt~H~かに汎人、気池多く｀淡灰色．

r--:i2 
岱，閥；暢饂による1111転泊絹外,r,iナ杓l'Iし．

11 18 G ID-Aツーrnil'I物瓜 沿色 ：外11,iは淡茶Iり色.fli1/1jは11/1灰荼tu色．ポ）也：荼色：t~(-ill人、益IU色． 召• 閲：M転撓柑．文様

l4ii" 
,i, I・. 脳

岱~岱:fl 色色:胴I：：; 郎外j,k1緬に郡,m,暗にL;tかは茶茶?出出Ii条色色.条の.1・aク~P1松il1シ灰1!!K色:5fil、本a一色内耕tの£t1111迎披tlは獣l1粒淡~文．文!o（•'ilが介、 U楡fむil色l洲、さ。れf，A ;{{;tJf(IるJ也い＂色：た．IQ_悶:色条の・の閥f沈H：船饒、・I il11Ai閥にススが付n.筍 11 21.G lll-H岱Ii迅1,11/1.1辺 鑢'"'転隙tit・ナヂ削し．文

49 「
A文 紺 t

11 23G m-u・rー18 3 /M 微妙粒ill入、茶褐色．沿，

凶 i--:as 17 2~2 111-13 9-19 3附
訊：内外1fii饒櫨によ也内1叫fii茶侶控Iり瓜色。をナ索野）也j：'Jt.__1'1砂粒文様． ： じ条沈線のi殷;j),$(.
陥色 ：外1前1111/天色． 沿.l~'l : 帆暢1ft、11り＂・内 1111ナデil'Iし．文様：

. 146 II以下に・条Q)積がある

11 IG IJJ-Bツー19/Jl!i辺柑 岱色： ii加jll(lltl.色、 I1ftススにより ・:':1111.UU色。ポ地：徴砂粒・ィi炎含む、 1リ110.色． 岱~-閲．儀

図 INl11I転l~ilU1" -J'il'Iし．
<17 ii'.'! 「I37.6 I ケー285k4+ I 沿色 ：外l伽雌茶出包内1111淡t.tl色．索JtlJ:淡茶出色に(I色i:棟り込み． 沿，潤：指ナヂl•ij転情IU

版 クー285隕 -:t't.11: I Iり9外l葡と!Mlこ油状四If .f-の1111に花文

48 外 i-1 25 Ill-/¥コー193附 v沿u色：両而哨茶紫紺色．案地； h砂.粒rに、沈石線炎を介./む1す、．淡赤褐色．沿・I'll: l!!lfii柑OU、ナデ汁Iし．
25 : I ii的9卜側の I,に浅いくぼみ

~ ,, 23.1 ID-Bソー193培柑 沿色：内而淡旧色.LI籍の一部lift灰色．業地： (I砂、ll!色粒 f.Pll,/i週 色．否 -l'tl'l:(iiJ転隙1凡

― 
出色潤!till!•I• stlJl: unt~11れ: 11-1_1:祁に．一条ずつ沈線あり．

「I302 イ;1y1 僻文様色：外1f1iPff弓茶血旧ん色の削内を血廷淡茶/1I:llJ色註. ;41地：暗茶褐色、哨灰色、 (I色~:HG人. ;i;;. 関； ful転慌収．

151 
:11籍に

百 II/昨 1 11ほ 召色 ：暗茶出色．素J也．淡紫出色に「l色tili人。硲・,;11l:指ナデ．文II・LI籍に ．条の波状凸帯

を脆し その1111に 円頂丸の1~1/6を§IJする9—尉邪には捐の仕化が紛糾される．
52 ,1':< n 17 I 11 28 5脳 ~,~: 両面陪lり色 素地：白紗粒・仁II改吐lかにill人．暗条1り色．召・1;1'1:饒帽阿.,、l'Cll1'.ナデmi.,.

号,, 5． 5 

11 18 3 Ill C 、1層 悩色 ：両1、Iii哨茶紫色の釉．素地：徴砂粒ヵリ知凶;}I_(,人． 沿• 関：饒轄による日転隙りt.

I I 18.9 ・- m-13チー183層 悩色 ：外BMPff紫褐色 1/.i側淡茶掛色←累J息：茶川色L?,l_・i関： hi! 転憤Ii'.文様： n祁に-.条沈坑文．

I I 17 G 1 クー285陪+1 沿色：淡紫旧色．ポJi!!:外膊茶出色、 11,JIJtl灰色で久泡が多い．齢・ 1¥11: 回転i悶IU,
ケー28 5彫ド部

F必・ I I 25. ヽl ID-0ソー19IU褐色辺 悩色：外1m茶t.lJ色・191位色、内1(1jlリ1位色.119'-f,JIに貨 I:色Q)灰釉．索地：ィi洪.c_, 砂粒、 茶色

＂湘 I 粒f含む、 II肋赤褐色.a:1• 1111. 1色111転。掠索l）{rui,J:u(f'i'茶H'l！りi,, 
57 IIH/庇 16 111-ll船4i追構 沿色： 1f1m淡黄出色 11,j面赤出 色． 僻• 閲 ：外1flilul転僚IU、内1tiiヘ9間幣．文

様： n部に て条沈紛文，

第 58 庇 21 IU-B島,ij)l'I構 沿色： Ai屈， t炎茶紫色、内1f1il:f.色．索）也： lift茶川色粒f介む．茶tlJ色．硲，間 ：m,1椋,u、内面
帽 IIVI¥% 外,mナヂii'!し

50 
569 0 

,, ぷ1I辺1I/乙底l糾i'I!ヽ• _L  1-6.9-5 - 8 111-Bツー193府 え'.H~ : 外糾糸而州り荼色包,柑1111~1ft}灰荼'色内閃 ．1色叩索．tl地灰素J~也：紺し柑案茶NJ色也一し色舟し沿潤沿一LM..腿色uし岱辺槌し出」IJ11~,, J.!'辿~ 擦/J! IAll71i幡鑢,~.9.!i!i 18.5 ， Ill-Aスー19:!M 悩色： I 外1(dl11lt,:1~1~、 内面饒饂,~・
図 6l 8 ID-Aス・セー10Ill !!'.lf~: 11 I転即I(、内1/1i饒帽,u.

62 111-Uソー加 3/f/11:面 悩色：に外文1!ri・i;,:炎紫ら灰色、 内111i茶出色．素）也 ：暗茶川色。岱I・,J1: l11"i. 情It(,文ほ： 二条沈紐 ・条

二
沈縁11¥1 し8線負,,あり．

図 6“ 3 9.8 111-B船lill'ltlll 沿色：匹(~ ill'tfJi. 色 如地：iifLLFF色匹1J.i1h糾)灰料色色・亭貨1J<• 瓜 ：加i111l転1烈れ、内ffii暢帽,1,.
5.8 W-Bチー103 ~ 沿色：外1前灰,u色，黄灰色、茶 色．ポ地：伐紗粒、黒色,n-含む.tfOり灰

版
65 ~ 

Ulft, ,11 央茶Ill(~ 沼• 関； 外1(11111転1烈9凡」り1l1QIJL.」•ili,J({(/1._._

5.2 lll - B 島~ j迅!/II 芯色：外而は祁分的に旧色、 Ill掛色、茶111色、内tftiは以依ltl色.,fl地：外1/11約5●は哨灰色、内
26 蟻開鑢は,茶n出.包 f哨かに微妙粒． 召• 関 ；外''"は蝙帽収を縦にナデirfすが、キズ・れ沿多い、内面は

令f村『）に神なつく り．

66 JU[ 庇 8.2 I 沿色：外lflil:rdlはi訊 1出色の隋い龍 ドtりはD似辰色、 内1(1iり1灰色.,II地 ：微砂9む介む.i公紫出色．

67 底
沿・n,: 1i1,i1fijl111f研柑it vは： ク~~~i)\名s.Ji,,,,茶tu両色3'．tll~ll, 閏~エ止るユ

6.8 III-Aスー10:iM 沿色：外,~i淡：外茶1出f1il色11lf、1,l~·lrd!ft灰、内釉If耐,tr,闘櫨、1内1' ポ地：徴砂粕.fi災./J.1色• f(l色粒(-、茶川

色．沿． 潤 ~色且．1凶1.f素憑皿J也11,：． .... 赤．在色れ界uL俎一・わりず皿かn. 
668 9 

底 窄— I_J滉 沿色： lリII(!色．ぷ地： Iリlffi色．沿・閥：

I心 In-Aコー10:1~ 沿色： 11faffii/.¥lllJ色に(1色粒子、胚t.11ぶiり に介む、 1紺り色．沿，溝：饒

I 櫨11ヽ.h~ 邪は陀削り成Jfぅ
70 ,1, I I 27.2 ID - A サー20~1(,/JI! 沿色 ：外1@淡tr!色、l"lifiilりIIU包.~Jill: 石炎、荼出色粒(*む、外側1リl橙色、 1J1火淡lit色，悩，

I咀11 閥 ：外1f1i111lf,¥OOIUナデil'Iしご厳文、 内1(111111転淵1/(,文様 ：II籍外1(1)1こ一．条のllUII文、Iillllヽ．にか

ー可― 11 ~5.1 
き{Iiとしによる1か文下に ・条Q)関II文

m-Bソー19!(till色 沿色：外i/11灰色 ・Ji'(IU色、内1ffillll茶出色．ポJ也；Ml色,~('介む、茶!~色． 沿 ·1~1 : 外1rulul転l烈,n.
I: 追物~ii 文様： llli外1lii1J.I:から ．条の沈線、その lit.U/.i.111りにJi形のうずま 8状もしくは 「,,り」のIllが約1

ーす I 
まれ、 /ifl"l.i丸めたtをはり付C)る、 次に閃で1凡形の凸lilkるる帯色．油が、外状黒,ぷ,,名1色r::Ji.LJJ-,f~ Uf!2.は*U(fJ:.むQlljl、i,色[茶父軌t?.!i川、色内． 1ヱ/悶1i1肥.1•且t閲(Iえ色： 11 43.6 ID-Aスー19:11+1 沿色：外1f1J,A:lll色のツヤ撫しの精， 1/i 1nillt褐色• ~ lt!l: Inf転

173 1 セー297 ~ 
見沿隈色．文様：rl緑外001:I・ から -:条のIll線、44, クシによ

11 35.4 :11n111火から外側＆面にかけ出色II)釉博くかか ．ポ

鳩：微紗粒．償かに気泡あり ． 岱・間：内外血1111♦,;、ほ棋.'"'転R削り、のちにナデil1す． 文様：

第 テ ID —I\ スー193"i, 
ロ!.flliJ(iiに一条の沈絲．

I―1 沿色 ：咄 h't灰色．ポ地： Ii浜・ /Al色fH 介む、＊地の色はクト闘から,'t尿色茶N色.＇が•I次付さはれ切るり，色．

51 175 m-tiーク・チー百
J.;i. 潤 ：外d1i111lfr.憤肌買削り、 rliITii帆帽1ft.1111ff. 搾1ft、.!J..fl:I I柑外側はffi_i;_よ..2.1

11 31.4 沿色 ：以褐色．素J也：灰褐色、 (I紗漏人．芯，閲： 1111転隙Iii.

図 ←丙―
3M 

11 l (!I(トレンチA Jl:沿l色色_:_：以1,1J1NW色:Ji-.llJ ~J也 ： Iリl灰色．岱、関：前,mヘワ削り．文様： llf象に火.w,
77 聾 11 3G.2 Ill C ,A¥IIJ色I: 色．ポ地：貨色の I・.が9位かにlift赤｝り色のポIll! •トにねり込事れている．沿.,~c 暢

図 178 
饉111[!1湘限を閃削り1:.1:り1此形、ナデfl'!し．

11 43.'I r~ ー193M!i!IU色 沿色 ：Ii加i茶IU色．ぷ地： IA\色および,a色の:nit~ f介む 、 f(!色． 沿• 閲；1111転即~{. 苑削り,~,位

版
I: 逍物閉•I•

土追翠投亙剛．弓!!:,_;..  が＇色色,""1：.. ：,_外,消沢.,*,. ,, ●"罰1灰灰ぷ和雌迎も0•,輩節屈＾·.-—•" .. ● .. 寧~応''"州~",見・,寧岨",ぷ：,,紐"紙i苓,揺町諏・●＂叫"閲-.•屯柑“.費c. ・t , • 9 の沈鯨がぶ •tれる，りII"~( ． 底 1 ケー28!i k1°11r.11 0,. 業地：哨紺り色•I•に悩灰色、飢沿が多くり!Jillする ， 僻•関；内1/iiへ ,111依し

27 その（山 つ出み 7.7 1 ケー285 R I消II 色．僻・ 間 ：miill'.I爪．文様： I!(部は '11•JIIに成形．

m-A ,trn1, 2 ~ 色、徴砂粒．悶， 1関： へぅ1111糀．文様 ：浪喰が1寸・n.輻8(JI、翡さ3,7CII¥
1 シー32aヽ員ll ． 沿• 関： ヘラ削り1戊irJ.m,1ヽ肩，l2.&m 

！ オー29旱~ Jtlll"l" が1ir,,
1し。 沿• 関： ヘラ削り．

U 、A1tt.!色l L,!J 閲：へうl'PIり． 捐ナデ．文様：彫りの況い馴がl・軍にn,r,れる,/1¥)i. 糾7,4'1i¥__
ぶ りl 色.~l!! 灰色 ~. M!I : ナシ．文様 ：4の柑（祁、 Jりは破m.此さ5.1km、m小船2CTI¥ 

1 キー265陪 沿色；叩紫出色.;≪Jt!l: 位iり色．沿・ 1悶：柑ナデ． 文様 ：人のつま先．収mr,11から焼,tu.,に割れ

たこと晴がわ灰か色~、-I.V. 料糾6色.2.. aii 
87 Ill-A 2層,tm 岱色： 素挫_;j_(~ 沿．潤：ナデ． 文様：魚の鯖を船/(IJ.
88 1 キー29G閉 冴色： B(ff(l!!)色．索地： lifl. り色．硲 ..~, : ヘラ閲,~. 文様： 両面の沿に 条ずつ沈線を施す．
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第48図 沖縄産無釉陶器 (1)碗 ・ITTl・忌須・火取• その他
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第50図 沖縄産無釉陶器 (3) 壺．瓶• その他

-68-

61 

60 

64 

・--・ ~，~ 

65 

68 
胃 ぞ

67 

63 

'' 

57 



c
/
 五ロ

ー`
ニ

86

砂

ロ
ロ
〗
ご

◇

_9量
83

冒
82

言

｀
。
ロ
ロ
ニ

cm

如
一
[

-

2

-

2
 ｀

 

戸
冒
85

一↓璽

-

1

昌
□〔

誓

三

81W
80

77 

―・-・ 
I 

78 

第51図 沖縄産無釉陶器 (4) 大鉢・甕• その他
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第16節陶質土器

陶質土器は盛/q;{で「アカムヌー」と称される製品で、橙褐色 ・黄褐色を呈するものが古める。索地は微細な粒

子で構成され四母粒をはじめとした況入物がみられる。焼成は良好な製品もあるが多くは表而がざらつき、 触れ

ると粒子が付祈する。無釉の製品がほとんどだが、灰釉や赤茶色 ・白色の化粧 I・.が施 されたものも若干みられる。

描柚は土鍋や灯1リ1JJll・火炉など直接火にかかるものが多く、ほかに!Ill・ 鉾・急須などの輯輯引 きによる沿物か

ら手捏ね成形の鈴や人形などに全るまで、 様々な製品が製作されている。このなかには既に報岩されている行政

棟 ・議会棟の閲査で得 られていない器稲も含まれている。ここでは器種ごとの概嬰を記し、個々の特徴について

は第8表の観察一覧に氾した。

口縁部 1は形手の前に11Illで、「l唇はわずかに尖る。内外面とも饒轍痕が1:1立つが丁涼に成形される。1底部2は

ベク版で、「l緑部同様に卿櫨痕がみられる。ベク底の皿は口緑付近に煤が付か';-している賢料が多数みられること

から、多くは灯明として制作されていたと考えられる。 3に示した皿は高台を付 し、口緑付近に灰釉を施してい

るが、内外面に煤が付がi• しているので 4 と同じく灯i~] としての用途が考えられる。 いずれの汽料も厄手で口縁は

若干内粥させ、口唇は丸く成形される 。 5 はベタ底の小1111で前記 したDTI~ の径を小 さくし、口縁をさらに内陀さ

せたような器形をしている。

6~8は土鍋で多く 出土している器種のひとつである。基本形は器受けの機能を有する鍔状のU緑が、外側に

「く」の字状に折れた状慇で付く。口頸 2ヶ所に断面丸形の粘土ひもを貼付した把手が付けられるタイプがある。

把手は6の下向きと 7・9・10の上,,,jきがある。 11は土鍋の把手で胴中央付近に付くものと考えられる。鶴隠引き

により筒状に成11多され、 付け根部分より末端部が若千広がる。胴部は6・8のように17頸から真っ前ぐに落ちる

ものと、 7・9に示した丸く張るものとがある。｝底部は枚l示していないが、 概ね丸昧を持っていたものと考えら

れる。

12・13の鉢は、 I.J縁部を厚手に成形し1)ヽJ柄させている。12のように）llnl上部に波状文を巡らせるものが多い。

胴部が簿くなる1頃向から、底部は 2のような形状になると考えられる。

14~21に示した火炉は、 陶笠tL器の中でも鍋に次いで多く 出 I:しており 'ITIJI多と力形のものがある。III形の火

炉は口緑が、 a.「く」の字に内1し［するタイプ (14)と、 b.直l」氣昧のもの (17・20)、c.逆「L」字 (19・

21)があり、胴部 2ヶ所に横位に布孔の把手を貼付する例 (21) もある。18は方形の火炉の脚部と思われる汽料

で、形態から 4本あったと推される。なお、円形火炉の口唇 ・胴部には回転させながらl'=l化粧上で圏線を数条施

文するもの (19)がある。

急須 (22~25)は博く饒饂:JIきされ、口縁部は玉緑状に成形されている。口頸 2ヶ所につり子を結わえるイ=ifL

他手が縦位に付 き、）ll1il中火には輪禎み痕のみられる沈「］が斜めに付けられる。

瓶の脚部と推測できる資料を26にぷした。＇饒輯引 きにより浙I面「ハ」状、ド部は沈線を一条巡らして段を成し、

わずかに肥）ばさせる。

27・28は小準の戒で、 口緑部付近と底部が柑られている。いずれも饒！腿引きで薄く什：I・. げられ、 「l縁は-~絃

状、 墨J1部は直に治ちて）iiへと）ムがる。｝底部は胴から斜めにまっすぐ ドがり、角を付けて仇付けに至る。

鉢か甕の「l緑部と思われる29の資料は、 ）且手に饒櫨成）杉され、 口緑は逆「L」字状で上而はわずかに丸く』削似

される。II罰は緩やかなカープを描 くが、 J1111l部への移行は不明。

益 (30~32)は次の 3形源がある。30はIUlに似るが、 Jlllでいう邸台部の角度が外反気味でつまみやすくなって

いる点から硲としている。31の汽料は、 T頁部に断而袋形の撮みを付けた芯で、 雨傘状にカープしている。）氏而は

ズレ防化のための脚が店台状につけられる。32は大型で）りi手に成形されるが形限は31の撮みが無いクイプで、 1こ

面には二条一組の沈線文が二組施され、赤荼色の化粧土が掛けられる。化粧上は1双く 掛かっており部分的に剥落

している。

33~36の野料は手捏ね成形によるものだが、色濶や索地がこれまでの製品と類似する ことから、 j:製品とせず

本節で扱う こととする。33は動物の脚と考えられる汽料で箆削り成形され、つま先は縦に三条の線刻を施すこと

で4本の指を数えることができる。34は建物の屋根の一部で、半城竹悴状工具の内側を利川して丸瓦がri:かれた

状慇が表現されている。35・36は鈴の柄の部分と推察される買料で、 2点とも先端の断而は尖り 、ひもを通す

ための孔を布する。35は）りi手の丸い）叫状、 36は刊訂子で1りを取ったバチ形を足する。
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第 8表 陶質土器観察一覧 WW.: cm 
図 番I'・ 堺M flllfゞzI IJ't. 器似i底径 Ill I· JU• 観 寮 >Ii 削

I 11 L!JA イ；Iり1 沿色：間出色.,l{J也 ,/iHU色粒(・,沿， l~'A , IA! 外1(1i饒植11,.1111転!~Hit. 又＇様：なし 。

2 /Jく LO I セー30 沿色：内一淡出包外一淡tu色..≪Jill, lit色， (J色粒 f・， 内一i炎IU色、外一祓l(l色。 沿• 閲 'JAJ

外tfli幡櫨)/t、htl転擦lit、文様’なし．

:l I I/Ill! l3.7 Iヽ.I 6.1 Ill―B Ul! i鵡1情1111辺 堺色：淡褐色地に悩貨色釉.ii: 地淡悦色．沿， 1}!• J11J転撒ltt。文様： 内 外11iilこスス9、J・i"i、11

fill 柑0)内外1/1iに11湘1を施す．
I ， 

Iヽ I I/~ 只 LI 2 2.9 r, 111-B集1i追構 悩色： 11/tlQIり色．索）ill. II/fl(/_褐色・滞，閥 1111転l!'Alit、外麻1(111よヘ・）削り．文様： 内外1fliスス(、I

n、ポ地も札＼色化．
I 

r, II/底 ， 3.1 :i III-B・r・ツーJOIじ 悩色： 11(1茶'IU色．必J也・ /'ii.色 •f[!色． 岱ii• ,~I : liil』パぼ瓜外底1ftiはへ,r111り。文様： nu部のみ

ススHI'/,
第

(i 沿色：淡lit色.,!{地＇淡柑．色、赤色粒 f-,沿• 閲： l111fi.l烈1凡文様；なし．I I 22 I -t! ー28~
52 I 

7 17 136 m-B Ulィi追!/1/llil辺 器色＇淡 lil色．ボ地『 f於位色、赤色l'.げ・,沿• 関 li.11転椋痕、把r'接-?}部にr.ilf/.(.{。文様： mi 

図 部にス;11,m.
I I 

8 鍋 17 18 r セー287陪 器色：淡Ill色.;{{地＇淡 I(!色、 m色粒 r-.沿，濶 .irn転！烈痕．文様，なし．
I 

図 ， I― l 13 I 、l'--28、1陪 岱｛色：淡橙色．ポ地：悩位色、 Ill色粒に沿．潤＇回転 I御i{.文様：なし．
I 

版 10 J.J・ 一 m-B・1・-19 :l彬 悩色：赤条IU色。ポ地：，が船り色、 (I紗多く含む．沿，閥： IDI転!WU・文様 ；な し．
［ 

28 ll 把 T・ Ill-B集l1ll'.ll/ll)l、1辺 器色：淡ll!lり色．ポJ也’内一淡j,り色、外一淡lalU色、 1(1色:rn-.沿',,a:同,,;;it.暉 ．又様、な し．

枇!5cm 此さ 8cm

12 「I 22 1 セー307 lrl 器色；淡位Iり色.~J也：淡位出色、荼！り色校 r-. 悶｝・閥 'IL'lfial烈,u.文様・外面に 6,t;; クシ111/J

針 波状文．
I 

l3 I I L?. Iヽ lll - 13 ソ ー20~附 沿色： 11i-li!IU色、外一淡l(HlJ色．ボ）也：内一IIJ/1(1.色、外一淡It!褐色• 1!:I. 閥：内外ilii饒櫨If{,

文様；なし．

l4 11 14 r ク-19吐 沿色：淡ll!色。 ~Jill : 淡橙色、 llil、A•IU色粒（． 僻• 関： [ii船烈11'.文様： 1-1紺 F部を 「く」 rn・r-

状に成II多し、 .:.条0)沈船をめぐらす。
I 

15 託 ． 11 不明 岱色： i炎ll!I-IJ色。索）Ill: ili-i炎川色、 外一淡阻色。 器・ I~: (iii転l剥県、饒轄gi,文様：なし．
， 

16 脳 10 IllーIIサーl93 f,1 岱色：橙IU色.il(J也：内一1111灰色、外ー!(flij色.m色粒 (・.Ji,f転1烈痕、饒櫨1/i,:ii; 様：なし．
~ 

17 LI/ Ii~ JO c;,i 6.2 m-o m石ll'I構 ボ地： lrtt.U色。器，閥： 1111転擦根、 IIHド半部へ9削り。文様： 11柑、外1r,i、底部にスス付・-n.
18 火炉 /Jほ Ill ii 2M 1tifllil 索地： i炎latlJ色．岱・ 間； •INdねによる邸/{. 文様：火がのIUMIIと息われる.vm色の漆喰

らし8もの付汁．

l!J I I 20.6 Ill-Aコー193附 悩色：淡ta出色．如 t!J:i災m色.m色粒 f。沿，溝： 1111転隙収．文様：外1/11に4くりIIばなl'I化り1:1:

による償I線が数条．
， 

20 J.I 1 セ-287 k1 悩色：淡Ill色.,I(地：淡色粒 r-.沿• r.l'l : 1111転憤IJふ憤暢,1,.文様： 11松外1fliをくぼめてt化を形

成11、!Olli:l:l•d~VJ吹心がつ く ．
I 

21 J.r - I キー2nJ/lil ＊地： l(t出色．僻・ 1関： l咽ii":ll'illU,文様：クfirm・,は上1¥11から11111/、ドflllのパリはつぶして1此Jf;J.

一22 L「 一 I -i.:-29、,,.,., 松地： mtり色蛉 岱• 閲： JAJi頂帷暢,u.文様：外1[はIi形に成形．

一28 I I 7.7 I 1''11・.1!1 .llJtl!: latU色．硲，閥： IA!I雁饒暢,u.文様： 1 1mu11川は Ii籍状．

第
24 名頃l rlil I I 洪十，山 化逸： i炎filllJ色,~Ji!J: 1(11り色，、 悩，関： lhJj紆ー 1111転即u、沈1 1―<1,lf~!み艇。文様；注11部は I:

53 
に少し灼1111し、先沿は平たくカ ットされる.fi~},:,fそ 2cm

＇ 
25 枕11 1 シー301 m 沿色：淡lltl~色..!{JIil: j(lfU色.a:1• 関： mナデによる1烈1/l,又様：なし. /,~ 人:t'ft2 cm 

悩 ＇ 一 I 

26 瓶 脚 8.4 r•t--27 ヽ1 m .1to111 沿色：淡miu色.;≪J也：l:ttu色u 沿• 閲：内1(jj幌値11,.文様：外1mFt.Ill: • 条の!!II線．

2? I I 6.2 1 シー307Wll'lll 沿色：淡t出色地にm依IU色（じlll:I・・・ Mil~: 内一1リII穴色、外一淡Ill褐色． 沿 ·I~! : [111f1ill'M比文 様

図 : 11り1から外1rriにかけてf(t尿色の化削 I・..

版 ＇ 
28 ,,.,1 /)~ 6.4 l ソ・ クー19員I! 沿色；淡llllU色。ポ地：内一淡viIll色、外一淡l(!IU色、赤色粒 f,i:,. ,!Jlj: ,AJ一憫値I/{、外ーへ

29 り削り．文様、なし．

一29 針9 I I 27,f) I コー27 1ヽm r.:, 色；淡f(l色。 Jl:J也；淡 lit色.m色り1粒（•多い。 器• 閲 ：1,,i. 渾~I/{。 文様：なし．

30 /J.'li 5.8 1 ・1-312M遺物 岱色 ,i炎阻色.il(J也；淡位色. Ill色lll粒 f名い。 悩• 閲：外一暢帽I/{,火様：なし．

ifllまり
~ 

31 ≪.i 船み 8.8 2.7 G.i I スー27 IヽM 沿色； f(l灰0.,索地， j(l灰色．沿・濶、外ーヘう削り．文様： J:.部に!Ur1f1iがと シ哨の!Atみを付す．
~ 

32 11/恥 13.3 2.85 9A l セー267 M+-~ 一 料色：淡IUIU色Ji!JにIll茶色化1n:」:.。 索Ji!J,i炎If!色． 器・ I~~: 1111転ll'MU。文様； 1沿IHこ::.条-k-11の

29 5 k'l 圏線が2m. 

:l:l !II物 I :r.-3J 2附 ポ地：淡出血憐• 閲： J•l'Jね.m部はへうで成形．文様：動物の足か．指は 1] 本みられる。

34 その(l!J 1 シー307彫 如m:淡出色，悩・閥： u・＂状の Cl↓でJ,tを必駁．文様； Jiぶさり）仕物の屈tUc:,¥l.lわれるH料．

＇ 
I 

35 ！ ケー30:I翔 閤色： I(! 褐色.,≪J也： t於褐色．沿，閥：日ばね，文様： I: 鈴U)IIりU)r.11分か、扇状に成形．

~ 

36 1 チー:io:l/1/1 索J(¥:淡出色．岱・間： fj'j¥ね..文j;/1:1:1~ のtiりの部分か、バチ状に成I!タ“

注「ーIIは地」の狐 「＋」は接合の意
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第17節 瓦質土器

瓦質J::器は行政棟、議会棟に重なるものが多く、沿種はこれら 2ケ所の報告f'ぽを参考に植木鉢、揺り鉢、鉢、

旅、火炉、鼈、香炉、窯ふ瓶、型物などに分類した。

植木鉢 ：小陵 (1~5・7) と大型 (8~15)に分けられる。小咆O)l -7は猜木的には口緑が内陀し、口緑

に二～二条と胴下部に一条の波状凸冊文、その1{11に草花文の浮文を配する構成で、 胴下部は無文になる。草花文

は数種類がある。菊化文 (1、3、,j) と牡丹文 (2、5~ 7)があり、 他に数種類がみられる。大型のものは

方形と円形がある。方形と考えられるものは 6と10である Q 6は/11111部で小型の 7と類似の文様が施される。10は

uり：ロロ緑で口縁の角に斜めに羽状文を施す。円形は内滸する 8、9、11である。8と11は文様があり、 8は複薬、

11は三条の波状凸帯文ある。14は胴下部に波状凸帯文が施され、 11か13の胴部と考えられる。15は「L」字のロ

縁で口留上部に‘“文の邪文を施し、口怪は波状凸fj~ を施すもので｀県内ではじめての出土である。

摺り鉢 ：洲田古窯跡行政棟 ・議会棟で細かく分類しているので今mlは固示を省略した。

鉢： 深鉢と浅鉢に分けられる。深鉢は16と17で16は描り鉢と同じタイプで口緑は「く 」の字に曲がる。17は内

湾する。22は口唇部を波状につくったもので形態は逆 「ハ」状にひろがる。23は同じように波状,-,紘であるが胴

部は真っ直ぐである。24も逆 「L」字の口縁だが胴上部は 「く」の字に曲がる。25は24と同じLI縁で39cmを測る

ことから甕としてもよい。胴上部に浮文で花の文様を施す。26は底部で上げ底になる。

浅鉢 ：18~21である 。 18は内湾し、沈線文を施す。 19は前者に近いが、口緑は前口気味である 。 20はl~i手で色

も赤味を椛ぴ、外rfriに縦に沈線を施す。底部も胴部に対してrtJJ.くなる。21は直LIU縁で外面に文様、文字か絵ら

しきものが確認できる。27は小鉢で口縁は「く」の字に笥曲する。壷の第55固29は外反、 lnll忍130は直LIの小壼、

同凶31は無即の壺である。

香炉： 32、33は円形で、 32は浅い脚付き、 33は小型で内唇に段を有することからふた付きのnJ(,賂性も考えられ

る。外l面は焦色で冷布したと思われる。34、R5は）j形の香炉でいずれも）1/ilfを布する。34は)1};11が逆台形状を呈し、

35は中央に円を描くように 3回袂り、装飾する。さらに身の部分には二条の沈線で輪郭をとる。

蓋： 49のみで側面が略台形状の撮みを持つものである。数種類があるが、前2報告にないものを[l{J示した。

火炉 ：議会棟で瑚、炉としたもので、 1り形、力形＋楕jTJ形、力形の形が予想される。第561汝136は円形の火炉で

口緑部は肥Jy:する。第56凶37は脚直径53X42mmと太く安迫し、器店が7.9cmと低いことから鼈の焚き口と考えら

れる。第561文138はしきりのあるものでF前は桁円になり、底部は脚を有する。39、41、44は4依友名貝塚1112タイプ

で39は楕円形をした鼈の胴部、 41の面の部分はII唇がJI即厚し、内部に炉の突起を持つ。44の焚き「lの部分になる。

40、42、43は一つのタ イプで40は底の部分で脚を布し、 42は1」が此Uとなり、突起は縦位に装抒する。大きさは

破相 しているため不明。43は胴部の部分で38と同じように馬蹄形に洲曲する。45、46は一つのタイ プと考えられ、

45は直径43cmの大型の瑚と考えられ、 1底は活干くびれるようにヽ'r.ちI・.がる。46はおそらく、これの脚と考えられ

るもので、縦に太い溝が走る 。 47も脚と思われる 。 ；｛怜 1fli?J.'1J~~が気になる。48は方形で脚はコーナーに位附する。

第55凶28は鍔を有するもので口緑、 1氏部は破祖するが、行政棟の茶釜に類似する。第5712!.150は瓶のJlliil部と考え

られる。行政棟1113の訓斗（第93似149)の可能性も考えられる。同l:1?151は1氏部で ,-_而に備魃痕を持つことから瓶の

底部の11J能性も考えられる。1訂JI叉152は鈎を持つ円柱状で盤と考えられる。

第 9表 瓦質土器観察一覧 ll¥位： cm 
|以|附サ 悩 M 部 f立I tit 岱 ~lj ll~i'f! 形態的 1、,I徴 /II I: JI!! 

1 、h1'1,t、•井 色閥：内外一紫Jリく色．テ ンバー ： ＇丸 ll} 、 (-1 色粒が少lit。 焼成l~Uf, 1A1外．’ ヨコナグな 沿l1/.t2.5n~1 ［ ケー285陪I I 37.0 

工3 
I I 30.6 一 色間 ：灰褐色．テンバー ：雰川、1t£tn色粒。焼／必良好。内外： 日コナT.函け同7云― T コー285M 

Iii  一一 色間：外一灰色、内一淡I/く色。テ ンパー ：＇必lit、茶～）が褐色粒。焼1皮やや良い。内外： ョコナデ． I クー28SRi'! <15.7 
器1'l16.6nw

4 I I ~6.4 一 色間：内外一荼tu色、 ,1,—灰色• r ンバー ：赤Ill色粒、 ~•t rサ。 焼成艮M. 内外 ：ヨコナデ。／悩 I コー28SRり
第 )'7,19.8呻
54 5 JIM 一 色調： P,1外一茶IU色。テ ンパー ： ~•i ll/:. 赤紺四＇立。焼成艮好。内外： 3コナデ。 岱/1/.t7.6nvn I ケー28Sk.4ド祁
図 6 Ill~ 一 色閥.J仮褐色、 内一赤褐色． テンパー ：赤褐色粒、唸 ll~, 焼成糾f.内 ：ョコナ兄／器/?24.4閻 1 カー273ll!ib 

旦ユー 胴 一 色測 ：内外一淡灰旧色。テンバー： '!llllt、ぷ潤色粒．仇,&;かな り艮好。 内外： ョ コナデ． 沿1•t1i2111111 皿-8 ソ·19 位1Uf1.tl!W~
8 1-1 一 色閥：内外一阻褐色、,1,は灰色。テンパー：謀母、石炎、赤褐色粒、焼成良好．外： ョコナデ． I 6罰グリッド,f-llJ]

30 ／器Iリ17.8閻， 1:1 一 色閥：内外一淡J!f.褐色。 テンパー ： 嗅 9サ、 )A\t,l)色粒。 焼）必J~ ~f. ,1,, 外 ：ココナデ． 堺/'i,24.6血 I ケー285附
10 口 一 色附 ：外一!1¥}仮色、,,、1一灰色.,1,-灰色、サンドイツナ状．テンパー ：雲1ft、赤褐色粒。焼Iヽ又や （地区1{6)不lリ1

や良い。内外： 日コナデ。／器／屯266mm 
11 「l 一 色閥：外ーJ仄褐色、,,、1一灰ー淡灰Ill色．中一川色．サンドイ ッチ!R・テンバー：雲f!J、黒褐色粒、 1 サー285府

アバ9./JtJJtややもろい。内外； ヨコナデ。器/'J.25.0mni
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l]i f •ヽr.: cm 

30 

〗はm: ~~ 沿~;国·~t言；ft三：：；;;~;;.~~:」ここここニニ
I I 40.1 ー 一 色閥： 内外とも灰柑色、中は赤出色。アンパー：'.:.'tilt.~ し1褐色、ヽ が粒一少応Iも人。焼／必やや脆い. n 1--32 GM 

内外：ョコナr.沿／リt1z.o~

11 32,0 一 一 色間： 内外一灰1-IJ色,1,一llf)J;/(褐色でサンドイッ •f-状。 ヂンハー ： 'JtHJ、パ炎． 焼1戊良好． 内外 ： 「「T-28 GR§ 

← -J 
ヨコナデ、 11n-1印 ・デ．胴下部へう削り。／岱/'/16,7Dllll -17紐 ・戸 I15.0 ー 一色間 ：内一灰色．テンパー ：碑、茶饂粒．焼成」し好。外；ョコナデ、内一)ti部に指痕翡I惰、

卓」"~7!.r戸睛王嘉顎届：翌主：戸’•ここぞこぎ；ーコ；亨さ完言: I Iケ_.,屠ド紐

I I 25.8 ー 一 色，•関： 内外一lリ]11巡。 テンパー ： 碑、赤～茶IU色粒． 焼成JiW。 IA!外：ョコナデ．訓 6.2111111 II 1.:.31 J浪,1,部2

悶ロ ロ,.. ー 一塁:贔ご悶誓；。『mmンバー匁母、黒ー/10色粒、少瓜"人。焼成l凱 "外：ョコナデ、 1七竺竺

似I:: 外 : ~ :: こ 汀竺竺〗五::~し盆悶，應サ、門；＿焼1 位ロニ↑［芯五
ll~I -I - I 13.:~ I @,,.l1 : 紐、テンパー ：':!ti吐．叫暉。焼1&;やや脆い．外ーアバク、 内ーアパク、ヨコナデ。 I uセー囮暉0)下

ム型臨5_四

詞杞亨恥 19~1 :~ ば晶；；芦尺琴．色五ば芯此；れ悶ぷ；、デ~竺
I」 19,4 ー 一色関 ：内外一lリI/碑 ．テンパー：叫叫ii.、廿諷かなり良い。内外：ョコナデ、 ,,叩 部一1111I!. Iコー286W/ ~~r· -―砦'・:;;,_,,,紐． テンバー： 'ru色粒少止旱!t,_J'l/l_' ココナ広囀三—+二c"•凡

戸；：：I二鰐二：：三〇少::.:ロニ:~ ここここべ;:か：~I : : 三,:~
」&<8.2 7.8三攣ば9ど~霊、川一茶褐色粒。焼成暉．外一畑 lり、 1nソー""' 

っ ー ー 一 色曲 ： 外一l火褐色、 1Ji- !t~Jfit.U 色、 ,,, -tu色でサンドイッチ状． テンパー ： ';'t iサ少凪。 焼／戊やや I Iコー285/M下r11

＇い。クーナデ、「碍iに I・l・.I'/' i -_/1細 は加ヽ ナテ＇。即 /.17.0mm
一底 ー ー 一色訓 ：内外一1111灰t-U色．テンバー：喋1サ、 1淡少凪、 粘 I:質．統1戊やや）しい．外 ：Tll)Iにf1:1:lf, I I 3附 l、レンナ

三ロニf~~:るf-一：二．ロニ・:ここ口こここI: : 二言 二I=-=~二戸；ヂ三塁□三［ば晶
凶 ―I - I -I色i¥l'l:内外一f(HU色、 tl • -ltHり色、サンドイ ッ パJI. . IJ/.1戊ややnい．内外：陀削りがIll(惰．沿JI/. I コー2~

30,6皿暉19.Gnvn

II I―|― |―|色i¥lt:_,-/i,IIJ色，L'.テンパー：畑、卵岬遠叫（己皿ョコナr,叩 II.:imm I黄l:IIJ

11 - ― 一 色濶：、mu色.111-litllJ色．テンパー ：喋fl}、!.¥I粒少）it. 仇1&:良H.内外： iと横にIヽケ、 指ナァ• Iケー286M 

: ：： ー8 :：／：:／巳出IJ:：／／／:／：口 ／
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第57図 瓦質土器 (4) 沿 ・ 瓶 ・小蔽• その他

冒
56 

型物： 同図53は舟型、 54は獅子の足、 55は動物の足と思われる。

56は無顆の小盛である。57は56と同じ類のものとも思われるが、

器面の閥整やIi!¥部の形状からHt塙の）利の可能性も考えられる。

第18節土器

第58図 lは口怪が苫状で顆部は形く、 )!Jul部にかけて博くなる。

胎土に白色・赤褐色物傾粒を含み、器表面は多1L'L1tになる。器面

濶撒は外面はヘラナデ、内而はヨコナデで焼成艮好、外lfliは黒褐

色、 内1fliは赤褐色を堪する。 I地区カー284Mの 1り上。 同,~, 2 

は口怪部が1-"J側に/l叫形し、胴部に薄くなる。胎 I・.に白色物質、赤

褐色粒、金実母、石英などが多訊汎人し、必1fl.iは況和剤が剥落し

アバタになる。焼成は良好、内外面とも桃褐色を旦する。 I地区

キー295府の州土。 1は短頸、 2は無顎の壺と思われる。同IZI
3は)lliij部破片で厚さ 9nun と厚く、外而に顕~なタタキ[I、内1(1:iの

器面の晶l整は丁9釈で、堺色は橙褐色、中は灰色のサンドイ ッチ状

55 
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虞予

《
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゜
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第58図土器 (1・ 2)タイ産土器 (3)
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を星し、焼成はかなり良好である。胎土に宴園、石英、赤褐色粒が多凪況入、底部の可能性も考えられる。叩き

目の顕著さ、胎土の状況などからタイ旅土器と思われる。I地区ソー314府のti¥土。

第19節煙管

今趾の』朋究で待られた煙管は、すべて羅宇キセル（従来のパイプ型）と考えられる賓料であった。材質別にみ

ると、全体的に無釉陶器がも っとも多く、次いで施釉陶器、 1年銅製の順に吊土している。陶質土僻の煙管もわず

かに確認できたが、全形がイ＜明瞭であったのでここでは図化と詳細は割愛する。各種類別の出土状況は第10表に

まとめた。I地区の出土状況をみると第3陪まではほぼ全種類がみられるが、それより下部からは無釉陶器の煙

竹；しか検出されなかった。下品に材質別の詳細を述べる。

a. 無釉陶器（第59図5~ 7) 

無釉陶器には形態から大きく分けて、多面形と丸形がみられ、前者は雁首の火Jill・胴の部分を平たく削り、形

状が八魚形や九角形に而をもつもので、丸形は全体的に小刻みに而取りし、角を持たない形のものである。比較

的前者の方が大振りで、後者が小振りであり、また後者は赤褐色（朱色）の索地をしたものが多いのも特徴的で

ある。

b. 施釉陶器 （第59図1~ 4) 
施釉陶器には、透明の釉薬を掛け真入のみられるものと、灰釉・緑釉を施すものがあるが、緑釉は凪的に少な

く、釉が刺がれ沼ち索地がむき出し状慇のものがほとんどであった。

c. 青銅製（第591翌18~11) 

胄銅製は固化した狡料以外は、平た＜泊れていたり、折れ曲がった状態であった。8の雁首は‘‘村田＂の銘が

刻まれていた。 同様の資料が那覇市の御細工所跡から ~fl, られているが、この＂村田＂という銘については、江戸

時代、享保 3年 (1781) に創菜した村田座というきせる屋が現在の東京、浅1_,淋伊にあり、たばこと塩の他物館

が出版している 「きせる」に同型ではないが＂村 III.. の銘が人ったきせるが数点、掲載されている。可（］も性とし

てここの製品であることも考えられる。

＊付録

93年良報代の洲LU占窯跡 (I)行政棟111,の只料のなかで、 未報作の珍しい只料があったので、ここで紹介したい。

第59収112は中国の浙汀省や糾姓省などを1祖地とする蝋石でできているたYl仰の）(1往酋である。111,残念ながら火llllと羅中接続部分が一部欠mし

ている。火JIilの径は計れないが、羅宇挽続部分は内径約1cmになるであろう。全体のr・触りがrl'tらかで、Tt,に間かれていたことが分かる。

行政棟2地区な ・に一60グリット、悦乱府からの出＋．である。

第10表 煙管出土状況

ご 出＋．地序
I地区 II地区 rn地 1メ

黄上山 II名 2f,;] 3/~,j 4],;,j旦b立小 表採 4/f9 小 A B C 小 ＾ Iコ視舌L 視乱 2lr-1 3附 l丹1210 3層 2/0 3/@ H-1-
表採 lt・I・ ill' Bl・ 

施釉 雁竹 2 4 2 8 1 1 2 1 1 11 
陶滞 吸1-1 1 6 7 

゜ ゜
7 

~ 

無釉 雁首 1 3 2 1 ， 1 17 l 1 G l l 2 2 8 26 

陶岱 破片 18 18 

゜
1 2 3 21 

廿銅 -雁・竹 l 3 4 

゜ ゜
4 

製 吸 17 2 1 3 

゜ 一 ゜
3 

陶質 雁酋

゜ ゜ ゜゚上器 破片 2 2 

゜ ゜
2 

合 計 25 3 14 7 ， 1 59 1 2 3 2 1 1 1 2 4 1 12 74 

第11表煙管観察一覧 単位：皿1

図 番 滞 材 及 扱続部吸口／火IIll 出 」：~ 地
対・ 形 '1:.t さ 直径 直径

凶 滸 器 材 長 接紐邪吸1..1/火1lll 出土地
F’コl, 形 質 さ li'i'. 径 直径

第片火 施 28 12 15 皿B井戸Jtl辺(ffifllll)3層
59 llll 釉 29 15 15 lカ-28 2/M 

第 7 火 猟釉 28 14 20 I褐色 I::
59 丙―皿 f濱il 44 10 10 Iサー30 3層

図Ll. 吸 施 26 6 6 ITJ-B チ-183図 ()I:戸而lltl)

鳳
4 口 釉 21.5 ， 8 Iサ-29 A I、レンチ

逗 火 無 43 15 21 Iケ・25 4府b
33 6 JUL 釉 38 14 15 Iシ-26 4/~b 

図 ， 火11ll,: 隋iii 29 ， 7 I黄 I・.山

腐
10 吸 胄 32 6 6 Iカー30 31怜
11 口 銅 101 12 6 皿A T辛iイJ[I) 2~ 

33 12 火[Ill蝋石 23 8 10 行政棟な・に一60撹乱
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第20節土錘

土錘のii',土は総数39点で、 I地区26点（完形品一4点、破損品ー22点）、 II地区では 9点（グも形品一5点、 1波

批11111-1点）、 111地区で4点（完形ー 2点、破拍品ー 2点）が柑られた。

破拍品で両端の長さに l~I しては計測上支間のないものを含めると、最小が32.Snun 、 J此大72nm,、平均45.1mm、そ

の中で30mm台が10点、 40nun台は 9点、 50nun以上は 5点であ った。1lnJにおいては、破拍している中央部分で半分以

上残っているものも廿測可能として、最小が15.Snun、hわ大では43.2mmをyj[ljるものもあ った。閃みに平均111'(は

第12表 土錘観察一覧 単位： mm/ g 

図 Na 完破 長さ 輻 孔径 1r{hl 色粛I 焼成； 胴 撒 観 察 ,1r: J!l 材質 /I', J.: 地
灰褐色1 破 62.7 20.6 植Iv.3.8 やや良い 拍~{・ナデ 両端に孔を横位、さ らに縦位に穿孔する。瓦'j;_fIセー30

縦位4.0
30.0 

I:錘と思われるが他と形状が異なる。 7M 

2 完 36.5 2'1 11 20.1 灰褐色 良い 拙ll・ナデ 孔にl;IJ痕と扶り、 一祁1'1然釉が兄られる。刷11Iカー274R3 

3 ノヽ'じ. • 34.5 22.5 7.5 14.6 茶褐色 艮い ナデ 孔にり）痕あり。 瓦伐 Iカー296灼
I 

第
4 破 49 18 4 15.4 灰紺色 良い ナデ 孔に切痕がみられる。 凡711西側流込

60 5 破 55.5 18 6 16.7 灰褐色 良い 孔は,mさ、先が丸くなっている。 瓦’伐 Iオー284卜0
図

． 
6 破 43.5 33.6 12.5 33.9 灰褐色 良し‘ !kl痕 ｛しにり］痕と扶りが兄られる。 瓦質 Iコー264bM 

図 7 rノ•じ,• 72 21 8 33.2 灰褐色 良い ナデ 孔の部分は部欠けている。 瓦質 Iソー316/杓

版 8 完 36 18 6.5 11.1 灰褐色 艮し‘ ナデ 孔は丸く、 T11邪に成形されている。 J心質 I クー31トレン1

33 ， 破 65.8 22.1 4 32.6 茶褐色 良い ナデ 孔は丸く、 n班に成形されている。 瓦質 Il北側石垣

10 破 61.5 18.5 6 19.7 灰褐色 艮tヽ ナデ 孔に切痕が兄られる． 瓦ptD北側石坦

11 ,ノ-•しeo 39.5 25.5 7.2 26.l 灰褐色 良い 握痕・ナデ 孔に切痕が兄られるが雑である。 瓦質 mサー19

12 破 69 20.5 6.6 28.2 灰褐色 良い ナデ 孔に切痕あり。 瓦質 I ソー24赤柑色土

13 破 39.2 7.5 12 25.6 灰褐色 良い 柑艇・ ナデ 孔には切痕があり 、自然釉もかかる。 剥質 Illチー19奥石盟情

14 破 46.5 21 10.5 16.3 灰褐色 良い 梶痕・ナデ 孔にはりJ痕と袂りが人る。 陶伐 皿4卜；,j 
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第60図土錘

21.3間である。こうした数値から、 20mm以下16点、 21rnm~30mm以内14点、31nun以上 2点に大別すると、 20mml前後

のものが主体の大きさである。孔径における計測では最小値が 1mmである一方で、 12.8mmと大きなものもある。

計測可能な個数32点のなかで、 蔽も多かったのは 4~ 5 mmの大きさで11点あった。7nun台までを含めると20点に

のぼり、 9mm以上では8点とな っている。ill址に関しては破損品を考成して、数値を示すにはいたらなかった。

材烈は陶烈、瓦質とも得られているが前者が29点、後者は10点となっている。

今回得られたものは、長さ40mm前後、 1J1M20mm、孔径は 7mmといった細めの形状のものが多く古めている。完形

品は4点という少なさではあるが、破損状態を考成しても印試は10~20g台の軽めのものに求められるのではな

いか。一方で幅が大きく、長さに対して輻の比率が低い (ill屈太）錘は、比例して孔径も大きく、材質は陶俄が多

くを占めている。

第21節 青銅製品

本品は形状不明のものが多くを占め、湧田期として出土した汽料は少ない。 今国は~ - 釘など判別できるもの

を略述する。

a. 簡

評は破相品を含め I地区ー52点、 Il地区ー23点、 m地区ー16点の出土となっている。完形品を中心に頭部の形

状をさじ状ーaタイプ、花弁状―bタイプに分けた。破祖品も含めるとaクイプが44点、 bタイプが12点である。竿

の断而形状では、 aタイプには六角、もしくは丸がある。bタイプの竿は四角で、ムディ部分が花弁状の頭部を受

けるための扶りをもつなどの特徴があり、竿のみの破祖品の殆どはaタイプのものと思われる。また同タイプの

竿で稜の不明瞭なものもあり、これらは製作途中品と見られる。aタイプは完形品で17点と比較的多く得られて

おり、全長は16.4cmが最も長く、最短が5.8cmと、かなりの111乱がある。これは本袢と副稗というように種類の違い

によるものではないか。

bクイプの完形品は1点のみで、頭部だけの資料は 4点得られている。裏が空洞になる頭部が 3点、厄みのあ

るもの 1点といくつかの種類がある。さらに第61図12の花弁状のものは、余分な部位を切り取る前の製作途中品

と見られる。
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b. その他の製品

釘 ．釘状の製品は18点得られた。そのうち比較的状隙の艮いものを固示した。

第61区116は、 I地区ケー25、4b/0出上の釘は、頭部0.8cm、全長2.4cm。頒部はIIP打のためにjTj形がくずれてい

る。先端は欠祖するが、身の断而形は四角をなす。重砥1.2g。

第61図17は、器種イ淵明のもので17絲部分と思われるが、破片のため全体的な形状は不明である。口緑ト・部に切

り取って窓のようにしたと推察される箇所がある。胴部の/ltみは 2mm、口径6.6cm、重批10.8g、I地区キー28

5)昴出土。

第61凶18は、胄銅製のボタンで那削商業蒻＜序学校の校磁のデザインが施されている。近代追物ではあるが本追

跡の周辺とゞ（地の状況を知る上での参考資料と して記載した。 I 地区ゥー31 、 21•:1出」••ヽ巾植1.3 g。

第13表 薔 出 土 状 況

~ 分類

I地区 n地区 m地枢 ＾ ロ
黄上山 流れ畦 2附3庖 4陪 5M7M小 畦 ~ '2料b 4~~ 小 追物 A B 小

込み b at dt 梨,1:1 追物 畦 3陪 3層第一 ,I十
計

梨中 臣而 伍敷

2 3 5 ．．．．l ．． 11 1 1 2 4 2 1 2 2 7 22 ••••••...••• ..••. ・・・ ...... . ．． 
2 

............. ...... " ，． __ ．． .. 3 ．． • 
....) ... 1 1 

゜
9●'J. .....1 .. ....J .. 5 

............. "'*・・・
a 2 2 1 1 1 1 2 8 

゜
2 1 3 6 14 ....3 ...... ····••H•H••""'"" """'" .. , ... ...... ..... ・・・・・・ .............. ............ .. I●●●● 9 ．．．．．．．．．．．．． 

3 1 l 1 3 

゜ ゜／」ヽilt・ 2 4 0 5 7 2 1 2 内 24 l 1 2 4 1 2 2 2 1 6 2 16 44 
1 7 2 10 

゜ ゜
10 .............. ..... ．． .. ・・・・・ ............ 

b ....(...b .. ) .... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・" ....... ● ● , ...  .... ．．．．．． ．．．．． ...... ....... ...... ...2 .. 
l 1 2 

゜ ゜／」ヽRI・ 1 1 0 8 2 0 O O 0 12 0 0 0 0 

゜゚
0 0 

゜゚゜
0 12 

不 明 1 3 1 6 4 1 16 

゜
0 16 

A n tit 4 8 1 19 13 2 1 3 1 52 1 1 2 4 l 2 2 2 1 6 2 16 72 

第14表薯観察一覧 単位： cm/ g 

挿,~ ，.1．..: ． 

蓋筏闘 -rrci,t 観 察 事 瑣 出上地
図版

NO. 
r叔

現長

I 心ノ； a-1 2 0.6 17.5 11.9 断而は竿で六角、ムディは丸を且する。 mサー18迫物梨
~I 

2 完 a-1 2 0.5 15.7 4.7 竿の1折而はパ1り。ムディの部分は円。その境でわずかに Iセー30流れ込

太くなる。 み

3 完 a-2 1.6 0.3 12.7 2.4 竿は人すり。ムディはI'-1. I11セー28流れ込

平は2.5nunと細く、その輻は一定している。 み

4 破 “ 10.5 n:s 竿、ムディとも/,1りで、その境は緩やかに面万―杵えられ ll]シ・スー19畦
ている。

第 5 完 “ 1 0.7 11.6 4.6 "j': からムディまでは六角。M大5mmの形みを持ち、先端 Iキー29 5/11 
61 に向かい釧くなる。

図 6 完 a-2 1.6 1.6 11.6 8.2 平の断而はパfりで、ムディの稜は不明瞭、 A丙石品mと太 皿ソー20 3/惰

し‘゚

IS<I 7 完 a 1.9 0.5 9.2 4.4 錆のた必章万稜線は不明瞭。 頭部は.f}ll~に対して」・El好（，Jllソー30 4/M 

版
大きい。

8 破 ” 2.1 0.5 6.7 平の途中から下部にかけ破拍している。残イ子F宕断,,りは Ilソー30 2b刈
34 六角。， ＇必 “ 1.3 0,5 ， 3.2 「竿の断而はパ角。ムディの部分は比較的及い。 IIIクー19 3/惰

10 吸 ” 10.4 4.4 頭部が欠机、竿の面而はパ1り。 [lソー31 4/0 

11 完 a-3 0.7 0,6 6.9 1.8 頭部田a交的、輻が広くなっている。 Iイー32 2)fo1 

12 ,ノ•じ~ b 2.1 0.4 9.5 11 竿は1叫『芭・ 1双みがSn皿、ムディには右傾の斜線が人る。Iシー27 2/~·1 

13 
蓋 ” 2.4 0,5 7.7 花弁のみの賢料亨面こは竿と接合するため中心部にイし Iコー28 2/0 

が兄られる。

14 
裔 ” 2.6 0.1 2.3 化弁のみの汽料。宋資料も必而に.fLが兄られる。 Iスー29 2̀k1 ― 

No13と異なり、災面は空洞になる。

15 

~ ’‘ 0.1 1.9 製栢涵~1111111 と兄られ、品形のまわりには余分な生地がり） Iコー29 3陪
り離されず、残ったままになっている。
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第22節 鉄製品

鉄製品は全地区良好な買料が少なく、初田期とされる）科出土のものは全体の479点のうち84点=18%で、 1況乱

を受けた現代追物のffかざりが多く見られた。また 1I地区においても投乱I¥りからの出士で、追構面等からの資料は

得られていない。概観して追物そのものの状態も悪く製品として判別できるものは少ないが、おおよそ釘や鎚な

ど消耗品的な鉄製品が占めているようである。以下に製品ごとに略記する。

第62図 1は鎚で、破損して片側の部分のみ得られている。全体の大きさ（長さ）は不明である。身の断而は銹

で若千形がJtJlれるものの囮角を呈していたと思われる。封の長さは 2cm、重批8.1g、I地区クー28、4附出土。

第621図2も破拍しているが鎚と思われるもので、身の長さは 1cmである。背の名防

察すると方形のようである。重Ji'cは5g、I地区ソー30、41罰出土。

第62図 3は釘で3cm、阻址1.2g程で小さい。先端が少し欠けているが状慇は良い。頻部は側而からも分かる

ように傾斜して、身は方形である。 I地区ケー26、4/名出上。

板状製品として挙げたのが第62図4で、鉄鍋の破片とも考えられる。口径は小）ヤのため不明である。銹の付着

が数箇所に見られるが、比較的状態は良い。I地区カー27、4府柑土、預批14.8g • 

II地区からは 1点のみ記する。第62図5のもので、全長9.5cmの比較的大きめの釘である。頭部は折れて、 角

を作っていたと思われるが、銹て不明瞭である。身の断面は幅広の方形を呈する。先端は若干泊れ、身も反って

いる。状態は縦位に亀裂が兄られ良好ではない。煎屎17.7g、II地区ソー31、2bi名（茶褐色土）出土。

第62図6と7は1Il地区から得られた鉄釘である。前者は断而が方形を唱し、上部は本来の形状のものか、 一般

的な頭部をもつ釘とは巽なる。先端も泊れている。直凪9.7g、長さ5.7cm、m地区B梨石辿構 (3培上而） 出土。

後者は頭部が身より幾分111乱を持たせた釘で、断面も若干幅広に成形されている 。 先端は少し礼~れている。直J

27.7 g 、 :I.~ さ8.3cmを測った。rn地区Aサー20東西畦3附出土。

10 I 85 1120 I 38 I 2 13) 110 I 6 I J I 1:1 132 I 7 113021 2 I 2 I 5 I J4 I 4 I I I 6 II 35 
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I I 

ミ (h ~ 缶
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第23節古銭

本追跡より出上 した古銭は総数140点で地区別出土数は I地区107点、 I1地区22点、 ll]地区Aで2点、 II1地区B

で5点、 I1]地区Cで］点、皿地区内1点、 出土地点不明が2点となる。銭文 ・背文の判別可能な汽料は完形 ・破

祖品を合わせ121点であり 、銭種の確定したものは12稲97点であった。銭種は洪武通賓 1点、永楽通費 1点、乾

隆通費1点、協／災通喪 1点、逍光通衣 l点、 邸永通疫73点、文久永夜 1点、無文銭 7点、 鳩目銭6点、[(It甘銭2

点、 明治期の半銭 2点、米 1セント硬貨 1点であり、窃永通賀は史に 1期 （旧党永） 8点、 2J財（文銭） 4点、

3関:129点、鉄ー文銭 1点、四又銭5点、鉄四文銭2点、時期不明 (2期以降）24点と分類される。出 I・.銭r卜、前

径 1nm1-2 11101の孔を穿孔される汽料が 3点確認された。]・し永通賽 2点、不明銭1点で各賢料とも穿孔パターンが

異なる。第63図12は郭角外側に4個の孔を持ち、う ち3孔が削り繋げられており内孔の拡張を泣図したと考え ら

れる。同図13は 「党」の右側に孔が穿たれ、背に削られた痕跡が認められる。同収114は表裂共に限滅され銭文 ・

背文は確認できないがその形状から貨銭と考え られる。外縁付近と内側破損部の 2箇所に穿孔が確認される。 出

土汽料より各銭種及び残存状態の良好な野料を観察表（第17表）に示し（第63凶）、各地区の出土状況を第16表

に示す。

第16表古錢出土状況
幽 I 地 1 n Ju 
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第17表 古 銭 観 察一覧
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第24節円盤状製品 （第65・661以I)

本製品は日常生活の身のlfflりにあるものを打割、もしくは1丹(rJf閥整した一次製品である。そのHI途としては現

在のところ遊具と考えられている。fti.17

地区全体からは、総数にして771点出七しており、出上数は地区別にみると、 I地区は589点 (76.4%)、II地

区は30点 (3.9%)、皿地区は139点 (18.0%)、地区不明が13点 (1.7%)であった。 I地区（迫跡の南側）の出土

数が最も多い。完形品は425点で、完形率は55.1%である。完形品の直径を 1cmごとに I~ VIII類に分類し、各索

材を、ガラス a(6・7)、ガラス類似品a'、現代磁器 b (1・ 5・8)、染付 C (2 • 9) 、白磁 d 、陶質土器 e

(10)、瓦質土器 f、沖縄産施釉陶器g (3)、沖縄産無釉陶器 h (第66図11-17)、褐釉陶器 i、1灰色瓦 i(19)、

赤色瓦k (4・18・20~22)、中間色瓦 lと細分し、 I~III地区の出土状況を呈示した（第18表）。索材と大きさ

のI紺述は他の追跡でもみられるように小さなものは染付、現代磁器等、磁器類の索材が多く、大きなものの索材

には沖縄産無釉陶器や瓦の占める削合が多くなる。尚、本迫跡においては、 II類、 m類でそれぞれ分かれる。頂

さによる個体数を表わしたのが第64図である。1g ~ 5 gへかけて 1つの山が形成される。瓦（赤瓦）、沖縄庄

無釉陶器を索材とするものが多い理由に、湧田古窯跡との何らかの恨lわりがあると思われる。I地区は4層から

削えはじめ 2 1•~でビークとなる 。 大きさを陪位的に観察すると、径の大きなものはやや下,~より出土する傾向が

ある。lI地区については、 出土数が少なく傾向をつかむことはできなかった。II1地区は、 31杓からの出土が多く、

N類以上の割合が多い。また、今回の閥在では数例ではあるが集石追構や、溝状追構等から出土する例がある。

その用途を考察する上でたいへん重嬰なボイントになると思われる第66図8のように底部の，店・台内を使用するも

のや、図6のように板ガラスを索材とするもの、図 5のように打割後、全体を(r)f聞するもの等負屯な賓料を得る

ことができた。剥離力向は、外面から内而へ剥離するものが全体の75.5%を占めており、次に1刺面を剥離するも

のが17.6%、内而から外而へ最l]llllf1するものが5.5%、剥離後、 研府や摩耗等によって不明なものは0.4%であった。

平面形は、円形が40%、不定形が30.3%、楕円形が24.6%、方形が5.1%で、 円形に桁円形を含めると64.4%と過

半数を超える結果となった。

畠

100 

50 

゜第64図 重さ による内分け

第25節円盤状土製品 （第671::<I)

本製品は、いわゆる円盤状製品が、 Jt、器等を打,'IU潤撒した二次製品であるのに対し、初めから、円形、桁Pl

形の平而形に索焼き した一次製品である。吊土総数は15点 (I刃1~14)で、 I地区黄土山の周囲 2},; りからその大

部分が出土している。Hf:,土は橙褐色あるいは淡橙褐色で、鉱物が少屈混入する。断面は台形を晶し、楕円形のも

のは半月状の形をなす。大きさはそれぞれ18mm土11nmほどで、 一定の規格性がみられるが、厚さ、可［さはまばら

である 。 類似品としては、那崎原迫跡ltt~、南山城llt9等から出上している 。 また、本土の泥面了.ll20 (が保～明治初

頭）にその形態は似ているが、型の伴出はなく、本製品は円盤状のもののみで、人而、動物而等を型抜きした複

雑な平面形を呈すものはない。個々については第19表に？示した。
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第18表円盤状製品出土状況
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第19表 円盤状土製品観察一覧

番号 /1¥t地点 長径短径 )「/.さfF(さ 備 考

I Iサ-31、2R・1 19 17 7 l1.:_8 文様は不明、孤1・（j］ナテ~1u,11整。

2 不明 18 17 5 1.8 表而）~~耗し、文様不明。晶面ナテ郡l照。4と同じ文様？

3 J工-31、2Jfj 18 16 5 1. 7 表狐而附耗している。矢印のような文様あり。

1 Iエ-3]、2W1 18 17 5 1.8 殺而少し屈耗する。6枚の化びら状の文様あり。

5 1ク-28、2陪 17 17 5 1. 9 裏而ナデ隅戦。丸に二の沈線の文様あり。

6 質土山 18 17 6 2.1 必面に明瞭なナデ浪I整。）］の鍔のような文様あり。

7 Iオ28、2附 17 17 4 1.4 表泌而暦耗する。走るうさぎのような文様がかすかに確認できる。

8 Iコ-29、2M 18 17 5 1.8 全体的に閉耗する。11とは対級的に田のような文様が凸。， I ク -29 、 2/~ 19 17 7 2.6 他の物とは追い平面形は桁円形、断面形は半月形、表iTci}怜耗しているため文様は不明。

10 Iキ.zg、2M 19 18 7 2.8 平断而形は 9と同様。淡而ナデ間撒あり、表面磨耗しているため文様不l月。
11 I コ •28、 2 陪 17 16 4 2.2 殺面に指紋あり、側面に 2本の沈線、 8と対政的に田のような文様がIJII。
12 ぷ明 17 16 5 1.4 丸に 「エ」のような文様あり。破拍品。

13 Iケ・28、2M17 16 7 2.6 全体的に磨耗する。中央の円を中心に 8つの短沈線を放射状に施こす。

14 Iエ-30、2荊 19 17 ， 2.9 全体的に）屈托する。平 ・断面形は 9と同様。文様は観察できない。
... --・--・・ ・・--.. -・・-・ ---- --

叫如mn1/g

第26節碁石

第68図1~5は碁石である。これらはその断而形により、半月状のものをAタイプ、レンズ状のものをBクイ

プ（現在の碁石と同じ形状）に大別することができ、さらにAクイプは直径により、径の大きいもの (20mm) を

a、径の小 さいもの (16nun)をbに分けることができる。 I地区南側 （黄土山近く）の 2附から梨中して出土して

いる状況で、総数にして11点出土しており、 うち 7点が完形品であった。

追物の詳細については観察必（第20表）に瓢した。なおBタイプのも 断面形LA 半 月状丁~ ~i塁翌二
のは、対応する黒碁石の出土は確認されていない。類例資料 として御細 B レンズ状

工所跡n叫J出土がある。

第20表碁石観察一覧

番 長径(nun)厚さ(111111) 瓜さ(g) 分 類 備 考＇'』し

1 20 7 4.0 A-a 石製品OAI色）．二次的な火熱を受け、よ而がマープル状に溶解する，(Iウ-322M)破m品に白色襲品あり．

2 16 6.5 2.] A-b 石製品（黒色）。表而にやや光沢あり。(/IJ-1・.J膨fl月）

3 16 6 1.9 A-b 材質イ澗I(白色）。一次的な火然を受け、全体的に風化する • (I黄上山）

4 16 6 2.0 A-b 材質不明 （ガラス質〕（淡緑i'I色）。二次的な火熱を受け、及1/iiが風化する。(Iク-29 2 M) 

5 27 6 2.4 B チョウセンサザエ複製．＆面はT寧に研聞され光沢がある。裏面は雑な擦痕が絨られる。(Iオ-312層）

□ -G-0 
こ

(!) -~-0 
こ 2

 

こ二〉

I 

こ二3

5
 

5 cm 

4
 一一一

第68図碁石
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第27節石製品・石器
心器、石製品は53個出 1こした。出土状況は第21表に示し 第21表石製品・石器出土状況

た。今回は時間の都合上主なものについて報告する。

軽 石： l、2は軽石を加Tした製品である。1は略三角

形を呈し、表面は，岱を片切彫りで彫刻、裏面は周縁を1J1M

2.0mmのエ具で縦に彫り、径2cmの鋸状の1月になる。さらに

中央に1.5閾の点を巾心に Zili伊lの文様を施す。また、底辺

の面には径l.Snunの小孔を径12nunの円状に配す。全体に丁痢

に研刑加工する。大きさは 6X 4 cm、厚さは2.61闊、市さ

12.2 gを計る。m地区Bチー18(井戸南側）3形（地山直上）

出土である。同図 2は長さ6.2cm、111篇3.9cmの桁JIJ形で上面と

下面に径13.1mmの溝状の円周を施し、内円は10.4叩1を残し重

さ18.8gを計る。また、側面にも径12mmの円状の浅い狸み

~ 捕類

石球

胃サンゴ

硯 以沿

IO.fi 角IXI石
敲石
板状 石英

砥石 小
サンゴ製品

軽伍製品

合計

I 地 区
訟lり） 2層 3 層 ，110 5 ~6/kl?層

2 I 3 り 3 1 
I 2 3 1 1 

1 
1 

3 2 3 12 6 2 1 
1 

1 1 
2 
4 I 

2 1 
3 10 5 13 7 3 l 

［地l凶 m地区
介HInイン撹乱 3屈染石

1 l 21 
8 

J 

1 
1 l 31 

1 LL 
1 1 

2 
2 

l 1 I 8 
1 l 

2 l 6 
I 2 5 3 53 

が見られ、さらにその側面には径4.9mmの孔が兄られる。本 第22表石 球計 測一覧 単位cm/g 

品の用途は後述するチ ョウセンサザエの加工の痕と大きさ

が一致することから何らかの閲係が考えられる。rn地区B

チー17(井戸南側）の出土である。軽石を加工した例は玉

城城跡、銘苅原追跡にある。

板状： 3は石英を板状に加工した ものである 。此 さ

39.8nl!11、1J1ltl14.7nun、1¥さ6.4mmの浙面が長方形になる。 I地

区セー27、2FTi1の出土である。

硯： 4は硯のJIilの部分で、狐面に文字らしきものが確認

できる。石質は赤色頁岩で、 研）藉痕が縦横位に顕著に見ら

れる。Il地区チー29溝側の出土である。他に黒色頁沿も確

認される。

砥石： 5は粘板岩を板状に）UIILしたもので、砥石の一部

かと考えられる。旧地区Aシー19南北畦0~20の出寸：である。

同図 6は凝灰岩で、上部に径4.0mmの小孔を施し、厚さ

13.3mmを測り、 I地区ケー28、2Mの出土である。10は凝

灰岩の一端を1rlTI而か らjiffいだものである。最小幅11.8mm、

最大幅32.8闘、長さ75.6mmを測る。砥石の一部である。I地

区シー27、5/0出上である。

石球： サンゴ、石灰岩、 砂岩、軽石？の 4種がある。第

20表に示したように31点吊土している。人きさは 2cm~ 6 

cmにまたがり、特に 4cm以下に75%が梨中する。種類では

サンゴ石灰岩が21個で全体の70%をぷす。ほとんどが I地

区の出土であるが、 II1地区からも 2個出土している。

敲石： 11は頭部に弱い敲打が認められ、 側面に研府痕が

i忍め られることから胴石のたぐいを二次加Tしたもので、

先端部は敲打が確認できる。裏面は摂理面の凸部分に研／藉

間lji石 1t/澤認:[たて！よこ！重さ i 出七地
I 砂岩 フヽ一‘Cー・ 6.74 6.29 268.7 !Iキ-285/!I 
2 砂岩 完 3,64 3.56 59.6 Iコ-274/0 
3 サンゴ フヽじ 3.84 3.72 21.3 Iキ-285罰
4 サンゴ 完 4.85 4.6 61.4'I褐色土

5 サンゴ ,フ.,.じ. 3.39 3.11 19.7 lス・264形b
6 サンゴ 9フ―・じ~ 4.27 3.94 43.6 Iク・266附
7 サンゴ 完 3.73 3.26 22.9 III -Bク193 
8 サンゴ 完 3.82 3.47 31.4 Iケ-274/悦， サンゴ 完 3.41 3.24 20 Iス・264/杓b
10 サンゴ 5も 3.05 27 
11 砂岩 完 4.8 4、4 85.l Iシ-307/~ 
12 サンゴ 心9じ 2.96 2.85 14.3 I ::i-27 3/,;,1b 
13 サンゴ 破 6.t9 5.65 162.3 Iス・274彫
14サンゴシも 2.11 2.08 4.8 !！ Iキ-293附
15サンゴサ6 2.8 2.66 14.1 Iケ-274層
16 ,(5)J. りt 3.55 3.33 42.6 Iケ-254/0b 
17砂 岩完 2.12 1.88 8.4 Iク-284/f/ 
18サンゴ完 3.47 3.36 21.7 Iカ・285)利
19サンゴ完 4.15 4.03 45.7 W-Bチ-18
20サンゴ完 4.25 4.04 45 Iコ-274陪
21砂 岩完 2.8 2.75 
22サンゴ完 2.78 2.6 12 ! Iケ-285町下洲
23サンゴ完 2.79 2.57 13.3'Iキ-27 4/~•1 
24サンゴ光 2.6 2.36 7.3i !， ！ 1ケ・264庖
25砂岩 りJ50.5 46.2 106.9 Iキ-29S/i;3 
26サンゴ完 3.25 3.02 17.8 Iク-28 4/~1 
27サンゴ完 2.09 1.84 6.4 Iキ-303M 
28軽石？ 完 28.3 26.3 7.6 Iエ-302/N 
29砂岩 完 3.67 3.07 33.7 ,Iコ・266層
30 サンゴ 破 3.27 2.8 16.9 !i Iコ・284陪
31 砂岩 破 3.52 3.16 34.8 Iケ-285/M 

が認められる。絃も1藉滅、一端が尖ることから敲石として 注：図の69図7(HHllils) 8 (fl惰lll)9 (ill'禎1113)と同じ

使用 したと考えられる。 I地区セー27、4陪（砂利罰） の

出土。12は角l)tl石の礫の端部を研磨し、光沢が兄られ、破拍部分はそのまま残す。平而形は長楕円、横断而は

袋形を呈する。縦14.1cm、横5.5cm、Jy:さ4.7cm、他に加工痕は無く 用途は不明である。皿地区Bチー18、3r,; り出

土である。

-93-



聾言
鬱

，
 

cーニ
8

雷
I
 Q
 

'
 

＇ =
.

 

｀
 亭

ヽ
象
惰
¥
¥
3

＇血

ーロ

4
 

．＇ -
5
 

_
1
1ー
ー

ー

ー

ー

一

ロ
〖
旦

1

ロ
〗

1

ー|

_

6
 

,, 
ー

12 10cm 

第69図 石製品・石器

-94-



第28節 骨 製 品

,,, 製 品 は第23表に示したように（莉プラシ、ポタン、サ

メ脊椎有孔、ヘラ状、棒状、その他の計24個が得られた。

第70図 1~5は歯プラシである 。歯プラシは頭部の形で

隅丸力形、 桁円豚植毛.fLは 3列、 4列がある。柄の部

分は先端が方形、丸形、尖形があり、その孔には胄銅の

棒状の金具を装昨する。 4に 「TOKUSEIHIN」の銘も確

認でき、詳細 は第22必に示した。

2 I i I 

同図 6~8はボクンでいずれもウシ11を 加工したもの

である。 9は箸の破片で、 10はヘラ状の製品で類似は伊

原辿跡lt22、住屋追跡＇叫こ報告がある。 11は細沈線で彫刻

を施すが初 めての出土である。12はサメの脊椎の穿孔を

施したもので径16.lXJばさ6.ln刑、孔径2.8mm、 両 面穿孔。

I地区不明。

第24表 骨 製 品 観察一覧

闊・臨 荷サ 器 種 観

l 如部、面：桁円、孔： 4列 1l1Ti111.6 J恥4.5

ー・
ボクン

サメ脊椎有孔

ヘラ状

棒状

その他

合 計

察

2 頭部` 顎： 5.6X4.3とKlllt,、頭 ：隅丸）i形、孔： 4列 幅10.5 Jf/.1 

1 1 
1 

1 l 
1 

1 2 
l 

1 
1 

1 

3 4 ， 

3 園プラ 柄部、先端： HJ核 l祈面：隅）し）i形、例1部え ぐるように細くなる。 孔：なし。幅10.2 厚6.2

l 

1 

5 

第 _.:.._ ii シ 柄部、頸： 4.4、先端：尖る。断而：カマボコ状、孔に作銅の金J..l.、洵糾1組織露Iii 幅12.3 Jlt7.5 
70 5 柄部、先端：尖る。表而は中火に二条の沈線、さらに左右は1ms.On1111単位で袂りを入れ、その1/IJに幅
区l

広沈線で彫り、般状1こ装飾する。炎「(jjは研Ii'りのみ。断而：カマボコ状幅10.6 J!/-6.l 

図 6 完形、表面：沈線を猜1、内径7mmに段をなす。 狐而は紺を削る 。 孔は•直線上に 3 つ穿孔する。

版 孔径7 幅19.1X19.6 厄3.4

39 7 ボクン 完形、汲而に似打り。内径5.5nm1。 •段低くなる 。 孔は中央の?Lを中心に上下左れに HLを陀す。 ,ir.111

8 完形、坂而は幅2.3n1111の紺収りのロクロ挽さが確認できる。中央に穿.fL痕があるが八通しない。裏而

は「如：： f~f Jf,1. 111Ti121.1 J釈3.1
9棒状 胴部、断而はJj形～円,r~. 笞か幅5.3 J恥1.1

10 ヘラ状 ほぽ完形、 fiJfl餅痕。両端に薄く、さらに1りがJ収れる。幅53.2X8.lJl/.2.3 

lJ その他 破片、 mオ、必に細沈線で人や風J;tらしさ彫刻を施す。災而は段をなす。光沢が布る。用途不明

幅8.9 19'.4.9 
頻部、加： H1円、イL: 1列輻11.6 厚4.7

屈i部、碩： h形、孔： 3列 ,1w10.2 iヰ4

憶l
り~j部、先瑞： IYJ!JL)i/! 多、 断而：カマポコ状、先端の孔に1'i'銅の）し（J□が残る。幅11.6 /以~-9

Ill" 別i剖i、屈i:NWI、孔： 3列 ,ir.111.1 JiJ.4.3 

閏測 罰w贔、 ・JL : 4 グljI狐閲9.9 J双4.5
の

園プラ 顆部、ゆるやかにくびれる。横断而：朴佃 1):.15.8 l'i.1.8 な み
し シ

柄部、及）j形、未製品幅8.4 J耳4.9

柄部、孔：大きい、緑に彫刻、位15に類似。断而：カマポコ状 l郎19.8 /'?6.7 

柄部、断而：カマポコ状 l)f,!11 Jf/.5.5 

柄部、 IV渾i:Ji形、先端： 尖る。孔径： 3.4, fi)f)Jり痕：横位にl/Wd'。洵糾1組織をn111。幅10.5 )173.6 

柄部、先端：丸、 1析而：カマポコ状幅12.1 1%2 

柄部、両端破損、I析I面：枡円 幅8.7 /f/.5.3 

第29節 貝 製 品

a. 棒状製品

3 
I 

1 1 己
1 4 

I 

旦
3 

1 
3 

I 

旦 ．

旦一
1 
1 

） 1 1 24 

lj1位： mm 

出土地

Iク・29 2/G 
I紋土山

Iセ-29 地1J」w稲

Iケ-29 2M 

I黄上山

I 力 •J I 2)('.1 

Iカ-31210 

必採

Tサ・28 2)怜

Iキ-29 2/~ 
Iク・::lO IYi北畦

Tサ-313Ma 

Iサ-30 3W1 

Iサ-29 2M 
Iサ-31 2)競

Iセ-30 7M 

!Il-C 3/M 東側

淡褐色土

Iサ-28 2M 

Iサ-31 3J~a 
Iウ-31 2M 

I紋上山

Iサ-31 310a 

I コ-29 2Mbトレンナ

第72図 1は枠状に加工したもので、 一端は削 り而が源著である。 横断面は直径6.5mmの 円形を呈し、残存部の

長さは4.4cmを測る。具稲は形状からクモガイやスイ ジガイなどの突起部分の可能性が考えられる。 I地区コー

31、 211:"1の出十．である。
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b. 匙状製品

Iii]図2は匙状製品の柄の部分でヤコウガイをかなり削り込み、表殺面とも兵珠附のみを露出する。殻口部を柄

の項部に用いたものでl立大幅3.2cm、/'tさ3.6mm、残存長56.3n皿を測る。I地区セー27、4),; イの/J',I・. である。

第70枚113は夜光貝をかなり削り、匙状にしたもので、 liil:小幅16.7卿、 lit大/173.3mmを測る。Il地区キー28、2Wi

の出上である。同固14はチ ョウセンサザエの殻に10.8nunの孔を4個あけるもので、 II地区スー29、2R1の出土で

ある。ボクンを収った後のものではないかと思われる。

c. 板状製品

第72図3もヤコウガイの体J,;1を板状に加tしたもので結節部及び周緑を打割潤整の後、 Mfj料）JI」工を施したもの

である。最大此12.5cm、最大幅5.1cm、最大厄0.9cm、ほぼ中央に径13皿の孔を両而から穿孔する。必而採集であ

る。同枢14は3と同様の部分を用いたもので周緑及び結節を打割濶整し、 側面からみると全休を板状にする。最

大艮12.6cm、最大幅5.3cm、最大肛10閻を測る。I地区セー29、3層の出土である。

d. 未製品

同図5~7はいずれもヤコウガイの成貝で、体肋部を打胄IJ枇l整によって取り除き製品を加工したあとの残存部

分である。5は殻口近くに穿孔あるいは深い打割「→」が確砒できる。6は径1.6cmの孔を布し、殻「1部分は破

拍する 。 7 は体M部を 」-1_~に除去する。

ヤコウガイはすでに報告されている湧Ill古窯跡議会棟でも自然貝の中にかなり検/1',されている。また、ほぼ同

時期に屈する御細工所跡1m, 銘苅原迫跡lf25からも確認されている。今後、この時閲jのヤコウガイについての歴史

的背批を踏まえると梨計には細かな分類が哨まれる。木追跡のヤコウガイについてみると 2の匙状の完成品と3、

4の製品では取る場所が異なる ことから、匙以外の用途が考えられる。3、4は次体／名近くの体肘を用い、板状

に加工することから螺釧の材料ではないかと考えられる。

第70~115、 16はチョ ウセンサザエの盗の表面に径 I cm前後の研}ft/を施し、裏面は研料と絲に剥離が見られる。

15は30.7cmX27.9cm、最大厚9.5nm1を測る"I地区イー32、31杓の吊土。16は23.lcmX21.9cm、最大厚8.4mmを測る。

I地区エー32、3ff1の出土。17は表面は股頭形になり、表而にアバタが見られ、裏面は廿昧を僻び、ガラス’質を

足する。径15.8mm、/fJ.さ6.1mm、I地区カー28、5陪の出 I:。前者は第68図の 5の碁石の未製品と芳えられる。後

者はlriJ脳12-4と同じもので具か他の材質か不明。

第30節ガラス製品

似II坂37 l -10は下で、色はコパルト、緑色、翡翠色、 l'I色の種類あり、孔を*川に巻き付けるクイプと/ijf磨に

よるfI~I·. げがある。以下、 大きさ、 色、サイズ及びm七地については下記の必に示した。制作の傾向をみると翡

翠色はイiJfj料されたもので他は巻き付けの技法によるものと思われる。

I吝II坂37 11 (第71凶）は直径11.8mm、翡さ11.8mmのポタンである。表面は放射状の校様11条を施し、 1氏而はリ

ング状に直径3.6nll1lの孔を持つものである。必l面は縦に筋が確認できる。必IfLiはリング1111,i3 mmの•/1} を接許してい

る。I地区エー32、2J,;,1の出上である。

第25表 ガラス玉観察一覧 .. 

No lli J.: 地 残({ 径 }'/. さ屯さ 色 観 察 ~ii: 項

1 lカ-30 2 /~•·i 完 0.55 0.5 0.2 コバル ト横筋、気泡。

2 Tコ-27 4 IM 、ノ•じ,, 0.81 0.67 0.5 白色 横筋、光沢がある。

3 I黄十JII 破 0.27 0.11 0.6 コバル ト横筋。
4 Iオ-31 2 /0 吸 0.28 0.21 緑色 \l~ 作り、 研府痕。

5 Iキ-28 2 /~•;l ~) •I, ,. 0.41 0.32 0.1 緑色 横筋、気泡。

6 Iキ・28 2M 吸 0.45 0.33 緑色 横筋、気泡。
7 Iウ-32 2附 、.I・じ.• 0.48 0.37 緑色 横筋、氣泡。
8 lク-30:rtlおtうイン）完 0.29 0.18 翡翠色 イしの周辺に/i)f)料痕。

9 Iサ-30 :11名 ‘ノ’じ』. 0.38 0.23 翡翠色 flの籍に~(泡が｝↓られる 。 ＂面にM閉痕か，
10 Iケ-26 4 Mb 完 0.48 0.41 翡翠色 横筋、気泡なし．イしの緑、久:m。

単位 ：mm/ g 

◎
 
舎

。
3 cm 

第71図 ガラス製品 （ボタン）
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第31節均渦

今回の測杏で14点のJ:ltJ-/,'bが出土している。人:Jiの白料が皿地区の集石辿構やその近辺でm土し、賓料の半分が

良好な状態で得られている。紙面の都合 I.:.、グも形の汽料から椋本として 2点1忍lぷし、それ以外の賓料については

第26必で特徴を示す。第73図 1はLI径 6cm, 1•,·5 さ 5.8cm、器N0.6cm、市さ 90.4 g。IIがオ'?fすぼまる器形で器内

部に骨仰l粒の溶許が兄られる。器外而は赤色と瓜色に変色し、器内面の口縁4分の 3が17緑上部からドに 1cm前

後の範1mで赤色に変色、その下、全休的に 1牙銅粒の溶沿痕が兄られる。 2は「l径 7cm、ji'/jさ6.8cm、器）以1.1cm、

重さ 106.4g。Uが直17になる器形で、外而は黒色、「l緑上而から内面にかけては灰色で部分的に茶褐色を呈す

る。これは溶柑痕というよりも土中に埋っている際に 1ク．の鉄分が沈抒したものと兄る方が妥喝という兄解を紺た!(WO

1・2ともに1I1地区狐石迫構からの出土であ

る。:tit塙の領向として、 ttl禍自体の変色や

変質は直に火然したためにみられる変化で、

井鳩が溶解炉として使われていたと考えら

れるとの教示を受けた。ヽlV:J:~t#晶の大きさに閲

わらず、 LI径がすぼまる器形のJ:lt塙は、器

外面が赤色と黒色に変色し、器内部の付粋

分も多く、 口がii~:ロのJ:tt塙よりも使川頻J伐

が多かったのではないだろうか。

1 

第73図増渦

第26表 均渦観察一覧

~~:1 l's'~~~I雷:~I二1;7;1三
単位： cm/ g 

地

認百

1-2 _5.6--6 7.04 

日 6.31 6.2 
6、08

4 6.18 

5 - 7.07 0.8 53.3 

,-- 7 6 -5.-63 6-.:3-8 6.7 6玄§
- 6.45 0.6 52.3 

8 - 7ゑ39.8 41,~ ， 1 鬱I皐 0.8 
II 0.5 7.1 
12 7,0R 0,7 ~ll 

0 3 cm --
2
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第32節製作道具

a. 窯道具

今回の泄~1);で得られた窯道具は、ほとんどが小破片で出 I::屈も佃かであるが 1、チンとハマがII日：：している。す

ペて洲 II古窯跡 (I)•L鵡で報告されているものと liil種の汽料であった。 図ホした汽料の詳細は第27及に記載する 。

第741~11 ~ 4. の賓料は I地区からの出ヒで、 5・6のトチンは1I地区からの1H上である。 6の賢料はグッチャー

という窯逍具とよく似ていてU29、同種の資料と考えられる。

第27表窯道具観察一覧 単位： cm/ g 

図 酢り 分類 l:1f1if怜 甜さ ff01l 観 察 11', 上地

l Jヽ マ 18.2 1.3 100 索地は小1/.色、洲状の外!IOIぱ変色している。 Iク-27 4附

ノ‘ マ 1 20 索地は1)~部が灰色、溝而は赤褐色、災1fiiは黒褐色、内部がINになって布il11Iがみ rシ-27 5/(i/ 
2 

筍 られるが、焼｝必イ,,L¥[のハマだろうか。

74 3 ノ‘ マ tl.9 I. 60 索地は小IL色、災1(1iは利lのIむ''/がみられる。 1オ-30 5M 
IS<I ＇ 4 I、-!・ン 5.3 4.3 120 索地ば餃灰色、 K面は白釉で半分の範Uil に砂の付抒がある 。 mi➔部は荼褐色である。 T黄上ill

鳳 ト チ ン 8.4 230 lliul部は！、し1褐色と淡い1'i・絲色が人り油ざった色で、部分,,りに必1(ijは利lがふくれて、 II北側斜1(11
5 

41 破裂している。 赤褐色上

6 
索地は灰色で粗い粒のl'I色粒や什黒色粒が介まれる．

人:I\~ トチン 26 420 X'. 伐．ボ地に(I粒を多屈に含む。側面に穿孔。 nク・チー316附
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b. 瓦型

軒丸の瓦型が 2点得られている。第74[2{17は、 I地区の石J酎前面に堆梢 していた毅土から出土している。lttl図

8はI[地区チー32グリ ットの窯体・ 焚き「l付近、 6防からの出土であるが、洲田占窯跡 (I)if.llOで報告された瓦

型（第95固1)と接合することができた。瓦型の文様は判然としないが牡丹と筏の紐み合わせになるものと考え

られる。

c. 回転式文様型 （第74図9)

I地区セー30、7)杓から瓦質土器に文様をつけるための簡状の型が出土した。表而に菊花文 ・菊薬文が彫られ

ており、邸さ 6cm、形さ1.5cm、 ヒ面径は推定6.3cmを測る。初田古窯跡 (II)IHIで乎且告された瓦烈土器 （植木鈴）

に同じ文様の実例を見る ことができ、第64図4を転載することにした，＇
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第33節その他

第75IS<l1は無釉陶悩で一部欠損しているがほぼ完形の団料である。百料中央に穴が空いており、上而か らの直

径0.4cm、 ド1f1i此径0.2cmの111晶で穴が空けられている。牛地の色はII在茶褐色で、全1hiに 1碍（なl面取りが施される。

l立大糾2.3cm、1,il:大幅1.2cm、市さ3.3g、 I地区カー29、2Mからの出土である。lnJ図 2~4は上製品で、 2・3

が球状を堪し、生地は両方とも橙褐色で表而は聞かれている。 2は直径0.9cmで爪さが0.5gを，廿る。上1ffiには直

径0.2cmのI―IIJみがあり 、穿孔の途中とも考え られる。II地区ソー3L 4附出土。3はTT'r径1.4cm、2.3gを，II-り、 2

より若 1・大きい。m地区セー19南北トレンチより出 I.:。同凶4は升状の小さな土製品である。 I・」面からの形状は

一辺 2cmの正方形で、翡さは1.5cm、[!!Iみ17、11J1fr¥1.2cm、深さ0.9cm、直さ6.9gを叶る。I地区カー28、2/i:1/bI::. であ

る。同図 5・6は瓦質の汽料で、 1波祖しているがほぼ円形で紡錘車のような形状をし、表而の形隙から二次）U[Iエ
の製品と も考えられる。 5は生地が胄灰色、表而に幅2.5cmの皿lみがある。孔の最大径は1.5cm、IlJ:さ201.2gを計

る。m地区スー19、3附の出土である。6は生地の色が橙褐色で、表而に幅0.5cmの1川みがあり線の細かい痕が

表裂面に人っているようである。tLの最大径は0.8cmで、瓜さ21.8gを計った。皿地区ツー19、3附からの出 I::で

ある。同図 7は木製品で、形状は長桁円を旦する。/Y.さ3mmと薄く重さも 1gと計品である。長さは60.6mm、最

大幅は1.8cmをt廿る。図下部が刃こぼれのようになっている。上部は先端が一部欠机している。汽料の端にみえ

る切 り込み状の痕は自然のひびの可能性もある。表面は盛り上がり、 中央は丸 く滑らかになっている。 I地区

キー27、4/i:1からの出土である。

第74阪110・11は1洵器の附物と考えられ、無釉で生地が細かく作りの丁睾な型押 し）戊形である。廂地は不明だが

木土,mの焼き物の可椛性がある。10は笹の梨を逆にしたような文様に鱗とみられる文様が施され、在面図下部の

ほうに輻 1mm前後の 3 つの刺突痕が残り、深さは :~mm程股である 。 牛地は!I)し色で右炎のような鉱物が確認できる 。

ll地区心梢み追構 F石糾み辿構No2の下部から出土している。11は寺の境内にある灯籠の校咽のような狡料で、

生地は1火白色で石英のような鉱物と赤色粒が確認できる。m地区チー17、 1陪からのmt.。
--
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第34節貝類

本追跡i+',土の貝は券具が38科150種、 二枚貝20科59柚である。地区別の出土状況をみると I地区が3119個体で

全体の79.8%と最も多く、次にm地区590flilil体と全体の15.1%、JI地区が19611肌1休と全体5.0%と続く 。 I地区を荊

別にみると 2庖が最も多く、次に 4翔が多い。また、滞状追構、石垣周辺や追物梨中部からはあまり出土してい

ない0 ]J地区では4陪に多い。m地区は 3附、2/(1に多く、梨石辿構からも出 tする。貝柚をみるとウ ラキッキ

ガイ、オキシジミが多い。巻貝ではオハグロガイが多く、特に完形での出土がH立つ。この貝の生息地をみると

やや内涜のアマモ場の砂礫の生息する地域であることから沿湖閲辺を思い起こさせ、洲田占窯跡の古閑境も現代

とほぼ同じと思われる。タカラガイをみるとハナビラダカラは完形が多く、殻頂13.6mm-26.4mmと幅がある。ハ

ナマルユキの中に殻原を除去し、貝錘の可(;)~性のあるものも 5点ある。上錘も出上することから貝錘の可能性も

強く、その1対係は興味深いものがある。

マガキガイは完形が少なく、殻項を残すものが多い。チョウセンサザエは殻より硲の方が多い。これは第70図

14に示すようにポタンの材料として利用されたとも考えられる。また、ヤコウガイは完形は2個のみで、 5cm前

後の破片が多く、これを「Jj齊」、「殻口」、「体｝刊」、「次体）,;j」、 「殻項」、「破片」の部位別に分類すると第76図に示

したように体mが最も多く、次に次体1形とへその部分が多い。また、菟も下図のように分類すると 4分の 1以下

の破片が全体の63.0%と最も多い。いずれの状況からみても夜光貝をかなり砕いて利用していることが短え、本

品は食用としての利用より、漆器の螺釧の材料かあるいは中同や日本に交易品として輸出されていたと思われる し`320 

破片が多いことを考えると 1次加工をしたのか興味深い。これらの割れ方からすると破片も細かいことから何ら

かの加工を行った可能性が高い。地区別には他の貝と同様 I地区の 2芹i、4荊に多く、 II地区は 4荊、 m地区は

2/泊、 310に多く 出土している。井戸周辺からチョウセンサザエ、マガキガイが見られる。梨石辿構からはヤコ

ウガイの完形が1廿土している。辿構との閲連は今のところイ澗1で今後の臼料の追加を待ちたい。この時期におけ

る具は食料としてよりチョウセンサザエやヤコウガイのようにポタンなどの加工や交易品として位骰ずけ、資源

としてfillif直が研くなるように思える。
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第76図 夜光貝の殻 と蓋の残存部比率
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第35節 那覇市湧田古窯跡地下駐車場地区出土の魚・ 鳥・獣類遺体

金子浩畠

1. はじめに

洲「I古窯 跡における品l在報告はこれまで数次にわたって行われ、その邪腹かなりの数の動物追体について出す

ところがあ った、今lnlもまたこれまで以上の似の動物追1本をみた。その様,l,11は近世における肉食の文化の一端を

よく示している。この地区には野察棟1却l述の追跡もあって、ここからの出土も多い。それらと併せてまた別に論

じたいと杓えている。報1りに当たり、 沖縄県教脊委且会文化課の島袋 洋氏、 ~ I t波古良 （•氏、瑞／梃四尚美氏、島

袋秤美氏には大変にお世話になった。）りく御礼l・flし上げたい。

2. 検出された動物遺体の種名表

軟廿魚綱 Class Chondrichtl1yes 

サメ H Orde, ・且mniiormes

ネズミザメ科・ Family u,mnidae 

属・種不明 Gen. et sp. il1dct. 

メジロザメ科 Family Charcharhinidae 

屈・種不明 Gen. el sp. indel. 

スズキ D Order Percifonnes 

クイ 科 Family Sparidae 

屈 、種不明 Gen. et. sp. indel. 

フエフキダイ科 Family Lclhrinidae 

ハマフエフキ Letl1rinus ncbulosus 

プダイ科 Family Scaridae 

ナガプダイ S carops rubrouwlaceus 

ナンヨウプダイ Scarns gibbus 

マカジキあるいはメカジキ科

マカ ジキ／メカ ジキ科 ?Istiophoridae/Xiphiidae ? 

屈・種不明 Gen. cl. sp. indcl. 

爬虫綱 Class Reptilia 

カメ1-1 Order Chelonia 

ウミガメ科 Family Cheloniiclae 

属 ，種不明 Gen. et sp. indcl. 

、い綱 Class Aves 

キジ11Order Galliformes 

キジ科 Family Phasianidac 

3. 動物遺体の記載

文1-11の,ll'iJlllf直りiii!:は特に記されていない限りmmで必す。

(1) 魚類

サメ II

ニワ トリ Gallus gallus var. domesticus 

スズメ目 Order Passeriformes 

カラス類 Corvus sp. 

哺乳綱 Class Mammalia 

悩剃g Order Rodentia 

ネズミ科 Family Muridae 

ケナガネズミ Diplothrix legata 

食肉目 Order Carnivora 

イヌ科 Family Caniclae 

イヌ Canis familiaris 

ネコ科 Family Felidae 

ネコ Fells catus 

奇蹄 1~1 Order Perissodactyla 

ウマ科 Family Equidae 

ウマ Equus caballus 

偶蹄11 Order Aritodactyla 

イノシシ科 Family Suidae 

プク Sus scrota domestius 

シカ科 Ceruidae 

シカ Cervus nippon keramae 

ウシ科 Family Bovidae 

ウシ Bos taurus 

ヤギ Capura hirucus 

サメ科：ネズミザメ類、メジロザメ類の椎体がm,-_している。

スズキH

タイ科の9求Hl・、ハマフエフキ類l'J・、プダイ科のナガプダイ、ナンヨウプダイの咽頒‘けを検Mしているが、その

凩は少ない。

-105-



(2) 爬虫類

カメ類

ウミガメ類の追骸が断片的にみられた。

(3) 鳥 類

二ワトリ

多くの追存けがある。上腕竹、大腿'i'I'、/j附廿に追骸が北巾しており、肉をとるための特定の骨が持って米られ

ている。ニワトリはグスク期から出 t-.するが、これほどに部位が選定されていることはない。やはりこの在り方

は、近、現代での特徴ではないかと思われる。

(4) 獣 類

イヌ

下顎骨の一部、歯牙2点、 他に阻肢骨があったが、 1なしヽし数点が分散した状態で州土していた。,r'J格自身も

完存する椋本はない。これらの破損はすべて二次的なものである。

ネコ

上下額骨片、叫）I支骨n--があり、これも当初の追体がかなり動かされた状態のものであろう 。個体数はイヌに比

べて少ないが、既に一般的に詞われていた様相を示している。

ウマ

I地区 5、6Mで梨lれ的に出 I・.している。追イイ骨の多くは近位骨端部、骨体、述位骨端部の一部を残す破損標

本であ って、形を残すのは手根廿、足根屑、指廿などに限 られた。頭廿、下顎骨などはほとんど兄ることがなか

った。日歯も断）ヤ的なものになっていた。このことはこれらの竹の搬人址がごく少なかったことを推yJIIJさせる。

プタ

もっとも多くの付を残していた。プタの飼育とこれを食）'llとする食習が成立していたことをうかがうことがで

きる。これらのプタの件格が既に飼介稲としてつくられた）I刻質をもち、イノシシとは全く異なっていることをす

べての部位にみることができる。

残されていた•l'I·は全身の·1~1格におよぶが、すべてが同 じ程殷ではなかった。 椎骨類は叫肢骨の多いことと比べ

て少なく、 明らかに別に扱われていると忠われる。閑椎などは 1点があ ったのみであり、 椎1本は破似した状態で

多くを兄たのみである。このような椎休片も閲IJ用時に使われていたのであろう 。肋付はやや多かったことは当然

考えられることで、これには切断された痕をみることがあった。

頭けは前頭1オ、頭頂骨、側碩l'l·、後頭廿の各部位があったが、特に頭瑣骨の多かったことは、脳髄の利）·1J と l~J

迎付けて考えられることである。

歯牙にみる特徴

上、下顎甘I・とその(~11牙 ： 1-:1頒‘けは完イ（するものはほとんどない。（棋I牙は頒骨に残されているものの園冠面はほと

んど壊されている。歯牙はdm3-"M1, dm3-" M1・2の状態にある椋木が大部分であ って、 M屹渭ii廿例は稀で、あって

も萌／廿直後である。下顎紺でも同様であり、 clm4まで1'i}/出の例が10数点あった。M,右側26例!JI、未咬耗： 5、エ

ナメル質のみの咬耗： 10、エナメル質に小孔 （径1.0程/.Q'.)の1mく例 ：5、それ以上： 1であった。吸するにM2

の ,v1出段階までが人部分ということになる 。 M2の哨／廿段1府の下り月'Fl'1~165.0を ，1 1-m,1するが、 M心ilJ.i/Hするとその

述心端は位骰をずらして舌側に寄る。それだけ別骨が知くなっているはずである。従ってより輻の広い頭'i'I'にな

っていたことが考えられる。

M3の1咬耗はエナメル質段階のもののみである。なお 卜顎犬悧は小さく 1111;112.9、14.9であ って、雌の個休かと思

われる。

四肢'il'は多くが破損していた。恨籾Hに使うからであろう 。全体的に111品広く大型タイプと細く小さいタイプがあ

るが、同じ形質をもつことはその後の別追跡の』朋発でも判明 している。イノシシに比ぺて、 l*l節骨端の骨7i'IJが浅

く、鋭さを失っていることが特徴的である。

シカ

[1地区B、3Mから中手l'I・1点があり、りJ断された痕跡をみる。これは搬入されたものとみなければならない

であろう。
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ウシ

プクに次いで多いIL¥上であるが、実数ではプタよりもはるかに少ない。

煩l'I':!I. 支＇-fi部、後頭粕、角突起部などがあるが、 総数は少ない。 下~Jl'l' J·は略

かたちの残される楳木は 1点があったのみである。

Ji f lj Iヽl'l'ばl'l'f本部の近位部、述位部を比較的大きく残す「杖片であった。上腕n・
は述fl';:部を残す椋本が多い。おそらくその部分を打1Jることが多かったからであ

ろう 。桃Iオは少なく、近 ・遠位骨端を残すこともなかった。尺竹の近位竹端の

残っていたのは'i'J-1紐摘li'iのための破壊から外されていたからであろう 。中手廿

の残存砕切叩jいのは確認し易いことがあったと思われるが、骨自体が1'l・器の索

材として多く集められていたことも考えられる。中手もしくは中足骨の破片は

多い。究骨は破）',・でしか見ることができなかった。 大腿l'l•片は近 ・述位部共に

多くが残されていた。'l't髄利用度の閻い部位であったからであろう。厩骨もよ

く残され、特に述位部の残イf率の高いのは廿質の丈夫なことにもよる。指骨も

多く残され、脚部がそのまま迎び込まれていたことを示している。

ヤギ

追骸のii',」：：は多い。すべて解体された四肢廿であった。このうち 2、3層,'H
土汽料については近代のものと思われる。その他の資料は木追跡の主要年代で

ある17llt紀頃のものと考えられる。ヤギの削加してくる様子を本汽料によって

うかがうことができる。

総 括

第30表サメ類脊椎計測一覧
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今'"'の動物追休にみられる特徴は、r9illl古窯跡でのこれまでの;tl¥j在結果に類

似する点が多く、近世における主として食't祈における動物質面での両一性を

よく示していたといえよう。魚類ではサメ類と少数のハマフエフキ、プダイ類

に限られたが、県庁令1対係地内迫跡地点と比べるとサメ類のやや多くなってい

ることに特徴がみられる。憔労のかたちに巡いがありそうである。

、い類ではニワトリの多かったことは、行政棟建股地での粘米と共通する。爬

虫類でウ ミガメ類の追骸が検出されたのは今1111がはじめてであった。

哺乳類ではこれまでの間布例と共通する点が多い。ジュゴンの検出はこれま

でにも少なかったが、今恒lは全くみられなかった。イヌ、ネコは少数の追骸を

残すのみで、 JI湘IHIりに多かったのはプクである。プタについてはこれまでの洲

IJ I I片窯跡地1i1係の追跡から/1',こ卜する概本について形質、年齢構成の面から特徴をのべてきたが、同じ性格をもつ

といってよいであろう。リュウキュウイノ シシとみられる・I'!'は無かったとみてよい。ヤギは行政棟紐股地で検出

されているが、今,~,, も比較的多くの件をIH上している。ウマ、ウ シのfl・格もみられた。ウマの多かった行政棟建

設地での、｝牝紺味に対して、ここではウ シの方がはるかに多く、食川としての利/Tlの多かったことをぷしている。

5 II? 
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第31表魚類出土量
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第35表ネズミ出土一覧
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第37表ジュゴン出土一覧

h警パ醤I~~ 1 1固~ ,
第38表シカ出土一覧

地蘭翌晶許創骨体 l切痕 1~.東麟黄褐色且畔

第39表ヤギ歯出土量
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第34表ニワトリ出土一覧
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第VI章総 括

今!IDの調査成果について前平までに述ぺてきた。ここでは今一度それらを撒刑するとともに、 若千の考察と課

岨点についてふれてみたい。

今回の発掘郎l在の対象地区は県庁舎等の建設-i:事に伴う発掘閥究により確認された湧田古窯跡nssの北端部であ

る（第4図）。県民広場として利用されていたこの場所に地下駐）ド場が計画され、 その建設工事に伴う緊急調究

であった。木地域の南側は窯跡が確，認され話題となった行政棟地区から延ぴる丘陵の北端部になり、そこから北

側に緩やかに傾斜しながら平坦而をつくっていく （旧那覇署が建っていた場所付近）。地形的な面から閲究対象

範囲内を I地区（東南1Jlilの緩斜面部）、II地区 （南側から延びる丘陵の北端部）、皿地区（北側一帯の平坦部）と

区分して調査を実施した。

各地区の堆籾},;jの状況や検出された辿構などをみると、I地区は確膀された地山而が南側から北側に傾斜して

おり、その傾斜に沿うように各府が堆和し、下／名の 4~ 61杓は出土迫物から近世の時期とみられる。これらの堆

秘陪とは別に、東側の部分に近世～現代の時期の追物が得られる黄土山と呼称した）豆さ100cm~ 130cmを測る場所

があるが、その詳細については判然としなかった。

検出された迫樅は東西）j向へ走る溝状追梢が地山副および4附面を掘り込んでいるのが確認されたほか、 地山

面ではピット群や石列なども認められた。溝中に木杭の打ち込まれたピットの確認もなされたが、ピットと杭は

時間的な差がある Dj能性も否定できない。

II地区は南側から続く丘陵の北端部の状況を用し、I・II地区よ り小翡くなっている。本地区の範囲はそれほ

ど広くなく、北西側は地山まで大きく拉乱されている。扱乱を免れた南側では窯休や瓦列などの検出、その K部

を裂う瓦類を主体とした堆禎罰など、行政棟地区の I地区の延長を思わせる状況を示している。5・6料が後世

の税乱を受けていない陪で、 5陪は1m四）j程J文の狭い範囲にみられる瓦類と赤色j_:のMである。6Jr-1は瓦など

の追物が最も多く、 出土している胄磁 ・染付からすると16~17世紀頃の時期のようである。

検出された迫構は窯体、瓦列、ピット群など湧FFI古窯に剥連するとみられるもの、東側で確認された近代のも

のとみられる石梢みがある。窯体はかろうじて下部が検出され、 全体的な状況は判然としない。燃焼室が三角形

状を呈し、 焼成室が円形状になり、その境目に耐火レンガを配している。行政棟地区の 3サ・ 4号窯lt3,1と似たよ

うな状況を示している。また、燃焼室の部分には漆喰の広がりがみられ、なんらかの手が加えられた痕跡と考え

られる。

窯体の南東側で2本、 南西側で1本の北列が検出されている。前者は 3~4段柏み I:げられており、端部に琉

球石灰岩の礫を配する箇所も兄受けられる。後者は1段だけ確認できたもので、 使用されている瓦のほとんどが

破片の買料である。前者の瓦列は行政棟地区で検出されたものと同じような状況であるが、後者のものは趣を沿

干拠にしている。

窯体南側に接近して径約1mの土城が確認された。地山を掘り込んでおり、 埋土は6附と同様な堆梢土である

ことからすると16~17世紀頃の時期が想定される。木土堀から平瓦が数枚出土しており、 検出された窯体の稼働

時期の一端を示しているものかもしれない。

これらの追構とは別に本地区の束側で石籾み（第19図）が検出された。相方梢みに近い感じの石梢みで、部分

的に琉球石灰岩がみられるものの、ほとんどサンゴ石が使用されている。50cm大~lOcin大のものがあり、大きさ

の規格性はみられず、全休的な状況からすると土留めの石租みのようである。「共進介」銘入りの急頒 （第44凶

102)や那覇商業府筍学校の校蹂が入った胄銅製のポタン（第61図18)などから、 明治末に建てられた怜ii陽館1135

に伴う土留め石垣の可能性が考えられる。

m地区は翡¥I在区の北側を占める平坦部で、 県民広場として利用されていた場所である。堆禎形は地山の胄灰色

粘 L:(クチャ） ／料を含め 5枚確認されている（第24'2{I)。表土府は lmを越すようなITJ.みの追成附で、旧那覇啓

察署の砧礎なども確認された。21ライン以北ではこの造成翔の下にスラグ（製鉄 ・鍛冶作業の際にでる,f¥純物）

翔の広がりがみられた。ほぼ水平に堆杖し、屈いところで約20cmを測る。下）罰とのI具l迎から今次大戦の頃に堆積

したものかとみられ、当時、付近にスラグを排出するよう な施設があったものかと解される。

21蜀~1阿はいずれも I地区から延びてく る形で、21名は 3b/1;1、3/Mが4,~1 、 4 /f,jが6刑と I地区の堆積／罰

にそれぞれ対応している。本地区の主体層である 3J,;jが出上追物からすると18~19世紀頑のものかとみられる。
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検川されている追構は）ヤ戸、集石辿構、 r,'り状追構、石秘み追構などがある。）I'J ; 辿構は琉球石灰料を1-LJ形に禎

みヒげたもので、 内I面部だけを 「i邸に撒形している (I図版6の②）。2},;j而から掘り込まれており、 比較的新し

い時期に造られ、 II]那覇＇必などを建てる際の一僻の追成時に埋められたものと推察される。

集仏追構は非常にrl:I―Iされる追構である。本地区西側の 3M下部で検/1',されたもので（第21図）、 J.~ さ（南

東ー北西方向）約 6m、幅（東西方向）約 l mである 。 第731~1に示す用禍が秘中的に出 t していることや第69図

l に示す軽石製品などが紺られていることから、鍛冶場にl~I述する追描かとみられる 。 出土陶磁器類からすると

18世紀頃とみられ、その頑には本地域で鍛冶閲述作業も行っていたことをぷすものと考えられ狭味深い。行政棟

地区や議会棟地区においてもj:廿渦が得られており、今1旦I糾られたものは行政棟地区1廿土のものと似ている。Jlt塙

の溶抒物の成分分析を行ったわけではないけれども、鉄以外のものを対象に鍛冶作業を行っていたようである。

今回検出された梨石追構がそのような場としたら、湧田古窯の中で鍛冶空間のあったことが証明されたことにな

り、今回の潤布の大きな成果の一つである。また、本追構の西側 （議会棟地区の東1Jlll)ではビット群が検出され

ているようでありII祁、この一帯の空間的な意昧についての検討も課題であろう。

溝状追栴は 3附から地山tillまで掘り込んだ大きなものと地山面で検出された小さなものがある。前者は本地区

のやや南寄りの島所を北梨から南西にかけて検出されたもので、制在区外へも延びている。溝の111乱は約2m、深

さは約80cmで、慨ね鍋底状の断而をなす。内部には主に焚褐色 tが堆積し、その下部には敷かれたような状雌で

瓦や陶磁器類 (18世紀頃のものが主流）などの追物が集中して確認されている。溝全体としての詳細な部分につ

いてば判然としない所もあるが、先述した石敷き追構に接する場所もあり、なんらかの1謁連性も想定される。

地山而に検吊された溝は確認できたのが幅約20cm、深さ約10cmほどのもので、南側では東西方向、』氾杞区中央

付近では南北方向に延びる。もともと排水に気を使う場所であったかと推察される。

木地区南側、I・II地区との境界付近で東西方向に検川された石栢みは、 1・.1r. めの機能が考えられる。最も悩

い所で約80cm、幅のJ).;.い所で約80cm、貶さは8m強を測るが、西側部分は墜而に入り込んでおり、さらに西側へ

続くものとみられる。

次に追物についてみてみよう 。 m上 した迫物の種類 ・ 1,1 とも慨1;~で、バリエーションに団んだ状況は行政棟地

区、議会棟地区と似ている。出土迫物の批が膨大であり、 rt11已、接合、分類、実測、拓本、 トレースなどの臼料

）影'I!を系統的に進めることができず、全体の状況把握をする時間的な余裕がないまま報告料を刊行せざるを得な

い状況に至った。発掘』.';lftの大型化に伴い、 111,土追物の1,しも膨人・になってきているII乍今の状況があり、早急に検

肘していかなければならない大きな課題のひとつであろう。

今,,_,,は出上迫物の種類的な而は大方カバーできたものと考えるが、それぞれの3,t的な把趾については大きな反

省点を残す結果となった。そのような状況を勘案して出 I・.追物についてみると、糾られたものは17-18世紀頃が

主流のようである。中'"'を中心にタイや束南アジア系のものを含む陶磁器類は、人・枠ではこれまで沙jlA I廿窯跡か

らii',トしているものとほぼ同様である。クイ，T（（の青磁碗（第28枢121)、白磁の耳付き水注（第281区114)や灯明IIJl

（第28凶16-18)などが注滋される。また、褐釉陶器は中国,m、タイ産、東南アジア系のものがあり、クイ産の

小杓りの双J.f瓶（第31図10)や東南アジア糸かとみられる1111き痕のある壺（第311以113)などは類例賢料が少ないも

ので注J揺されよう。中同府の色絵、 i'r磁染付、 銹釉染付、 1fr/f爵釉、翡翠釉、 二彩などは16-17世紀頑の蚊徳鎖窯

系のものが多いようである 。 緑釉磁器（第34図 9) 、銅緑釉（第351~1 1 -7)の他、竹興窯の無釉陶器（第35図

8 -22)なども注泣される。

本 k躙紺磁器は肥111/系、藤Jボ系、その他があり、 いずれも17-19世紀阪のもののようである。前2者の沿種組

成の述いは興昧深い。また、 旧地区集石追朴I/から出 ,-.している1り柾摩焼きの盛（第37図8・9)はrl:1=!される。そ

の他注目されるものをあげると、第41阪147にぷした沖縄p'(lJ池釉陶器JIilの賓料がある。外底面に記された文字が

「中城御殿御rnwr1;1 Ii. 拾之内」と謡め、その字体は17世紀後L以降のもののようである。ll37陶器の作られた時期

を示しているとともに、注文先を示しているものであり、注揺されよう 。 18mm前後の•定の規格性のある円盤状

I:製，11111 (第67悩）、碁イ~i (第68図）、軽石製11111 (第69図 l・2)がある。前2t・ は2Mを中心とした1廿上であり 、

比較的新しい時Wlのもののようである。表災而に隅刻を施した軽石製品 （第69図1)はどのような「1:1途のものか

注滋される。また、 イ及光具は殻の残存状況が一定の規格性をイiしているようであり、夜光貝に散lしての詳細な検

討が必要になってこよう。

今回検出された追構、m土した迫物などi勇UJ古窯の端を池わせる十分な汽料であり、これまでの閲布も含め

i勇川古窯の全体的な把握が課叫といえよう。また、 他の山窯跡11:ll!との比較、 i判府地の間題など今後の大きな課題

であろう。
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図版27 沖縄産無釉陶器 (4 ) 大鉢 ・ 歴~. その他
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図版34 青銅製品・鉄製品
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図版35 古銭
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図版36 円盤状製品
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図版37 円盤状土製品・碁石・玉 （ガラス製，1叶）
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図版38 石製品・石器
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図版39 骨製品・貝製品
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図版41 製作道具• その他
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湧田古窯跡(IV)正誤表 1999.3. . 

頁 行 誤 正

112 13 検出された追構は I地区の検出された逍構は

112 16 1・Il地区より小高くなっている I . 田地区より小高くなっている。

113 17 先述した石敷き迪構 先述した集石迪構

80 20 浅虹橋註 浅草橋註14

116 註11浅蔀橋 「きせる」 たばこと塩の博物館 1988年.3月




